
アッパレ！ 100歳 いつまでも
お元気で！

日本の食に提言を続ける料理家・辰巳芳子さん。
彼女が病床の父のために工夫を凝らして作り続け
たスープは、やがて人々を癒す「いのちのスープ」
と呼ばれるようになり、多くの人々から深い関心
が寄せられています。
この映画『天のしずく』（河邑厚徳監督）はスー
プの食材を作り出す全国の生産者が登場します。
彼らは作物への誠実な志を持ち、辰巳さんに食材
を提供します。
そしてそれぞれの素材が性質を生かし、喜ぶよう
に丁寧に料理する辰巳芳子さんの日常を追ったド
キュメンタリーです。

７月６日㈯より、シネマ５（大分市府内町）にて公開されます。

椎
茸
づ
く
り
の
極
意
は『
つ
く
り
こ
』

　「
黄
綬
褒
章
」
受
章
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

数
々
の
賞
歴
を
誇
る
椎
茸
生
産
農
家
の
加
藤
至

誠
さ
ん
（
久
住
町
栢
木
・
75
歳
）。

　
こ
の
映
画
で
は
、
加
藤
さ
ん
の
『
つ
く
り
こ
』

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。『
つ
く
り
こ
』
と
は
、

原
木
栽
培
と
い
う
栽
培
方
法
で
、
伐
採
し
た
森

の
木
に
茸
類
の
菌
を
施
し
、
森
林
の
中
と
い
う
、

自
然
に
最
も
近
い
環
境
で
茸
を
栽
培
す
る
手
法
。

　
こ
れ
に
よ
り
「
肉
質
・
香
り
・
味
」
は
〝
天

然
も
の
〞
に
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
な
り
ま
す
。

秘書広報係 ☎63-1043
すくすく1歳 平成25年7月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
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加
藤
至
誠
さ
ん（
久
住
）の「
椎
茸
」が
映
画
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た 

「
森
の
恵
み
」が〝
い
の
ち
の
ス
ー
プ
〞に
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郷土の植物 （291）

第99回
阿孫  久見

メグスリノキ（カエデ科）

加藤さんのほだ場

↑加藤至誠さん・美恵子さんご夫婦と、料理家・辰巳芳子さん（写真右）

　
山
地
の
谷
沿
い
の
林
内
に
生
育

す
る
高
さ
15
㍍
ほ
ど
の
雌
雄
異
株

の
落
葉
高
木
で
す
。
樹
皮
は
灰
褐

色
で
す
。

　
に
ぶ
い
不
ぞ
ろ
い
の
鋸
歯
の
あ
る

対
生
の
葉
は
３
出
複
葉
で
太
い
葉

柄
に
は
粗
い
毛
が
密
生
し
ま
す
。葉

の
基
部
は
左
右
が
不
ぞ
ろ
い
で
す
。

小
葉
は
楕
円
形
で
長
さ
17
㌢
、幅
が

７
㌢
ほ
ど
で
、ふ
ち
や
裏
面
の
脈
上

に
は
褐
色
の
毛
が
あ
り
、手
で
触
る

と
ざ
ら
つ
き
ま
す
。ま
た
表
面
は
明

る
い
緑
色
で
す
が
裏
面
は
淡
緑
色

で
す
。秋
に
は
美
し
く
紅
葉
し
ま
す
。

　
初
夏
の
頃
、
枝
か
ら
数
個
の
長

い
花
柄
を
伸
ば
し
、
そ
の
先
に
淡

黄
色
の
径
６
㍉
ほ
ど
の
５
弁
花
を

下
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。
花
糸
の

長
い
雄
し
べ
が
目
立
ち
ま
す
。（
写

真
は
雄
花
で
す
）
花
後
に
は
カ
エ

デ
特
有
の
長
さ
５
㌢
ほ
ど
の
翼
果

を
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
民
間
薬
と
し
て

樹
皮
や
葉
を
煎
じ
て
洗
眼
に
用
い

た
こ
と
か
ら
目
薬
の
木
の
名
が
あ

り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
・
祖
母
山

系
の
林
内
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
個

体
の
少
な
い
植
物
で
す
。
花
期
は

５
月
で
す
。

  訂正とおわび
広報たけた４月号「アッパレ！ 100歳」のコーナーで酒見ヨシ
ヱさんの住所に誤りがありました。正しくは、「宮砥・久小野」
です。訂正しておわび致します。（秘書広報係）

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年６月生まれ

し
ゆ
う
い
し
ゅ

り
ん
な
い

は
い
か
っ
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う
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復興の取り組み

特集　ビルド・バック・ベター　〔防災意識を高めよう！〕

○Build Back Better ビルド・バック・
　ベター～夢と希望を生む「創造的復
　興」～⑩　防災意識を高めよう！ 2
○６月は土砂災害防止月間です 6
○TOP（市政）懇談会がはじまりました 8
○日本を代表するブランド観光圏へ／
　「花水月」入館者が２年連続10万人
　突破 9
○健康情報
　保健だより／すこたび 10
○市長コラム「有由有縁」 12

人口のうごき

も　く　じ

　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　24,441　人（＋49 人）
男　性　11,373　人（＋42 人）
女　性　13,068　人（＋ 7 人）
世帯数　10,654世帯（＋65世帯）
住民基本台帳登録人数
（平成25年4月30日現在）

　別冊　たけたん情報
　 ６月のこよみ・ＴＣＴ特番情報

○TAKETAN FACE　今月のひと
　（志賀明日香） 13
○竹田かわら版 TOWN TOPICS 14
○ミステリアス！竹田キリシタン⑪　
　城下町遺跡編 16
○たけたんアンテナ
　生き活き興起／竹田雑感／バート
　クロツィンゲンコーナー 18
○今月のイントロダクション
　ぼくたち・私たちの学び舎（竹田南高
　校）／まるごと博物館92／図書館の
　お知らせ／誕生おめでとう 20
○岡城遺産㉒／食育レシピ 22
○「ちいさな花のいのちを守り続けて」 23
○郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ　
100歳 24

　
大
分
県
は
平
成
24
年
度
、
巨
大

地
震
や
津
波
、
豪
雨
な
ど
の
災
害
時

に
地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
防
災

士
３
０
０
０
人
の
養
成
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　 

竹
田
市
に
お
い
て
も
県
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
91
人

が
防
災
士
に
認
証
さ
れ
、
４
月
30
日

「
認
証
状
授
与
式
」
が
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
防
災
士
試
験
に
合

格
し
た
91
人
の
う
ち
、
35
人
が
出

席
。
は
じ
め
に
合
格
者
を
代
表
し
、

認
証
状
が
後
藤
建
一
さ
ん
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
首
藤
勝
次
市
長
は
「
昨
年
の
災

害
時
は
、
防
災
士
の
み
な
さ
ん
の
知

識
と
経
験
が
い
か
に
必
要
で
あ
る

か
、
身
を
も
っ
て
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
の
危
機
管
理
の
た

め
、
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

　
防
災
士
を
代
表
し
て
、
児
玉
英
幸

さ
ん
（
竹
田
市
消
防
団
第
１
分
団
代

表
）
が
「
防
災
の
最
大
の
目
的
は
、

犠
牲
者
を
減
ら
す
こ
と
。
そ
の
中
で

我
々
防
災
士
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
、
そ
の
〝
自
助
〞
で
あ
る
『
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
』
を
基
本
に
、

特
に
平
時
に
お
け
る
啓
発
活
動
に

人
事
を
尽
く
し
、
市
民
、
企
業
、
自

治
体
そ
し
て
防
災
関
係
機
関
と
協

力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」

と
決
意
表
明
。
今
回
、
防
災
士
に

な
っ
た
の
は
、
消
防
団
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
員
ほ
か
、
地
域
を
代
表
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
今
後
の

防
災
に
関
わ
る
事
業
な
ど
で
の
積

極
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

訓練内容は、指定避難所また
は、自治会で選定した一時避難
所の周知徹底と確認および安全
確保のための移動訓練等です。
※訓練参加は、強制ではありま
せんが、できるだけ多くの方
の参加をお願いします。
●お問い合せ
　竹田市総務課〔担当：山村・野仲〕
　☎63－1111（内線213・219）

　
５
月
20
日
、
首
藤
市
長
、
市
議
会

吉
竹
副
議
長
、
同
徳
永
産
建
常
任

委
員
会
委
員
長
が
、
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
を
訪
問
、「
滝
室

坂
道
路
」
の
早
期
事
業
化
の
お
礼
と

大
野
竹
田
間
早
期
完
成
、
竹
田
か
ら

県
境
ま
で
の
事
業
化
に
向
け
た
「
計

画
段
階
評
価
」
の
早
期
着
手
を
要

望
し
ま
し
た
。

　
国
道
57
号
（
大
分
―
熊
本
間
）
に

あ
る
「
滝
室
坂
」
は
、
阿
蘇
山
の
外

輪
山
に
位
置
し
、
急
坂
と
急
カ
ー
ブ

が
連
続
す
る
「
難
所
」
で
す
。

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
１
か
月

以
上
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
現
在

で
も
、
仮
設
の
高
架
橋
の
た
め
、
速

度
制
限
と
雨
天
時
の
通
行
規
制
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
促

進
期
成
会
（
大
分
熊
本
両
県
関
係

市
町
村
の
期
成
会
、
会
長
竹
田
市

長
）
や
大
分
熊
本
両
県
知
事
の
即

座
の
要
望
を
受
け
、
国
土
交
通
省
で

は
、「
国
道
57
号
滝
室
坂
防
災
対
策

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
環
境
に

も
影
響
な
く
安
全
・
安
心
な
通
行
の

確
保
及
び
走
行
性
の
向
上
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
「
ト
ン
ネ
ル
案
（
滝

竹田で防災士９１人誕生
災害から地域を守る！

７・12
竹
田
市
防
災
の
日

宮
城
県
南
三
陸
町
長
の
佐
藤
仁
氏「
講
演
会
」の
開
催
決
定

↑認証状を授与される後藤建一さん

↑吉崎整備局長に要望書を提出する首藤市長、副議長、産建委員長

↑防災士を代表して、決意表明
を述べる児玉英幸さん

↑佐藤仁南三陸町長

　
竹
田
市
で
は
昨
年
の
「
７
・
12

竹
田
市
豪
雨
災
害
」
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
毎
年
防
災
に
努
め
て
い

く
た
め
、
こ
の
日
を
『
竹
田
市
防

災
の
日
』
と
定
め
、「
７
・
12
竹

田
市
豪
雨
災
害
特
別
講
演
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
竹
田
市
を
襲
っ
た
未
曾
有
の

災
害
か
ら
、
１
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
７
月
12
日
の
教
訓
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
防
災
対

策
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
に
向
け
て
陣
頭
指

揮
を
執
っ
て
い
る
、
宮
城
県
南
三

陸
町
長
の
佐
藤
仁
氏
を
お
迎
え

し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
12
日
（
金
）

　
10
時
30
分
開
場
／
10
時
45
分

開
会
行
事
／
11
時
開
演

場
所
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

豪雨災害に備えて

竹田市全域一斉
防災・避難訓練を
実施します
　６／２㈰
　朝9：00～（１時間程度）

国道
57号

延長6.3km

滝室坂

至熊本

（トンネル約4.6km）

至大分・竹田

室
坂
道
路
）」
が
選
定
さ
れ
、
続
け

て
「
計
画
段
階
評
価
」、「
新
規
事
業

採
択
時
評
価
」
と
新
規
事
業
化
に

必
要
な
事
前
評
価
も
ク
リ
ア
し
、
昨

年
の
災
害
よ
り
わ
ず
か
10
か
月
で

の
事
業
着
手
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
滝
室
坂
道
路
」
は
阿
蘇
市

一
の
宮
町
坂
梨
〜
同
市
波
野
小
地
野

間
の
延
長
６
・
３
㎞
（
う
ち
ト
ン
ネ

ル
部
分
４
・
６
㎞
）
で
、
片
側
１
車

線
。
熊
本
市
と
大
分
市
を
結
ぶ
地

域
高
規
格
道
路
の
中
九
州
横
断
道

路
（
約
１
２
０
㎞
）
の
一
部
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
分
県
側
で
は
、
大
野
〜

竹
田
間
（
12
㎞
）
の
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
朝
地
ま
で
は
平
成
26
年
度
末

に
完
成
予
定
で
、
竹
田
市
管
内
で
の

工
事
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
ま
る

こ
と
を
受
け
て
、
８
月
下
旬
に
竹
田

市
主
催
に
よ
る
着
工
式
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　中
九
州
横
断
道
路
の
整
備
促
進
に
弾
み

「
滝
室
坂
道
路
」
事
業
化
へ
、

　
　
　
　
「
朝
地
竹
田
間
」
工
事
本
格
化
へ

阿蘇市波野小地野

阿蘇市一の宮町坂梨
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大
分
県
は
平
成
24
年
度
、
巨
大

地
震
や
津
波
、
豪
雨
な
ど
の
災
害
時

に
地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
防
災

士
３
０
０
０
人
の
養
成
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　 

竹
田
市
に
お
い
て
も
県
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
91
人

が
防
災
士
に
認
証
さ
れ
、
４
月
30
日

「
認
証
状
授
与
式
」
が
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
防
災
士
試
験
に
合

格
し
た
91
人
の
う
ち
、
35
人
が
出

席
。
は
じ
め
に
合
格
者
を
代
表
し
、

認
証
状
が
後
藤
建
一
さ
ん
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
首
藤
勝
次
市
長
は
「
昨
年
の
災

害
時
は
、
防
災
士
の
み
な
さ
ん
の
知

識
と
経
験
が
い
か
に
必
要
で
あ
る

か
、
身
を
も
っ
て
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
の
危
機
管
理
の
た

め
、
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

　
防
災
士
を
代
表
し
て
、
児
玉
英
幸

さ
ん
（
竹
田
市
消
防
団
第
１
分
団
代

表
）
が
「
防
災
の
最
大
の
目
的
は
、

犠
牲
者
を
減
ら
す
こ
と
。
そ
の
中
で

我
々
防
災
士
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
、
そ
の
〝
自
助
〞
で
あ
る
『
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
』
を
基
本
に
、

特
に
平
時
に
お
け
る
啓
発
活
動
に

人
事
を
尽
く
し
、
市
民
、
企
業
、
自

治
体
そ
し
て
防
災
関
係
機
関
と
協

力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」

と
決
意
表
明
。
今
回
、
防
災
士
に

な
っ
た
の
は
、
消
防
団
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
員
ほ
か
、
地
域
を
代
表
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
今
後
の

防
災
に
関
わ
る
事
業
な
ど
で
の
積

極
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

訓練内容は、指定避難所また
は、自治会で選定した一時避難
所の周知徹底と確認および安全
確保のための移動訓練等です。
※訓練参加は、強制ではありま
せんが、できるだけ多くの方
の参加をお願いします。

●お問い合せ
　竹田市総務課〔担当：山村・野仲〕
　☎63－1111（内線213・219）

　
５
月
20
日
、
首
藤
市
長
、
市
議
会

吉
竹
副
議
長
、
同
徳
永
産
建
常
任

委
員
会
委
員
長
が
、
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
を
訪
問
、「
滝
室

坂
道
路
」
の
早
期
事
業
化
の
お
礼
と

大
野
竹
田
間
早
期
完
成
、
竹
田
か
ら

県
境
ま
で
の
事
業
化
に
向
け
た
「
計

画
段
階
評
価
」
の
早
期
着
手
を
要

望
し
ま
し
た
。

　
国
道
57
号
（
大
分
―
熊
本
間
）
に

あ
る
「
滝
室
坂
」
は
、
阿
蘇
山
の
外

輪
山
に
位
置
し
、
急
坂
と
急
カ
ー
ブ

が
連
続
す
る
「
難
所
」
で
す
。

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
１
か
月

以
上
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
現
在

で
も
、
仮
設
の
高
架
橋
の
た
め
、
速

度
制
限
と
雨
天
時
の
通
行
規
制
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
促

進
期
成
会
（
大
分
熊
本
両
県
関
係

市
町
村
の
期
成
会
、
会
長
竹
田
市

長
）
や
大
分
熊
本
両
県
知
事
の
即

座
の
要
望
を
受
け
、
国
土
交
通
省
で

は
、「
国
道
57
号
滝
室
坂
防
災
対
策

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
環
境
に

も
影
響
な
く
安
全
・
安
心
な
通
行
の

確
保
及
び
走
行
性
の
向
上
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
「
ト
ン
ネ
ル
案
（
滝

竹田で防災士９１人誕生
災害から地域を守る！

７・12
竹
田
市
防
災
の
日

宮
城
県
南
三
陸
町
長
の
佐
藤
仁
氏「
講
演
会
」の
開
催
決
定

↑認証状を授与される後藤建一さん

↑吉崎整備局長に要望書を提出する首藤市長、副議長、産建委員長

↑防災士を代表して、決意表明
を述べる児玉英幸さん

↑佐藤仁南三陸町長

　
竹
田
市
で
は
昨
年
の
「
７
・
12

竹
田
市
豪
雨
災
害
」
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
毎
年
防
災
に
努
め
て
い

く
た
め
、
こ
の
日
を
『
竹
田
市
防

災
の
日
』
と
定
め
、「
７
・
12
竹

田
市
豪
雨
災
害
特
別
講
演
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
竹
田
市
を
襲
っ
た
未
曾
有
の

災
害
か
ら
、
１
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
７
月
12
日
の
教
訓
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
防
災
対

策
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
に
向
け
て
陣
頭
指

揮
を
執
っ
て
い
る
、
宮
城
県
南
三

陸
町
長
の
佐
藤
仁
氏
を
お
迎
え

し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
12
日
（
金
）

　
10
時
30
分
開
場
／
10
時
45
分

開
会
行
事
／
11
時
開
演

場
所
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

豪雨災害に備えて

竹田市全域一斉
防災・避難訓練を
実施します
　６／２㈰
　朝9：00～（１時間程度）

国道
57号

延長6.3km

滝室坂

至熊本

（トンネル約4.6km）

至大分・竹田

室
坂
道
路
）」
が
選
定
さ
れ
、
続
け

て
「
計
画
段
階
評
価
」、「
新
規
事
業

採
択
時
評
価
」
と
新
規
事
業
化
に

必
要
な
事
前
評
価
も
ク
リ
ア
し
、
昨

年
の
災
害
よ
り
わ
ず
か
10
か
月
で

の
事
業
着
手
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
滝
室
坂
道
路
」
は
阿
蘇
市

一
の
宮
町
坂
梨
〜
同
市
波
野
小
地
野

間
の
延
長
６
・
３
㎞
（
う
ち
ト
ン
ネ

ル
部
分
４
・
６
㎞
）
で
、
片
側
１
車

線
。
熊
本
市
と
大
分
市
を
結
ぶ
地

域
高
規
格
道
路
の
中
九
州
横
断
道

路
（
約
１
２
０
㎞
）
の
一
部
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
分
県
側
で
は
、
大
野
〜

竹
田
間
（
12
㎞
）
の
工
事
が
進
ん
で

お
り
、
朝
地
ま
で
は
平
成
26
年
度
末

に
完
成
予
定
で
、
竹
田
市
管
内
で
の

工
事
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
ま
る

こ
と
を
受
け
て
、
８
月
下
旬
に
竹
田

市
主
催
に
よ
る
着
工
式
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　中
九
州
横
断
道
路
の
整
備
促
進
に
弾
み

「
滝
室
坂
道
路
」
事
業
化
へ
、

　
　
　
　
「
朝
地
竹
田
間
」
工
事
本
格
化
へ

阿蘇市波野小地野

阿蘇市一の宮町坂梨

2013年6月発行3
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ダ
ム
本
体
完
成

ダ
ム
本
体
着
工

転
　
　流
　
　工

工
事
用
道
路
工

用
　地
　買
　収

今後のダム事業の流れ

竹
田
高
校
器
楽
部
が
定
期
演
奏
会
で
募
金
活
動

貴
重
な
地
域
交
流
の
場
所

「
文
化
会
館
」の
再
建
を
望
む

　
大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
器
楽
部
の
佐

藤
千
春
部
長
（
３
年
）
と
足
立
果
莉
子
さ
ん

（
３
年
）
の
２
人
が
５
月
15
日
、
市
本
庁
舎

を
訪
れ
、４
月
に
行
わ
れ
た
「
定
期
演
奏
会
」

の
際
に
募
金
活
動
で
集
め
た
義
援
金
を
竹
田

市
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
校
器
楽
部
は
文
化
会
館
で
毎
年
、
定
期

演
奏
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
練
習
会
場
、
文
化
連

盟
主
催
「
和
気
藹
音
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
参
加

な
ど
で
、
頻
繁
に
活
用
し
て
お
り
、
生
徒
に

と
っ
て
も
思
い
出
深
い
場
所
で
す
。

　
佐
藤
部
長
は
「
竹
田
市
文
化
会
館
は
未
来

の
後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
思

う
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
場
所
で
も
あ
る
の
で
、
早
く
再
建
を

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽
の
輪
を

広
げ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

歌
声
で
広
が
る
支
援
の
輪

上
野
目
泰
之
さ
ん
が
熱
唱

　「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」（
通
称
：
た
き
れ
ん
）
の
第

64
回
（
平
成
22
年
）
出
場
者
、
上
野
目
泰
之

さ
ん
が
５
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
山
梨

県
北
杜
市
長
坂
町
に
あ
る
『
八
ヶ
岳
リ
ー
ド

オ
ル
ガ
ン
美
術
館
』
に
て
、
竹
田
市
災
害
復

興
の
た
め
に「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
て
く
れ
ま
し
た
。

た
き
れ
ん
出
身
者
が「
竹
田
公
演
」へ

「
原
点・竹
田
」の
復
興
を
願
う

　
３
月
18
日
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」（
通
称：た
き
れ
ん
）

出
身
者
が
一
堂
に
会
し
、
昨
年
７
月
に
発
生

し
た
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
竹
田
市
の
た
め
に
、
何
か
力
に
な

れ
た
ら
と
、
東
京
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
催
し
た『
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ（
こ

う
じ
ょ
う
）』
代
表
の
紀
野
洋
孝
さ
ん
と
事

務
局
の
板
井
靖
良
さ
ん
が
５
月
13
日
、
市
本

庁
舎
を
訪
れ
、
収
益
金
の
一
部
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
紀
野
さ
ん
は
「
僕
た
ち
の
原
点
で
あ
る
竹

田
の
文
化
会
館
で
も
う
一
度
歌
い
た
い
、
と

い
う
思
い
を
込
め
て
演
奏
会
を
開
き
ま
し

た
。
竹
田
市
の
１
日
も
早
い
災
害
復
興
を

祈
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　『
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
』
は
、
昨
年

災
害
の
発
生
し
た
日
に
合
わ
せ
、
７
月
12
日

に
大
分
市
公
演
を
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分

市
）
で
開
催
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
２
日

後
の
７
月
14
日
に
竹
田
商
工
会
議
所
２
階

ホ
ー
ル
で
竹
田
公
演
が
行
わ
れ
る
予
定
で

玉来ダム   建設に向けて新たな展開へ

被災者生活（住宅）再建支援金
を支給しています

↑「市民のみなさんとの交流の場所だった」という佐藤部長（写
真右から２番目）と足立さん（写真右）

↑熱唱する上野目泰之さんと上野目美穂里さん
（伴奏は原規之さん）

　
３
月
26
日
、
大
分
県
と
ダ
ム
建
設

予
定
地
の
地
権
者
な
ど
で
つ
く
る
玉

来
ダ
ム
対
策
協
議
会
が
、
玉
来
ダ
ム

建
設
事
業
の
基
本
理
念
を
相
互
に
確

認
す
る
基
本
協
定
書
に
調
印
し
ま
し

た
。

　
竹
田
市
で
は
、
平
成
２
年
に
、
昭

和
57
年
の
水
害
を
上
回
る
か
つ
て
な

い
豪
雨
が
市
内
を
襲
い
、
市
民
生
活

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
と
と
も
に
、

５
名
も
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
県
で
は
こ
の
大
水
害
を
契
機
に
、

稲
葉
川
、
玉
来
川
の
抜
本
的
な
治
水

対
策
と
し
て
、
河
川
改
修
に
合
わ
せ

て
治
水
ダ
ム
の
建
設
を
決
め
、
平
成

３
年
度
に
国
か
ら
「
竹
田
水
害
緊
急

治
水
ダ
ム
建
設
事
業
」
の
事
業
採
択

を
受
け
、
稲
葉
ダ
ム
に
つ
い
て
は
平

成
15
年
か
ら
本
体
工
事
に
着
手
、
平

成
23
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
玉
来
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成

21
年
８
月
に
ダ
ム
の
位
置
及
び
型
式

（
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
）
が
決

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
「
ダ
ム

検
証
」
に
よ
り
事
業
の
進
捗
に
２
年

程
度
の
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
事
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
、

昨
年
度
、
用
地
測
量
、
詳
細
設
計
な

音
楽
の
力
で
復
興
を

す
。
新
た
な
出
身
者
も
参
加
予
定
。
詳
し
く

は
、
事
務
局
（
☎
０
８
０-

１
７
７
４-

０
１

５
３
〔
板
井
〕）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　『
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ（
こ
う
じ
ょ

う
）』
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

出
身
者
の
向
上
と
、
瀧
廉
太
郎
の
「
荒
城
の

月
」
を
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
た
き
れ
ん

出
身
者
が
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し
て
の
さ
ら
な

る
向
上
と
、
再
び
竹
田
の
地
で
、
希
望
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
な
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ど
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
基
本
協
定
の
締

結
に
続
き
、
損
失
補
償
基
準
の
調
印

を
行
い
、
用
地
買
収
に
着
手
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

用
地
買
収
が
順
調
に
進
め
ば
、
工
事

用
道
路
、
転
流
工
の
工
事
着
手
へ
と

事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
竹
田
市
で
は
、
市
民
の
安
心
、
安

全
の
確
保
の
た
め
、
玉
来
ダ
ム
の
早

期
完
成
を
国
、
県
に
強
く
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
県
と
協
力
し
て
事
業

の
一
層
の
進
捗
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑紀野洋孝さん（写真左から２番目）と事務局の板井靖良さん（写真左）

　竹田市では、昨年の豪雨災害により居住する住宅に被害を
受けた方が１日も早く生活の再建を図られるよう次のとおり
被災者生活（住宅）再建支援金を支給しています。

１．対象世帯
・災害発生時、竹田市に居住しており、居住する住宅が全
壊、大規模半壊、又は倒壊による危険を防止するため解
体されるに至った世帯。

・災害発生時、竹田市に居住しており、居住する住宅が半
壊、床上浸水に至った世帯のうち、引き続き竹田市に居
住する世帯

２．基礎支援金　　申請期限　平成25年７月12日

３．加算支援金　　申請期限　平成27年７月12日

※　全壊・大規模半壊は被災者生活再建支援法を適用します。
　半壊・床上浸水は竹田市災害被災者住宅再建支援制度
を適用します。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　管理係　☎63-4811

平成24年７月12日竹田市豪雨災害により住宅に
被害を受けた方へ

住宅の形態

建設・購入
補修

賃貸住宅
（公営住宅除く）

建設・購入
補修

賃貸住宅
（公営住宅除く）

建設・購入・補修

賃貸住宅
（公営住宅除く）

区　　分

全　　壊

大規模半壊

半　　壊

区　　分

全　　壊
大規模半壊
半　　壊
床上浸水

複数世帯
200万円
100万円

50万円

200万円
100万円

50万円

80万円

50万円

単身世帯
150万円
75万円

37万５千円

150万円
75万円

37万５千円

60万円

37万５千円

備考
（添付書類）

・契約書の写し
・印鑑
・その他

備考（添付書類）

・住民票
・預金通帳（写し）
・り災証明書
・印鑑　　・その他

支援金額

複数世帯
100万円
50万円
50万円
５万円

単身世帯
75万円
37万５千円
37万５千円
３万７千円

支援金額

か
　
な
　
こ

広報たけた  平成25年6月号 4



ビルド・バック・ベター　「創造的復興」～復興を目指す竹田市の取り組み～　http://www.taketa-city.com/build_back_better/

ダ
ム
本
体
完
成

ダ
ム
本
体
着
工

転
　
　流
　
　工

工
事
用
道
路
工

用
　地
　買
　収

今後のダム事業の流れ

竹
田
高
校
器
楽
部
が
定
期
演
奏
会
で
募
金
活
動

貴
重
な
地
域
交
流
の
場
所

「
文
化
会
館
」の
再
建
を
望
む

　
大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
器
楽
部
の
佐

藤
千
春
部
長
（
３
年
）
と
足
立
果
莉
子
さ
ん

（
３
年
）
の
２
人
が
５
月
15
日
、
市
本
庁
舎

を
訪
れ
、４
月
に
行
わ
れ
た
「
定
期
演
奏
会
」

の
際
に
募
金
活
動
で
集
め
た
義
援
金
を
竹
田

市
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
校
器
楽
部
は
文
化
会
館
で
毎
年
、
定
期

演
奏
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
練
習
会
場
、
文
化
連

盟
主
催
「
和
気
藹
音
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
参
加

な
ど
で
、
頻
繁
に
活
用
し
て
お
り
、
生
徒
に

と
っ
て
も
思
い
出
深
い
場
所
で
す
。

　
佐
藤
部
長
は
「
竹
田
市
文
化
会
館
は
未
来

の
後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
思

う
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
場
所
で
も
あ
る
の
で
、
早
く
再
建
を

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽
の
輪
を

広
げ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

歌
声
で
広
が
る
支
援
の
輪

上
野
目
泰
之
さ
ん
が
熱
唱

　「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」（
通
称
：
た
き
れ
ん
）
の
第

64
回
（
平
成
22
年
）
出
場
者
、
上
野
目
泰
之

さ
ん
が
５
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
山
梨

県
北
杜
市
長
坂
町
に
あ
る
『
八
ヶ
岳
リ
ー
ド

オ
ル
ガ
ン
美
術
館
』
に
て
、
竹
田
市
災
害
復

興
の
た
め
に「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
て
く
れ
ま
し
た
。

た
き
れ
ん
出
身
者
が「
竹
田
公
演
」へ

「
原
点・竹
田
」の
復
興
を
願
う

　
３
月
18
日
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」（
通
称：た
き
れ
ん
）

出
身
者
が
一
堂
に
会
し
、
昨
年
７
月
に
発
生

し
た
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
竹
田
市
の
た
め
に
、
何
か
力
に
な

れ
た
ら
と
、
東
京
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
催
し
た『
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ（
こ

う
じ
ょ
う
）』
代
表
の
紀
野
洋
孝
さ
ん
と
事

務
局
の
板
井
靖
良
さ
ん
が
５
月
13
日
、
市
本

庁
舎
を
訪
れ
、
収
益
金
の
一
部
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
紀
野
さ
ん
は
「
僕
た
ち
の
原
点
で
あ
る
竹

田
の
文
化
会
館
で
も
う
一
度
歌
い
た
い
、
と

い
う
思
い
を
込
め
て
演
奏
会
を
開
き
ま
し

た
。
竹
田
市
の
１
日
も
早
い
災
害
復
興
を

祈
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　『
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
』
は
、
昨
年

災
害
の
発
生
し
た
日
に
合
わ
せ
、
７
月
12
日

に
大
分
市
公
演
を
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分

市
）
で
開
催
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
２
日

後
の
７
月
14
日
に
竹
田
商
工
会
議
所
２
階

ホ
ー
ル
で
竹
田
公
演
が
行
わ
れ
る
予
定
で

玉来ダム   建設に向けて新たな展開へ

被災者生活（住宅）再建支援金
を支給しています

↑「市民のみなさんとの交流の場所だった」という佐藤部長（写
真右から２番目）と足立さん（写真右）

↑熱唱する上野目泰之さんと上野目美穂里さん
（伴奏は原規之さん）

　
３
月
26
日
、
大
分
県
と
ダ
ム
建
設

予
定
地
の
地
権
者
な
ど
で
つ
く
る
玉

来
ダ
ム
対
策
協
議
会
が
、
玉
来
ダ
ム

建
設
事
業
の
基
本
理
念
を
相
互
に
確

認
す
る
基
本
協
定
書
に
調
印
し
ま
し

た
。

　
竹
田
市
で
は
、
平
成
２
年
に
、
昭

和
57
年
の
水
害
を
上
回
る
か
つ
て
な

い
豪
雨
が
市
内
を
襲
い
、
市
民
生
活

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
と
と
も
に
、

５
名
も
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
県
で
は
こ
の
大
水
害
を
契
機
に
、

稲
葉
川
、
玉
来
川
の
抜
本
的
な
治
水

対
策
と
し
て
、
河
川
改
修
に
合
わ
せ

て
治
水
ダ
ム
の
建
設
を
決
め
、
平
成

３
年
度
に
国
か
ら
「
竹
田
水
害
緊
急

治
水
ダ
ム
建
設
事
業
」
の
事
業
採
択

を
受
け
、
稲
葉
ダ
ム
に
つ
い
て
は
平

成
15
年
か
ら
本
体
工
事
に
着
手
、
平

成
23
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
玉
来
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成

21
年
８
月
に
ダ
ム
の
位
置
及
び
型
式

（
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
）
が
決

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
「
ダ
ム

検
証
」
に
よ
り
事
業
の
進
捗
に
２
年

程
度
の
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
事
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
、

昨
年
度
、
用
地
測
量
、
詳
細
設
計
な

音
楽
の
力
で
復
興
を

す
。
新
た
な
出
身
者
も
参
加
予
定
。
詳
し
く

は
、
事
務
局
（
☎
０
８
０-

１
７
７
４-

０
１

５
３
〔
板
井
〕）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　『
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ（
こ
う
じ
ょ

う
）』
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

出
身
者
の
向
上
と
、
瀧
廉
太
郎
の
「
荒
城
の

月
」
を
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
た
き
れ
ん

出
身
者
が
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し
て
の
さ
ら
な

る
向
上
と
、
再
び
竹
田
の
地
で
、
希
望
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
な
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ど
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
基
本
協
定
の
締

結
に
続
き
、
損
失
補
償
基
準
の
調
印

を
行
い
、
用
地
買
収
に
着
手
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

用
地
買
収
が
順
調
に
進
め
ば
、
工
事

用
道
路
、
転
流
工
の
工
事
着
手
へ
と

事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
竹
田
市
で
は
、
市
民
の
安
心
、
安

全
の
確
保
の
た
め
、
玉
来
ダ
ム
の
早

期
完
成
を
国
、
県
に
強
く
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
県
と
協
力
し
て
事
業

の
一
層
の
進
捗
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑紀野洋孝さん（写真右から２番目）と事務局の板井靖良さん（写真右）

　竹田市では、昨年の豪雨災害により居住する住宅に被害を
受けた方が１日も早く生活の再建を図られるよう次のとおり
被災者生活（住宅）再建支援金を支給しています。

１．対象世帯
・災害発生時、竹田市に居住しており、居住する住宅が全
壊、大規模半壊、又は倒壊による危険を防止するため解
体されるに至った世帯。

・災害発生時、竹田市に居住しており、居住する住宅が半
壊、床上浸水に至った世帯のうち、引き続き竹田市に居
住する世帯

２．基礎支援金　　申請期限　平成25年７月12日

３．加算支援金　　申請期限　平成27年７月12日

※　全壊・大規模半壊は被災者生活再建支援法を適用します。
　半壊・床上浸水は竹田市災害被災者住宅再建支援制度
を適用します。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　管理係　☎63-4811

平成24年７月12日竹田市豪雨災害により住宅に
被害を受けた方へ

住宅の形態

建設・購入
補修

賃貸住宅
（公営住宅除く）

建設・購入
補修

賃貸住宅
（公営住宅除く）

建設・購入・補修

賃貸住宅
（公営住宅除く）

区　　分

全　　壊

大規模半壊

半　　壊

区　　分

全　　壊
大規模半壊
半　　壊
床上浸水

複数世帯
200万円
100万円

50万円

200万円
100万円

50万円

80万円

50万円

単身世帯
150万円
75万円

37万５千円

150万円
75万円

37万５千円

60万円

37万５千円

備考
（添付書類）

・契約書の写し
・印鑑
・その他

備考（添付書類）

・住民票
・預金通帳（写し）
・り災証明書
・印鑑　　・その他

支援金額

複数世帯
100万円
50万円
50万円
５万円

単身世帯
75万円

37万５千円
37万５千円
３万７千円

支援金額

か
　
な
　
こ
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土砂災害から身を守る

間
雨
量
が
市
観
測
史
上
最
大
の
１

３
５
㍉
を
記
録
。
短
時
間
の
記
録
的

な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
山
間
部
に
位
置
す
る
竹
田
市
で

は
、
河
川
の
急
激
な
増
水
や
氾
濫
の

危
険
性
と
同
時
に
、
土
砂
災
害
の
危

険
性
も
非
常
に
高
く
、
裏
山
な
ど
が

あ
る
場
合
も
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　
近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
思
わ
れ
る
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験

を
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
大
雨
」

が
降
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
警
戒

が
必
要
で
す
。

【
土
砂
災
害
と
は…
？
】

　
大
雨
や
地
震
な
ど
が
引
き
金
と

な
っ
て
、
山
や
が
け
が
崩
れ
た
り
、

水
と
混
じ
り
合
っ
た
土
や
石
が
川
か

ら
流
れ
出
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

私
た
ち
の
命
や
財
産
な
ど
が
脅
か

さ
れ
る
自
然
の
災
害
で
す
。
主
な
も

の
と
し
て
、「
土
石
流
災
害
」「
地
す

べ
り
災
害
」「
が
け
崩
れ
災
害
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

 

土
石
流

　
谷
や
山
の
斜
面
か
ら
崩
れ
た
土

や
石
な
ど
が
、
梅
雨
の
長
雨
や
台
風

の
大
雨
な
ど
に
よ
る
水
と
一
緒
に

な
っ
て
、
一
気
に
流
れ
で
て
く
る
現

象
で
す
。

　
流
れ
の
急
な
川
が
あ
る
と
こ
ろ

や
扇
状
地
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

速
い
ス
ピ
ー
ド
と
強
い
力
で
、
人
の

命
や
家
な
ど
の
財
産
を
奪
い
、
道
路

な
ど
の
交
通
網
に
被
害
を
及
ぼ
し

ま
す
。

〔
前
兆
〕

・
川
や
井
戸
の
水
が
濁
る

・
川
の
中
で
石
が
転
が
る
音
が
し
、

流
木
が
混
ざ
る

・
土
臭
い
臭
い
や
地
鳴
り
が
す
る

６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
！

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

　
　
〜
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と
〜

↑集中豪雨には警戒しましょう（昨年発生したがけ崩れの様子）

・
雨
が
や
ま
な
い
の
に
川
の
水
位
が

下
が
る

 

地
す
べ
り

　
緩
や
か
な
斜
面
の
場
所
で
、
粘
土

の
よ
う
な
滑
り
や
す
い
地
層
に
雨

水
な
ど
が
し
み
込
み
、
そ
の
影
響
で

地
面
が
動
き
出
す
現
象
で
す
。
大
量

の
土
塊
が
移
動
す
る
た
め
、
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
旦
動
き
出
す
と
完
全
に

停
止
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

す
。
日
本
で
は
、
地
質
的
に
ぜ
い
弱

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
梅
雨
あ
る
い

は
台
風
な
ど
の
豪
雨
に
よ
り
、
毎
年

各
地
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

〔
前
兆
〕

・
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

・
湧
き
水
が
増
加
す
る
（
枯
れ
る
）

・
池
や
沼
の
水
か
さ
が
急
に
増
え
る

（
減
る
）

・
地
面
に
亀
裂
や
段
差
が
で
き
る

・
地
鳴
り
、
山
鳴
り
が
す
る

 

が
け
崩
れ

　
急
な
斜
面
が
地
中
に
し
み
込
ん

だ
雨
水
に
よ
り
、
突
然
崩
れ
落
ち
る

現
象
で
す
。
地
震
に
よ
っ
て
起
き
る

こ
と
も
あ
り
、
崩
れ
た
土
砂
は
斜
面

の
２
〜
３
倍
に
あ
た
る
距
離
ま
で
届

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
は
逃
げ
る
暇
が
な
い

ほ
ど
速
い
ス
ピ
ー
ド
と
強
い
破
壊
力

の
た
め
に
、
人
の
命
が
奪
わ
れ
た

り
、
家
な
ど
の
財
産
が
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
な
ど
、
悲

惨
な
災
害
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

〔
前
兆
〕

・
湧
き
水
が
増
加
す
る

・
が
け
や
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え
る

・
水
が
湧
き
出
る

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

・
木
の
根
が
切
れ
る
音
が
す
る

　
梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
集
中

豪
雨
等
に
よ
り
、
地
す
べ
り
・
が
け

崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
昨
年
７
月
12
日
の
竹
田
市
豪
雨

災
害
で
は
、
午
前
７
時
ま
で
の
３
時

○
自
ら
が
率
先
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
！

○
非
常
時
の
対
応
を
想
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
考
え
て
お
く
だ
け
で
も
役
に
立
ち
ま
す
）！

○
大
丈
夫
だ
ろ
う
。（
災
害
）
起
き
な
い
だ
ろ

う
。
と
い
う
安
易
な
思
い
込
み
は
や
め
ま

し
ょ
う
！

早めの行動、
自分の命は自分で守る

☆非常用品を備えておきましょう
　緊急避難時に持って逃げる「非常持出品（水、
ラジオ、懐中電灯等）」と、災害後の生活を支える
「非常備蓄品（非常食品、生活用品、燃料等で最
低３日分）」を備えましょう。
☆情報を収集しましょう
　日頃から災害に関する知識や気象情報に注意
し、災害時は信頼できる情報を元に速やかに行動
しましょう。
　•告知端末による災害放送
　•テレビ・ラジオ・インターネット
　•土砂災害危険度情報　http://sabo.pref.oita.jp/dosya/
　•雨量・水位観測情報　http://river.pref.oita.jp/
［携帯サイト］http://river.pref.oita.jp/mobile/

　もし、災害が起こりそうな状況や身に危険を感
じた場合は、早めに避難しましょう。
　なお、避難した時や災害の発生を確認した時
は、速やかに市役所に連絡をお願いします。

★お問い合せ・連絡先　竹田市総務課行政係
　☎63‒4800（直通）

【風水害発生時の避難勧告・避難指示の伝達方法について】
　風水害発生時の避難勧告・避難指示を的確に伝達するため、避難勧告・避難指示を発令した
際に、従来のアナウンスに加えて、「サイレン（２回）」を吹鳴しますので、特にご注意ください！
　　チャイム♪　➡　避難勧告のアナウンス　➡　サイレン吹鳴　
　　　➡　（休止）　➡　サイレン吹鳴　➡　避難勧告のアナウンス　➡　チャイム♪

「もしも…」に備えて

避難場所を今すぐ確認する！
緊急時避難所一覧（平成24年９月１日～）
＊竹田地域避難所 ＊荻地域避難所 ＊久住地域避難所 ＊直入地域避難所

危険を感じたらすぐ避難を!!

がけ崩れ
（急傾斜地崩壊危険箇所）

●小石がばらばらと落ちてきたら…
予兆

結果

地すべり
（地すべり危険箇所）

●井戸水が濁ったら…
予兆

結果

土石流
（土石流危険区域）

●地鳴り山鳴りがしたら…
予兆

結果

番号
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

施　設　名
竹田小学校体育館
竹田創生館
野外活動施設
竹田幼稚園
竹田高等学校体育館
岡本分館体育館
明治分館体育館
鬼田公民館
竹田中学校体育館
東中集会所
竹田市総合運動公園
南部小学校体育館
竹田南部中学校体育館
入田分館
祖峰小学校体育館
あ祖母学舎
福祉施設はくすい
菅生小学校体育館
菅生分館
宮城台小学校体育館
宮城分館
城原小学校体育館
城原地区館

番号
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

施　設　名
荻公民館
福祉健康エリア
荻小学校体育館
緑ヶ丘中学校体育館
柏原公民館
馬場自治会公民館
桜町東区集会所
荻老人福祉センター
桜町栄区集会所
桑木自治会公民館
木下自治会公民館
政所自治会公民館
藤渡自治会公民館
新藤自治会公民館
高城自治会公民館
恵良原自治会公民館
馬背野自治会公民館
仏面自治会公民館
叶野自治会公民館
高練木自治会公民館
柏原自治会公民館
瓜作自治会公民館
宮平自治会公民館
西福寺自治会公民館
鴫田自治会公民館
北原自治会公民館
大平ふるさと交流の家

番号
１
2
3
4
5
6
7
8
9

施　設　名
久住公民館
久住小学校体育館
白丹公民館
白丹体育館
久住中学校体育館
白丹小学校体育館
都野公民館
都野小学校体育館
都野中学校体育館

＊福祉避難所
番号

１

2
3
4
5

6

施　設　名
竹田市総合社会福祉センター
（竹田市社会福祉協議会）
荻福祉健康センター
久住保健センター
直入保健福祉センター
福祉施設はくすい
特別養護老人ホーム
「久住荘」

番号
１
2
3

4

5

6
7

8

9

施　設　名
直入中学校体育館
旧下竹田小学校体育館
直入小学校体育館
道の駅「ながゆ温泉」
（湯の郷ふれあい館）
直入セミナーハウス
（直入中）
山村交流センター
直入公民館
Ｂ＆Ｇ直入海洋
センター体育館
ドイツ村簡易宿泊施設

福祉避難所とは…市が災害
時に高齢者や障がい者、妊産
婦、乳幼児、病弱者等で避難
所での生活に特別な配慮を
必要とされる方を受け入れる
避難施設として、耐震、耐
火、鉄筋構造を備え、バリア
フリー化された施設をあらか
じめ指定したものです。

お問い合せ先
○竹田市総務課行政係　　 ☎63-1111（内線213、219）
○竹田市荻支所いきいき市民課　 ☎68-2211（内線112）
○竹田市久住支所いきいき市民課　☎76-1111（内線182）
○竹田市直入支所いきいき市民課　☎75-2211（内線113）

〔お願い〕火災の際に妨げとなりますので消火栓及び防火水槽の近くには駐車しないようにお願いします。

竹田市地域防災計画書において指定している避難所です。
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土砂災害から身を守る

間
雨
量
が
市
観
測
史
上
最
大
の
１

３
５
㍉
を
記
録
。
短
時
間
の
記
録
的

な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
山
間
部
に
位
置
す
る
竹
田
市
で

は
、
河
川
の
急
激
な
増
水
や
氾
濫
の

危
険
性
と
同
時
に
、
土
砂
災
害
の
危

険
性
も
非
常
に
高
く
、
裏
山
な
ど
が

あ
る
場
合
も
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　
近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
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わ
れ
る
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験

を
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
大
雨
」

が
降
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
警
戒

が
必
要
で
す
。

【
土
砂
災
害
と
は…

？
】

　
大
雨
や
地
震
な
ど
が
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金
と
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崩
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流
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地
す

べ
り
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け
崩
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ま
す
。
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台
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流
れ
で
て
く
る
現

象
で
す
。
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及
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早めの行動、
自分の命は自分で守る

☆非常用品を備えておきましょう
　緊急避難時に持って逃げる「非常持出品（水、
ラジオ、懐中電灯等）」と、災害後の生活を支える
「非常備蓄品（非常食品、生活用品、燃料等で最
低３日分）」を備えましょう。
☆情報を収集しましょう
　日頃から災害に関する知識や気象情報に注意
し、災害時は信頼できる情報を元に速やかに行動
しましょう。
　•告知端末による災害放送
　•テレビ・ラジオ・インターネット
　•土砂災害危険度情報　http://sabo.pref.oita.jp/dosya/
　•雨量・水位観測情報　http://river.pref.oita.jp/
［携帯サイト］http://river.pref.oita.jp/mobile/

　もし、災害が起こりそうな状況や身に危険を感
じた場合は、早めに避難しましょう。
　なお、避難した時や災害の発生を確認した時
は、速やかに市役所に連絡をお願いします。

★お問い合せ・連絡先　竹田市総務課行政係
　☎63‒4800（直通）

【風水害発生時の避難勧告・避難指示の伝達方法について】
　風水害発生時の避難勧告・避難指示を的確に伝達するため、避難勧告・避難指示を発令した
際に、従来のアナウンスに加えて、「サイレン（２回）」を吹鳴しますので、特にご注意ください！
　　チャイム♪　➡　避難勧告のアナウンス　➡　サイレン吹鳴　
　　　➡　（休止）　➡　サイレン吹鳴　➡　避難勧告のアナウンス　➡　チャイム♪

「もしも…」に備えて

避難場所を今すぐ確認する！
緊急時避難所一覧（平成24年９月１日～）
＊竹田地域避難所 ＊荻地域避難所 ＊久住地域避難所 ＊直入地域避難所

危険を感じたらすぐ避難を!!

がけ崩れ
（急傾斜地崩壊危険箇所）

●小石がばらばらと落ちてきたら…
予兆

結果

地すべり
（地すべり危険箇所）

●井戸水が濁ったら…
予兆

結果

土石流
（土石流危険区域）

●地鳴り山鳴りがしたら…
予兆

結果

番号
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

施　設　名
竹田小学校体育館
竹田創生館
野外活動施設
竹田幼稚園
竹田高等学校体育館
岡本分館体育館
明治分館体育館
鬼田公民館
竹田中学校体育館
東中集会所
竹田市総合運動公園
南部小学校体育館
竹田南部中学校体育館
入田分館
祖峰小学校体育館
あ祖母学舎
福祉施設はくすい
菅生小学校体育館
菅生分館
宮城台小学校体育館
宮城分館
城原小学校体育館
城原地区館

番号
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

施　設　名
荻公民館
福祉健康エリア
荻小学校体育館
緑ヶ丘中学校体育館
柏原公民館
馬場自治会公民館
桜町東区集会所
荻老人福祉センター
桜町栄区集会所
桑木自治会公民館
木下自治会公民館
政所自治会公民館
藤渡自治会公民館
新藤自治会公民館
高城自治会公民館
恵良原自治会公民館
馬背野自治会公民館
仏面自治会公民館
叶野自治会公民館
高練木自治会公民館
柏原自治会公民館
瓜作自治会公民館
宮平自治会公民館
西福寺自治会公民館
鴫田自治会公民館
北原自治会公民館
大平ふるさと交流の家

番号
１
2
3
4
5
6
7
8
9

施　設　名
久住公民館
久住小学校体育館
白丹公民館
白丹体育館
久住中学校体育館
白丹小学校体育館
都野公民館
都野小学校体育館
都野中学校体育館

＊福祉避難所
番号

１

2
3
4
5

6

施　設　名
竹田市総合社会福祉センター
（竹田市社会福祉協議会）
荻福祉健康センター
久住保健センター
直入保健福祉センター
福祉施設はくすい
特別養護老人ホーム
「久住荘」

番号
１
2
3

4

5

6
7

8

9

施　設　名
直入中学校体育館
旧下竹田小学校体育館
直入小学校体育館
道の駅「ながゆ温泉」
（湯の郷ふれあい館）
直入セミナーハウス
（直入中）
山村交流センター
直入公民館
Ｂ＆Ｇ直入海洋
センター体育館
ドイツ村簡易宿泊施設

福祉避難所とは…市が災害
時に高齢者や障がい者、妊産
婦、乳幼児、病弱者等で避難
所での生活に特別な配慮を
必要とされる方を受け入れる
避難施設として、耐震、耐
火、鉄筋構造を備え、バリア
フリー化された施設をあらか
じめ指定したものです。

お問い合せ先
○竹田市総務課行政係　　 ☎63-1111（内線213、219）
○竹田市荻支所いきいき市民課　 ☎68-2211（内線112）
○竹田市久住支所いきいき市民課　☎76-1111（内線182）
○竹田市直入支所いきいき市民課　☎75-2211（内線113）

〔お願い〕火災の際に妨げとなりますので消火栓及び防火水槽の近くには駐車しないようにお願いします。

竹田市地域防災計画書において指定している避難所です。

2013年6月発行7



日
本
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
観
光
圏
へ

観
光
庁「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
」を

全
国
６
か
所
の『
新
観
光
圏
』に
認
定
！

竹田温泉「花水月」入館者数

130万人到達！

竹
田
市
自
治
会
連
合
会
総
会
を
開
催

平
成
25
年
度
役
員
体
制
決
ま
る

「ＴＯＰ（市政）懇談会」がはじまりました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
で
説
明
し
た
こ
と

　
　
　
　 

　
　
　
　※

紙
面
の
都
合
で
本
号
で
は
説
明
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
。

　
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
の
実
現

に
向
け
て
、
国
際
競
争
力
の
高
い
魅

力
あ
る
観
光
地
域
の
形
成
を
推
進

す
る
た
め
、「
観
光
圏
の
整
備
に
よ

る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
、
地
域
の

幅
広
い
資
源
を
活
用
し
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
国
内
外

か
ら
観
光
客
が
２
泊
３
日
以
上
の

「
滞
在
交
流
型
観
光
」
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
観
光
圏
の
形
成
を
促
進

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
27
日
に
改
正
さ
れ
た

「
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客

の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
新
た
に

観
光
圏
整
備
事
業
を
実
施
す
る
観

光
圏
と
し
て
、
４
月
１
日
、
次
の
６

地
域
の
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の

認
定
を
行
い
ま
し
た
。

・
富
良
野
・
美
瑛
観
光
圏

・
八
ヶ
岳
観
光
圏

・
雪
国
観
光
圏

・
に
し
阿
波
〜
剣
山
・
吉
野
川
観
光
圏

・「
海
風
の
国
」
佐
世
保
・
小
値
賀
観
光
圏

・
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏

　（
阿
蘇
市
・
竹
田
市
・
高
千
穂
町
）

　
新
観
光
圏
は
、「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
、
魅
力
あ
る
滞
在
商
品
」
を

提
供
す
る
こ
と
で
観
光
客
の
増
加

を
図
り
、
観
光
を
核
と
し
た
地
域
の

再
生
・
活
性
化
を
促
し
「
住
ん
で
よ

し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
観
光
圏
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
日
本
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン

ド
観
光
圏
の
指
定
を
目
指
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
商
工
観

光
課
　
☎
６
３-

４
８
０
７

　
５
月
７
日
、
竹
田
市
自
治
会
連
合

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
役
員

体
制
が
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
会
　
長
　
甲
斐
　
　
一
（
直
入
）

　
副
会
長
　
丹
　
　
統
治
（
竹
田
）

　
副
会
長
　
小
出
美
紀
夫
（
　

荻
　

）

　
副
会
長
　
佐
藤
　
文
博
（
久
住
）

（
　
）
内
は
出
身
地
域
。
敬
称
略

　
ま
た
、
総
会
で
は
「
平
成
25
年
度

事
業
計
画
」な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
斐
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
体
制
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　平成13（2001）年にオープン
した竹田温泉「花水月」の入館
者数が、平成25（2013）年５月
12日、130万人に到達しました!!
　記念すべき130万人目の入館
者となったのは、大分市在住の
小出尚之さん・由理さんご夫
婦。お二人には、首藤市長より
『130万人目認定証及び記念品』
が贈られました。
　小出さんは「温泉やおいしい
食べ物を楽しみに竹田にはよく
訪れます。」と、喜びを語ってく
れました。
　これからも竹田の温泉をぜひ
ご利用ください。

↑TOP懇談会会場の模様（平成21年度）

↑130万人目の小出尚之さん・由理さんご夫婦

↑甲斐会長

（
阿
蘇
市
・
竹
田
市
・
高
千
穂
町
）

　
第
２
回
臨
時
会
（
５
月
23
日
）

で
副
市
長
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
受
け
、
６
月
１
日
か
ら
野
田
良

輔
氏
が
副
市
長
に
就
任
し
ま
す
。

任
期
は
４
年
で
す
。

○
生
年
月
日

　
昭
和
30
年
12
月
25
日
（
57
歳
）

○
経
歴

　
長
崎
大
学
経
済
学
部
卒
、
大

副
市
長
就
任 （
６
月
１
日
付
）

竹
田
市
副
市
長
　
野
田  

良
輔

ト ッ プ

　
首
藤
市
長
の
２
期
目
の
市
政
運
営
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
引
き

続
き
、「
政
策
は
対
話
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
」と
い
う
信
念
に
基
づ
く「
対

話
行
政
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
地

域
単
位
の
市
政
懇
談
会「
Ｔ
Ｏ
Ｐ（
ト
ッ

プ
）
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
早
速
、
５
月
28
日
（
火
）

の
竹
田
地
域
東
部
（
竹
田・岡
本・明
治
・

豊
岡
）
を
皮
切
り
に
、
29
日
（
水
）
の

西
部
（
玉
来・松
本・菅
生
）、30
日
（
木
）

の
南
部
（
入
田
・
嫗
岳
・
宮
砥
）、
31

日
（
金
）
の
北
部
（
宮
城
・
城
原
）
と
、

竹
田
地
域
４
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
様
に

市
政
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、

ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
今
後
の
政

策
展
開
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め

の
場
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
今
回
の

懇
談
会
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
興
に
関
連
す
る
市
民
生
活
に
密
接
す

る
課
題
や
財
政
状
況
、
政
策
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
当
面
の
重
要
課
題
に

絞
り
込
ん
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
様
の
貴
重
な
声
を
お
伺
い
し
、
今

後
の
政
策
実
現
に
向
け
た
有
意
義
な
機

会
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
６
月
議
会
を
挟
ん
で
、
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
３
日
（
水
）
ま
で
は
、
荻
・

久
住
・
直
入
の
各
地
域
で
も
開
催
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
の
テ
ー
マ

１
．
竹
田
市
の
災
害
復
旧
の
状
況

２
．
竹
田
市
の
財
政
状
況

３
．
城
下
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

４
．文
化
会
館
周
辺
復
興
ビ
ジ
ョ
ン（
玉

来
川
災
害
復
旧
の
現
況
含
む
）

５
．
福
祉
振
興
基
金
の
利
活
用
と
地
域

活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
（
支
所
地
域
）

今
後
も
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
を
開
催

　
今
回
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
、
市
政
の

喫
緊
の
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
絞
り
込

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
、
地
区
単
位
に
開
催
し
て
き
ま
し
た

市
政
全
般
に
わ
た
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会

は
、
ご
要
望
に
応
じ
て
各
地
区
自
治
会

長
会
長
さ
ん
等
と
日
程
等
調
整
の
う
え

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
財
政
状
況
「
財
政
調
整
基
金
」

　
合
併
し
た
平
成
17
年
度
の
財
政

調
整
基
金
は
28
億
５
千
万
円
で
20

年
度
に
は
枯
渇
す
る
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
等
の
効

果
で
20
年
度
は
18
億
８
千
万
円
、
23

年
度
末
で
40
億
５
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
は
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、
一
時
的
に
基
金
を
取
り
崩
し
た

も
の
の
、
激
甚
災
害
指
定
に
よ
る
財

政
支
援
に
よ
り
、
24
年
度
末
で
38
億

円
を
超
え
る
保
有
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
農
業
用
施
設
は
８
５
８
件
、
農
地

は
１
０
４
７
件
の
合
計
１
９
０
５

件
、
総
額
38
億
２
千
３
百
万
円
の
被

害
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
田
市
の

被
災
額
は
大
分
県
全
体
の
約
48
％

を
占
め
ま
す
。

　
補
助
率
は
農
地
96
・
８
％
、
施
設

99
・
４
％
で
確
定
し
、
実
質
の
農
家

負
担
は
、
市
が
農
家
負
担
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
こ
と
か
ら
、
農
地
１
・

６
％
、
農
業
用
施
設
０
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
発
注
を
進
め
、
５

月
末
ま
で
の
入
札
完
了
が
、
農
業
用

施
設
で
約
91
・
１
％
、
農
地
で
49
・

８
％
、
全
体
で
71
・
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
梅
雨
入
り
ま
で
に
は
ほ
ぼ
全

て
の
農
業
用
施
設
（
水
路
・
農
道
）

に
つ
い
て
入
札
に
付
し
て
い
き
ま
す
。

●
玉
来
川
河
川
改
修

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
玉
来

川
の
氾
濫
で
文
化
会
館
や
中
央
公

民
館
は
未
だ
に
復
興
の
め
ど
が
た
っ

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
玉
来
川
は
防

護
壁
や
河
床
掘
削
な
ど
の
河
川
改

修
事
業
が
は
じ
ま
り
、
水
害
リ
ス
ク

の
回
避
と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
玉
来
川
や
道
路
等
の
公

共
土
木
災
害
復
旧
事
業
の
状
況
を

説
明
し
ま
し
た
。

●
文
化
会
館
周
辺
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

　
玉
来
川
の
河
川
改
修
を
考
慮
し

な
が
ら
、
今
後
の
文
化
会
館
や
中
央

公
民
館
復
興
の
方
向
性
を
検
討
す

る
た
め
、
考
え
ら
れ
る
選
択
肢
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
や
課
題
を
説
明
し

ま
し
た
。
今
後
、
専
門
家
を
交
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
考
慮
し
な
が
ら
方
針
決
定
し
て

い
き
ま
す
。

●
城
下
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

　
城
下
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
全
体
構

想
を
踏
ま
え
た
図
書
館
や
ま
ち
な
か

交
流
施
設
等
の
拠
点
的
な
公
共
施

設
の
整
備
構
想
の
協
議
が
行
わ
れ

な
が
ら
、竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）

や
農
村
回
帰
宣
言
な
ど
の
政
策
が

連
動
し
、
中
心
市
街
地
の
動
き
が

徐
々
に
見
え
始
め
ま
し
た
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
概
要
図
に

よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

分
大
学
大
学
院
地
域
経
営
研
究

科
卒
、
大
分
県
企
画
振
興
部
東

京
事
務
所
次
長
兼
行
政
課
長
、

株
式
会
社
全
国
商
店
街
支
援
セ

ン
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
竹
田
市

東
京
事
務
所
長

　「
農
村
回
帰
宣
言
市
」
竹
田
は
、

東
京
だ
け
で
な
く
全
国
の
人
々
、

特
に
若
者
か
ら
大
い
に
注
目
・
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
竹
田

市
の
創
造
に
参
画
し
ま
す
。

　
首
藤
市
長
２
期
目
の
市
政
運

営
を
支
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
・
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
仕
事
を
進
め
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
の
さ
ら
な
る
対

話
行
政
、
し
が
ら
み
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、『
竹
田
ら
し
さ
』

を
追
求
し
ま
す
。」

☆ＴＯＰ（トップ）懇談会の「Ｔ」は竹田市と挑戦（トライ）、「Ｏ」はオリジナルとオンリーワン、「Ｐ」は
プロジェクトとパワーの頭文字です。
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日
本
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
観
光
圏
へ

観
光
庁「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
」を

全
国
６
か
所
の『
新
観
光
圏
』に
認
定
！

竹田温泉「花水月」入館者数

130万人到達！

竹
田
市
自
治
会
連
合
会
総
会
を
開
催

平
成
25
年
度
役
員
体
制
決
ま
る

「ＴＯＰ（市政）懇談会」がはじまりました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
で
説
明
し
た
こ
と

　
　
　
　 

　
　
　
　※

紙
面
の
都
合
で
本
号
で
は
説
明
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
。

　
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
の
実
現

に
向
け
て
、
国
際
競
争
力
の
高
い
魅

力
あ
る
観
光
地
域
の
形
成
を
推
進

す
る
た
め
、「
観
光
圏
の
整
備
に
よ

る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
、
地
域
の

幅
広
い
資
源
を
活
用
し
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
国
内
外

か
ら
観
光
客
が
２
泊
３
日
以
上
の

「
滞
在
交
流
型
観
光
」
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
観
光
圏
の
形
成
を
促
進

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
27
日
に
改
正
さ
れ
た

「
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客

の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
新
た
に

観
光
圏
整
備
事
業
を
実
施
す
る
観

光
圏
と
し
て
、
４
月
１
日
、
次
の
６

地
域
の
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の

認
定
を
行
い
ま
し
た
。

・
富
良
野
・
美
瑛
観
光
圏

・
八
ヶ
岳
観
光
圏

・
雪
国
観
光
圏

・
に
し
阿
波
〜
剣
山
・
吉
野
川
観
光
圏

・「
海
風
の
国
」
佐
世
保
・
小
値
賀
観
光
圏

・
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏

　（
阿
蘇
市
・
竹
田
市
・
高
千
穂
町
）

　
新
観
光
圏
は
、「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
、
魅
力
あ
る
滞
在
商
品
」
を

提
供
す
る
こ
と
で
観
光
客
の
増
加

を
図
り
、
観
光
を
核
と
し
た
地
域
の

再
生
・
活
性
化
を
促
し
「
住
ん
で
よ

し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
観
光
圏
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
日
本
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン

ド
観
光
圏
の
指
定
を
目
指
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
商
工
観

光
課
　
☎
６
３-

４
８
０
７

　
５
月
７
日
、
竹
田
市
自
治
会
連
合

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
役
員

体
制
が
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
会
　
長
　
甲
斐
　
　
一
（
直
入
）

　
副
会
長
　
丹
　
　
統
司
（
竹
田
）

　
副
会
長
　
小
出
美
紀
夫
（
　

荻
　

）

　
副
会
長
　
佐
藤
　
文
博
（
久
住
）

（
　
）
内
は
出
身
地
域
。
敬
称
略

　
ま
た
、
総
会
で
は
「
平
成
25
年
度

事
業
計
画
」な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
斐
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
体
制
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　平成13（2001）年にオープン
した竹田温泉「花水月」の入館
者数が、平成25（2013）年５月
12日、130万人に到達しました!!
　記念すべき130万人目の入館
者となったのは、大分市在住の
小出尚之さん・由理さんご夫
婦。お二人には、首藤市長より
『130万人目認定証及び記念品』
が贈られました。
　小出さんは「温泉やおいしい
食べ物を楽しみに竹田にはよく
訪れます。」と、喜びを語ってく
れました。
　これからも竹田の温泉をぜひ
ご利用ください。

↑TOP懇談会会場の模様（平成21年度）

↑130万人目の小出尚之さん・由理さんご夫婦

↑甲斐会長

（
阿
蘇
市
・
竹
田
市
・
高
千
穂
町
）

　
第
２
回
臨
時
会
（
５
月
23
日
）

で
副
市
長
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
受
け
、
６
月
１
日
か
ら
野
田
良

輔
氏
が
副
市
長
に
就
任
し
ま
す
。

任
期
は
４
年
で
す
。

○
生
年
月
日

　
昭
和
30
年
12
月
25
日
（
57
歳
）

○
経
歴

　
長
崎
大
学
経
済
学
部
卒
、
大

副
市
長
就
任 （
６
月
１
日
付
）

竹
田
市
副
市
長
　
野
田  

良
輔

ト ッ プ

　
首
藤
市
長
の
２
期
目
の
市
政
運
営
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
引
き

続
き
、「
政
策
は
対
話
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
」と
い
う
信
念
に
基
づ
く「
対

話
行
政
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
地

域
単
位
の
市
政
懇
談
会「
Ｔ
Ｏ
Ｐ（
ト
ッ

プ
）
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
早
速
、
５
月
28
日
（
火
）

の
竹
田
地
域
東
部
（
竹
田・岡
本・明
治
・

豊
岡
）
を
皮
切
り
に
、
29
日
（
水
）
の

西
部
（
玉
来・松
本・菅
生
）、30
日
（
木
）

の
南
部
（
入
田
・
嫗
岳
・
宮
砥
）、
31

日
（
金
）
の
北
部
（
宮
城
・
城
原
）
と
、

竹
田
地
域
４
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
様
に

市
政
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、

ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
今
後
の
政

策
展
開
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め

の
場
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
今
回
の

懇
談
会
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
興
に
関
連
す
る
市
民
生
活
に
密
接
す

る
課
題
や
財
政
状
況
、
政
策
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
当
面
の
重
要
課
題
に

絞
り
込
ん
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
様
の
貴
重
な
声
を
お
伺
い
し
、
今

後
の
政
策
実
現
に
向
け
た
有
意
義
な
機

会
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
６
月
議
会
を
挟
ん
で
、
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
３
日
（
水
）
ま
で
は
、
荻
・

久
住
・
直
入
の
各
地
域
で
も
開
催
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
の
テ
ー
マ

１
．
竹
田
市
の
災
害
復
旧
の
状
況

２
．
竹
田
市
の
財
政
状
況

３
．
城
下
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

４
．文
化
会
館
周
辺
復
興
ビ
ジ
ョ
ン（
玉

来
川
災
害
復
旧
の
現
況
含
む
）

５
．
福
祉
振
興
基
金
の
利
活
用
と
地
域

活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
（
支
所
地
域
）

今
後
も
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
を
開
催

　
今
回
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
は
、
市
政
の

喫
緊
の
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
絞
り
込

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
、
地
区
単
位
に
開
催
し
て
き
ま
し
た

市
政
全
般
に
わ
た
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会

は
、
ご
要
望
に
応
じ
て
各
地
区
自
治
会

長
会
長
さ
ん
等
と
日
程
等
調
整
の
う
え

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
財
政
状
況
「
財
政
調
整
基
金
」

　
合
併
し
た
平
成
17
年
度
の
財
政

調
整
基
金
は
28
億
５
千
万
円
で
20

年
度
に
は
枯
渇
す
る
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
等
の
効

果
で
20
年
度
は
18
億
８
千
万
円
、
23

年
度
末
で
40
億
５
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
は
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、
一
時
的
に
基
金
を
取
り
崩
し
た

も
の
の
、
激
甚
災
害
指
定
に
よ
る
財

政
支
援
に
よ
り
、
24
年
度
末
で
38
億

円
を
超
え
る
保
有
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
農
業
用
施
設
は
８
５
８
件
、
農
地

は
１
０
４
７
件
の
合
計
１
９
０
５

件
、
総
額
38
億
２
千
３
百
万
円
の
被

害
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
田
市
の

被
災
額
は
大
分
県
全
体
の
約
48
％

を
占
め
ま
す
。

　
補
助
率
は
農
地
96
・
８
％
、
施
設

99
・
４
％
で
確
定
し
、
実
質
の
農
家

負
担
は
、
市
が
農
家
負
担
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
こ
と
か
ら
、
農
地
１
・

６
％
、
農
業
用
施
設
０
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
発
注
を
進
め
、
５

月
末
ま
で
の
入
札
完
了
が
、
農
業
用

施
設
で
約
91
・
１
％
、
農
地
で
49
・

８
％
、
全
体
で
71
・
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
梅
雨
入
り
ま
で
に
は
ほ
ぼ
全

て
の
農
業
用
施
設
（
水
路
・
農
道
）

に
つ
い
て
入
札
に
付
し
て
い
き
ま
す
。

●
玉
来
川
河
川
改
修

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
玉
来

川
の
氾
濫
で
文
化
会
館
や
中
央
公

民
館
は
未
だ
に
復
興
の
め
ど
が
た
っ

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
玉
来
川
は
防

護
壁
や
河
床
掘
削
な
ど
の
河
川
改

修
事
業
が
は
じ
ま
り
、
水
害
リ
ス
ク

の
回
避
と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
玉
来
川
や
道
路
等
の
公

共
土
木
災
害
復
旧
事
業
の
状
況
を

説
明
し
ま
し
た
。

●
文
化
会
館
周
辺
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

　
玉
来
川
の
河
川
改
修
を
考
慮
し

な
が
ら
、
今
後
の
文
化
会
館
や
中
央

公
民
館
復
興
の
方
向
性
を
検
討
す

る
た
め
、
考
え
ら
れ
る
選
択
肢
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
や
課
題
を
説
明
し

ま
し
た
。
今
後
、
専
門
家
を
交
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
考
慮
し
な
が
ら
方
針
決
定
し
て

い
き
ま
す
。

●
城
下
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

　
城
下
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
全
体
構

想
を
踏
ま
え
た
図
書
館
や
ま
ち
な
か

交
流
施
設
等
の
拠
点
的
な
公
共
施

設
の
整
備
構
想
の
協
議
が
行
わ
れ

な
が
ら
、竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）

や
農
村
回
帰
宣
言
な
ど
の
政
策
が

連
動
し
、
中
心
市
街
地
の
動
き
が

徐
々
に
見
え
始
め
ま
し
た
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
概
要
図
に

よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

分
大
学
大
学
院
地
域
経
営
研
究

科
卒
、
大
分
県
企
画
振
興
部
東

京
事
務
所
次
長
兼
行
政
課
長
、

株
式
会
社
全
国
商
店
街
支
援
セ

ン
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
竹
田
市

東
京
事
務
所
長

　「
農
村
回
帰
宣
言
市
」
竹
田
は
、

東
京
だ
け
で
な
く
全
国
の
人
々
、

特
に
若
者
か
ら
大
い
に
注
目
・
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
竹
田

市
の
創
造
に
参
画
し
ま
す
。

　
首
藤
市
長
２
期
目
の
市
政
運

営
を
支
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
・
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
仕
事
を
進
め
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
の
さ
ら
な
る
対

話
行
政
、
し
が
ら
み
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、『
竹
田
ら
し
さ
』

を
追
求
し
ま
す
。」

☆ＴＯＰ（トップ）懇談会の「Ｔ」は竹田市と挑戦（トライ）、「Ｏ」はオリジナルとオンリーワン、「Ｐ」は
プロジェクトとパワーの頭文字です。
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保健
だより
保健
だより

健
康 一 直

線

ス
ト
ッ
プ
!
風
疹

愛
す
る
家
族
を
守
れ

全
国
的
に
20
〜
40
代
の

男
性
に
大
流
行
中

　
小
児
に
比
べ
成
人
で
罹
患
す
る
と
症
状
が

重
く
、
ま
た
妊
婦
が
罹
患
す
る
と
白
内
障
、

先
天
性
心
疾
患
、
難
聴
を
主
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※風疹単抗のワクチンが品薄のため、麻疹・風疹混合（ＭＲ）
　ワクチン接種となる場合があります。
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医療機関名 電話番号
75-2222
64-7777
63-2006
76-0008
63-2358
63-2083
62-4014
63-2270
63-2246
63-3838

予防接種ができる医療機関

風疹の患者数の推移

７月催行ツアー

　竹田市の魅力を再発見しながら、新しい健康づくりのスタイルを提案するのが “すこたび”
です。観光客向けにご紹介している健康志向の体験プログラムの中から、新しいものや人気の
高いものを竹田市民向けに特別アレンジしてご提案していきます。
　今年は、すこたびの体験プログラムが心身にどのような良い効果があるかを日本健康開発財
団の協力により測定します。結果は、今後の竹田市民の健康増進や観光振興に役立てるだけで
なく、参加者ご本人にお返ししますので、体験の効果が目で見て分かるようになります。

　７月には、温泉入浴の効果に特化したフリースタイルの “すこたび” を予定しています。
　１週間の期間中、各自で温泉に入っていただき、その効果を事前・事後のメディカルチェックで測定します。
　竹田市の温泉入浴にどんな効果があるのか気になっていた方などにおすすめです。詳細は７月号の市報等で
お知らせします。

●お問い合せ・お申し込み　特定非営利活動法人　竹田市観光ツーリズム協会　
　〒878-0011  竹田市大字会々2250-1（花水月館内）　☎0974-63-0585　FAX0974-64-1127
主催：竹田市健康増進課

①長湯温泉で体と心を解きほぐす一日
　～長湯湖ボート＆手びねり人形づくり～

②日本百名山の原生林を行く！
　～祖母山５合目トレッキングツアー～

　長湯温泉の旬な魅力を満喫しながら、体と心を解き
ほぐすリラックスツアーです。長湯温泉の新しいヒー
リングスポット、長湯湖の貸しボートでフィトンチッ
ト（森林の癒し成分）を感じた後は、かわいらしい猫
の手びねり人形づくりを体験。長湯温泉での炭酸泉入
浴や、長湯名物エノハの唐あげなど、長湯温泉大満喫
ツアーです。
日　　時　　６月10日（月）　9：30 ～ 16：00
料　　金　　2,000円（昼食・温泉入浴料込み）
定　　員　　10名
集合場所　　長湯温泉観光案内所２階　10：00
　　　　　　（市役所本庁集合を希望する方　9：30）
申込期限　　６月８日（土）
コ ー ス　　ジャンボタクシーで移動

オリエンテーション→長湯湖ボート→昼
食→手びねり人形体験→温泉入浴→アン
ケート記入→移動・解散（16：00）

　日本百名山のひとつ、祖母山。竹田市からの神原登
山ルートは登山上級者向けコースですが、５合目まで
はトレッキング気分で景色を楽しみながら進むことが
できます。これまで祖母山に登ったことがない登山初
心者の方にもオススメのツアーです。神原の原生林の
中を歩くことで森林セラピーとしての効果も期待でき
ます！

日　　時　　６月21日（金）9：00 ～ 14：00
料　　金　　1,500円（昼食代込み）
定　　員　　20名
集合場所　　竹田市役所本庁玄関前
申込期限　　６月19日（水）
コ ー ス　　ジャンボタクシーで移動

オリエンテーション→トレッキング→ア
ンケート記入→昼食（サリモスにて野菜
中心の体に優しいランチ）→移動・解散
（14：00予定）

６月催行ツアー

すこたびとは

↑祖母山麓の原生林の中を歩きながら、澄んだ空気で深呼吸！
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5月1日現在。国立感染症研究所調べ

健康情報

↑緑深いダム周辺の森林からは
　癒し成分のフィトンチットがたっぷり

手びねり人形づくり体験で土→
を触ることも癒し効果満点♪　

市民のための
竹田式湯治体感ツアー
参加者を募集します！

竹田式湯治外務大臣

旅をするように暮らし、元気
になる

ふ
う 

し
ん
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浴や、長湯名物エノハの唐あげなど、長湯温泉大満喫
ツアーです。
日　　時　　６月10日（月）　9：30 ～ 16：00
料　　金　　2,000円（昼食・温泉入浴料込み）
定　　員　　10名
集合場所　　長湯温泉観光案内所２階　10：00
　　　　　　（市役所本庁集合を希望する方　9：30）
申込期限　　６月８日（土）
コ ー ス　　ジャンボタクシーで移動

オリエンテーション→長湯湖ボート→昼
食→手びねり人形体験→温泉入浴→アン
ケート記入→移動・解散（16：00）

　日本百名山のひとつ、祖母山。竹田市からの神原登
山ルートは登山上級者向けコースですが、５合目まで
はトレッキング気分で景色を楽しみながら進むことが
できます。これまで祖母山に登ったことがない登山初
心者の方にもオススメのツアーです。神原の原生林の
中を歩くことで森林セラピーとしての効果も期待でき
ます！

日　　時　　６月21日（金）9：00 ～ 14：00
料　　金　　1,500円（昼食代込み）
定　　員　　20名
集合場所　　竹田市役所本庁玄関前
申込期限　　６月19日（水）
コ ー ス　　ジャンボタクシーで移動

オリエンテーション→トレッキング→ア
ンケート記入→昼食（サリモスにて野菜
中心の体に優しいランチ）→移動・解散
（14：00予定）

６月催行ツアー

すこたびとは

↑祖母山麓の原生林の中を歩きながら、澄んだ空気で深呼吸！

700
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0

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
5月1日現在。国立感染症研究所調べ

健康情報

↑緑深いダム周辺の森林からは
　癒し成分のフィトンチットがたっぷり

手びねり人形づくり体験で土→
を触ることも癒し効果満点♪　

市民のための
竹田式湯治体感ツアー
参加者を募集します！

竹田式湯治外務大臣

旅をするように暮らし、元気
になる

ふ
う 

し
ん
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今月のひと

市長コラム
〈第46回〉

↑ほだ場コンクールの部で最優秀賞
の吉良さんのほだ場

↑品評会の部（天白冬茹）最優秀賞の和田さん　
ほか各品柄の最優秀賞のみなさん

↑「日本温泉気候物理医学会総会」で講演をする首藤市長

「
第
48
回
大
分
県
居
合
道
段
別

選
手
権
大
会
」無
段
の
部
で
優
勝

志
賀
明
日
香 

さ
ん 

（
竹
田
剣
会
所
属
・
27
歳
）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

　
５
月
22
日
、
人
権
学
習
会
の
開
級
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ

た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
薄
ら
い
で
い
く
中
、
様
々
な
人

生
模
様
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
あ
ら
た
め
て

人
権
尊
重
の
精
神
の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
、
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
冒
頭
、
吉
野
英
勝
教
育
長
が
壇
上
に

立
っ
た
。
教
育
長
の
話
は
こ
う
だ
っ
た
。

　「
最
近
、
竹
田
市
を
訪
れ
て
く
れ
た
人
た
ち
か
ら
と
て
も
う

れ
し
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
竹

田
で
出
会
う
こ
ど
も
た
ち
が
と
て
も
爽
や
か
な
挨
拶
を
交
わ

し
て
く
れ
て
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
も
の
」。
会

場
は
喜
び
に
満
ち
た
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
。
教
育
長
の
次
の
言
葉
に
会
場
は
凍
て

つ
い
た
。

　「
と
こ
ろ
が
で
す
。
ま
ち
で
出
逢
う
大
人
た
ち
は
、
笑
顔
一

つ
見
せ
ず
、
挨
拶
を
す
る
で
も
な
く
。
中
に
は
私
た
ち
が
歩
い

て
い
る
の
を
見
て
、
店
の
中
に
隠
れ
潜
む
人
も
い
た
と
い
う
の

で
す
」。

　
こ
の
ま
ち
は
、
ど
ん
な
ま
ち
な
の
か
と
、
教
育
長
は
問
い
詰

め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
聖
人
君
子
の
ご
と
く
に
説
教
を
し
な

が
ら
、
地
元
の
大
人
は
恥
ず
か
し
い
ほ
ど
に
社
会
的
モ
ラ
ル
に

欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
、
吉
野
教

育
長
は
青
ざ
め
た
表
情
で
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
私
は
、
こ
の
話
が
あ
ま
り
に
強
烈
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
の

会
合
で
幾
度
か
こ
の
話
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。加
え
て
、

同
時
期
に
教
え
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
た
。
そ
れ
は
、
か

の
廣
瀬
武
夫
を
育
て
た
智
満
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
教
え
の
こ
と

で
あ
る
。
す
で
に
ご
存
知
の
方
も
多
か
ろ
う
が
、
智
満
子
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
八
つ
の
教
え
を
幼
少
の
武
夫
に
刷
り
込
ん
だ
。

　『
他
人
の
悪
口
を
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
う
そ
を
つ
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
人
を
ね
た
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
弱
い
者
い

じ
め
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
等
々
』。

　
あ
る
日
、
会
合
の
あ
っ
た
会
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
の
扁

額
を
詠
ん
で
い
た
ら
、
恩
師
が
私
に
近
づ
い
て
こ
う
言
っ
た
。

「
首
藤
さ
ん
、
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
な
ぜ
智
満
子
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
孫
で
あ
る
武
夫
に
し
つ
こ
く
説
い
た
か
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」
と
。
あ
ま
り
に
咄
嗟
の
こ
と
で
返
答
に
困
っ

て
い
る
と
、
恩
師
は
私
に
こ
う
言
っ
た
。

　「
こ
の
土
地
に
、そ
う
い
う
精
神
土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」と
。

　
つ
ま
り
、あ
の
当
時
の
地
域
社
会
に
は
、う
そ
を
つ
い
た
り
、

他
人
の
悪
口
を
言
っ
た
り
、
成
功
者
を
ね
た
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
地
域
か
ら

「
偉
ぇ
も
ん
が
育
つ
は
ず
が
な
い
」
と
考
え
た
智
満
子
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
せ
め
て
孫
の
武
夫
に
は
そ
ん
な
卑
屈
な
人
間
に
は

な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
心
か
ら
願
っ
た
か
ら
く
ど
い
ほ
ど
に
こ

の
八
か
条
を
教
え
込
ん
だ
ん
で
す
よ
と
、
恩
師
は
穏
や
か
に

笑
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。

　
な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
の
か
と
会
得
し
た
私

は
、
そ
の
後
こ
の
話
を
い
く
つ
か
の
会
合
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
平
気
で
根
拠
の
な
い
嘘
を
つ
い
て
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
楽

し
そ
う
に
他
人
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
大
人
た
ち
の
姿
を
、

日
々
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
こ
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
い
る

の
だ
と
し
た
ら…
、
こ
れ
ほ
ど
不
安
な
未
来
は
な
い
。

　
家
庭
や
学
校
に
健
全
教
育
を
願
う
一
方
で
、
私
た
ち
大
人

こ
そ『
品
格
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
』を
目
指
さ
な
け
れ
ば
と
、

試
練
の
春
を
越
え
て
、
そ
ん
な
願
い
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

←本庁舎市民ロビーに展示
している「智満子ばあち
ゃんの教え」 有由有縁（ゆうゆゆうえん）

　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

い
ま
こ
そ
品
格
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

智
満
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
教
え
に
学
ぶ

新
た
な
温
泉
地
活
用
の

仕
組
み
づ
く
り
に
一
石
を
投
ず

　
５
月
24
日
、
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

に
て
、
第
78
回
日
本
温
泉
気
候
物
理
医

学
会
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　「
健
康
増
進
と
し
て
の
温
泉
地
の
活

用
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
首
藤
市
長
も
参
加
。〝
温
泉
資
源
を

使
っ
た
予
防
医
学
・
健
康
づ
く
り
の
推

進
〞・〝
温
泉
地
へ
の
長
期
滞
在
に
よ
る

経
済
効
果
・
観
光
振
興
〞
の
柱
を
軸

に
、
竹
田
市
で
展
開
さ
れ
て
い
る
『
温

泉
療
養
保
健
制
度
』
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　「
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
・

予
防
医
学
の
確
立
に
は
、
現
場
を
知
る

基
礎
自
治
体
か
ら
声
を
上
げ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
の
訴
え
に
、
温
泉
医

学
を
第
一
線
で
研
究
す
る
参
加
者
か
ら

も
、
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

↑居合道 夢想神傳流「竹田剣会」（代表・加来浩祐）
のみなさん（新入会員を随時募集中）

　
居
合
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

昨
年
の
岡
城
桜
ま
つ
り
。
甲
冑
姿
で

司
会
を
務
め
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

心
に
し
ま
っ
て
い
た
武
士
へ
の
憧
れ

が
一
気
に
強
く
な
り
、
昨
年
６
月

「
竹
田
剣
会
」
に
入
会
。
ひ
た
む
き

な
姿
勢
で
練
習
に
取
り
組
み
、
短
期

間
に
め
き
め
き
と
上
達
し
て
い
き
ま

し
た
。

　
迎
え
た
今
年
４
月
21
日
。
愛
媛

県
宇
和
島
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

46
回
全
日
本
居
合
道
大
会
宇
和
島

大
会
」
無
段
の
部
に
て
準
優
勝
。

　
続
く
４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
48
回
大
分
県
居
合
道
段
別
選

手
権
大
会
」
無
段
の
部
で
は
、
他
の

剣
士
を
寄
せ
付
け
る
こ
と
な
く
、
見

事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
居
合
道
と
は
、
座
っ
た

状
態
で
鞘
か
ら
刀
剣
を
抜
き
放
ち
、

さ
ら
に
納
刀
に
至
る
ま
で
含
め
た

『
武
術
』
の
こ
と
で
す
。

　「
自
分
の
弱
い
部
分
が
い
ろ
い
ろ

見
え
て
く
る
。
精
神
面
を
鍛
え
、

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
」

　
刀
を
抜
く
〝
立
ち
居
振
る
舞
い
〞

の
中
で
、
日
本
古
来
か
ら
あ
る
武
士

道
の
精
神
が
養
わ
れ
ま
す
。
明
日
香

さ
ん
は
普
段
、
市
職
員
と
し
て
の
職

務
に
あ
た
る
日
々
で
す
が
、
強
く

な
っ
た
精
神
面
を
、
仕
事
の
中
で
も

役
立
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
正
座
で
立
っ
た
り
座
っ
た

り
す
る
た
め
、
腰
回
り
を
鍛
え
ら
れ

ま
す
。「
姿
勢
や
所
作
に
も
い
い
影

響
が
出
て
き
て
い
る
の
で
嬉
し
い
」

と
、
そ
の
効
果
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
同
日
に
行
わ
れ
た
「
居

合
道
昇
段
審
査
会
」
で
、
初
段
に
合

格
。
し
か
し
喜
び
も
束
の
間
、
段
が

上
が
る
度
に
、
さ
ら
な
る
強
敵
が
待

ち
構
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
真
剣
な

眼
差
し
の
先
の
未
来
へ
。
志
賀
明
日

香
さ
ん
の
武
士
道
は
、
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

生産農家の底力を
全国へ！
「第５回竹田市乾椎茸品評会」開催

　
竹
田
市
椎
茸
生
産
振
興
会
主

催
「
第
５
回
竹
田
市
乾
椎
茸
品

評
会
」
表
彰
式
が
４
月
24
日
、
竹

田
市
農
協
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
価
格
の
低
迷
が
続

く
な
か
、
総
出
品
数
は
昨
年
以

上
の
３
１
４
点
。

　
水
害
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に

高
い
品
質
を
目
指
す
椎
茸
生
産

者
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
林
内
ほ
だ
場
の
環
境

改
善
を
図
り
、
竹
田
産
椎
茸
の
品

質
を
向
上
し
よ
う
と
、
今
年
２
月

26
日
に
第
１
回
目
と
な
る
「
竹
田

市
ほ
だ
場
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

〇
品
評
会
の
部

【
天
白
冬
茹
】
最
優
秀
賞

　
　
　
和
田
　
久
光
（
入
田
）

【
茶
花
冬
菇
】
最
優
秀
賞

　
　
　
加
藤
美
恵
子
（
久
住
町
）

【
上
冬
菇
】
最
優
秀
賞

　
　
　
堀
　
　
恭
博
（
九
重
野
）

【
香
菇
】
最
優
秀
賞

　
　
　
後
藤
　
英
二
（
神
原
）

【
香
信
】
最
優
秀
賞

　
　
　
河
野
今
朝
巳
（
門
田
）

〇
ほ
だ
場
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

　
最
優
秀
賞

　
　
　
吉
良
万
寿
夫
（
九
重
野
）

〔
敬
称
略
〕

い 

あ
い
ど
う

つ
る
ぎ

し

が

あ

す

か
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の吉良さんのほだ場

↑品評会の部（天白冬茹）最優秀賞の和田さん　
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５
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、
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、
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市
を
訪
れ
て
く
れ
た
人
た
ち
か
ら
と
て
も
う

れ
し
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
竹

田
で
出
会
う
こ
ど
も
た
ち
が
と
て
も
爽
や
か
な
挨
拶
を
交
わ

し
て
く
れ
て
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
も
の
」。
会

場
は
喜
び
に
満
ち
た
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
。
教
育
長
の
次
の
言
葉
に
会
場
は
凍
て

つ
い
た
。

　「
と
こ
ろ
が
で
す
。
ま
ち
で
出
逢
う
大
人
た
ち
は
、
笑
顔
一

つ
見
せ
ず
、
挨
拶
を
す
る
で
も
な
く
。
中
に
は
私
た
ち
が
歩
い

て
い
る
の
を
見
て
、
店
の
中
に
隠
れ
潜
む
人
も
い
た
と
い
う
の

で
す
」。

　
こ
の
ま
ち
は
、
ど
ん
な
ま
ち
な
の
か
と
、
教
育
長
は
問
い
詰

め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
聖
人
君
子
の
ご
と
く
に
説
教
を
し
な

が
ら
、
地
元
の
大
人
は
恥
ず
か
し
い
ほ
ど
に
社
会
的
モ
ラ
ル
に

欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
、
吉
野
教

育
長
は
青
ざ
め
た
表
情
で
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
私
は
、
こ
の
話
が
あ
ま
り
に
強
烈
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
の

会
合
で
幾
度
か
こ
の
話
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。加
え
て
、

同
時
期
に
教
え
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
た
。
そ
れ
は
、
か

の
廣
瀬
武
夫
を
育
て
た
智
満
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
教
え
の
こ
と

で
あ
る
。
す
で
に
ご
存
知
の
方
も
多
か
ろ
う
が
、
智
満
子
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
八
つ
の
教
え
を
幼
少
の
武
夫
に
刷
り
込
ん
だ
。

　『
他
人
の
悪
口
を
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
う
そ
を
つ
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
人
を
ね
た
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
弱
い
者
い

じ
め
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
等
々
』。

　
あ
る
日
、
会
合
の
あ
っ
た
会
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
の
扁

額
を
詠
ん
で
い
た
ら
、
恩
師
が
私
に
近
づ
い
て
こ
う
言
っ
た
。

「
首
藤
さ
ん
、
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
な
ぜ
智
満
子
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
孫
で
あ
る
武
夫
に
し
つ
こ
く
説
い
た
か
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」
と
。
あ
ま
り
に
咄
嗟
の
こ
と
で
返
答
に
困
っ

て
い
る
と
、
恩
師
は
私
に
こ
う
言
っ
た
。

　「
こ
の
土
地
に
、そ
う
い
う
精
神
土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」と
。

　
つ
ま
り
、あ
の
当
時
の
地
域
社
会
に
は
、う
そ
を
つ
い
た
り
、

他
人
の
悪
口
を
言
っ
た
り
、
成
功
者
を
ね
た
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
地
域
か
ら

「
偉
ぇ
も
ん
が
育
つ
は
ず
が
な
い
」
と
考
え
た
智
満
子
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
せ
め
て
孫
の
武
夫
に
は
そ
ん
な
卑
屈
な
人
間
に
は

な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
心
か
ら
願
っ
た
か
ら
く
ど
い
ほ
ど
に
こ

の
八
か
条
を
教
え
込
ん
だ
ん
で
す
よ
と
、
恩
師
は
穏
や
か
に

笑
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。

　
な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
の
か
と
会
得
し
た
私

は
、
そ
の
後
こ
の
話
を
い
く
つ
か
の
会
合
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
平
気
で
根
拠
の
な
い
嘘
を
つ
い
て
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
楽

し
そ
う
に
他
人
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
大
人
た
ち
の
姿
を
、

日
々
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
こ
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
い
る

の
だ
と
し
た
ら…

、
こ
れ
ほ
ど
不
安
な
未
来
は
な
い
。

　
家
庭
や
学
校
に
健
全
教
育
を
願
う
一
方
で
、
私
た
ち
大
人

こ
そ『
品
格
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
』を
目
指
さ
な
け
れ
ば
と
、

試
練
の
春
を
越
え
て
、
そ
ん
な
願
い
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

←本庁舎市民ロビーに展示
している「智満子ばあち
ゃんの教え」 有由有縁（ゆうゆゆうえん）

　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

い
ま
こ
そ
品
格
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

智
満
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
教
え
に
学
ぶ

新
た
な
温
泉
地
活
用
の

仕
組
み
づ
く
り
に
一
石
を
投
ず

　
５
月
24
日
、
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

に
て
、
第
78
回
日
本
温
泉
気
候
物
理
医

学
会
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　「
健
康
増
進
と
し
て
の
温
泉
地
の
活

用
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
首
藤
市
長
も
参
加
。〝
温
泉
資
源
を

使
っ
た
予
防
医
学
・
健
康
づ
く
り
の
推

進
〞・〝
温
泉
地
へ
の
長
期
滞
在
に
よ
る

経
済
効
果
・
観
光
振
興
〞
の
柱
を
軸

に
、
竹
田
市
で
展
開
さ
れ
て
い
る
『
温

泉
療
養
保
健
制
度
』
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　「
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
・

予
防
医
学
の
確
立
に
は
、
現
場
を
知
る

基
礎
自
治
体
か
ら
声
を
上
げ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
の
訴
え
に
、
温
泉
医

学
を
第
一
線
で
研
究
す
る
参
加
者
か
ら

も
、
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

↑居合道 夢想神傳流「竹田剣会」（代表・加来浩祐）
のみなさん（新入会員を随時募集中）

　
居
合
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

昨
年
の
岡
城
桜
ま
つ
り
。
甲
冑
姿
で

司
会
を
務
め
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

心
に
し
ま
っ
て
い
た
武
士
へ
の
憧
れ

が
一
気
に
強
く
な
り
、
昨
年
６
月

「
竹
田
剣
会
」
に
入
会
。
ひ
た
む
き

な
姿
勢
で
練
習
に
取
り
組
み
、
短
期

間
に
め
き
め
き
と
上
達
し
て
い
き
ま

し
た
。

　
迎
え
た
今
年
４
月
21
日
。
愛
媛

県
宇
和
島
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

46
回
全
日
本
居
合
道
大
会
宇
和
島

大
会
」
無
段
の
部
に
て
準
優
勝
。

　
続
く
４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
48
回
大
分
県
居
合
道
段
別
選

手
権
大
会
」
無
段
の
部
で
は
、
他
の

剣
士
を
寄
せ
付
け
る
こ
と
な
く
、
見

事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
居
合
道
と
は
、
座
っ
た

状
態
で
鞘
か
ら
刀
剣
を
抜
き
放
ち
、

さ
ら
に
納
刀
に
至
る
ま
で
含
め
た

『
武
術
』
の
こ
と
で
す
。

　「
自
分
の
弱
い
部
分
が
い
ろ
い
ろ

見
え
て
く
る
。
精
神
面
を
鍛
え
、

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
」

　
刀
を
抜
く
〝
立
ち
居
振
る
舞
い
〞

の
中
で
、
日
本
古
来
か
ら
あ
る
武
士

道
の
精
神
が
養
わ
れ
ま
す
。
明
日
香

さ
ん
は
普
段
、
市
職
員
と
し
て
の
職

務
に
あ
た
る
日
々
で
す
が
、
強
く

な
っ
た
精
神
面
を
、
仕
事
の
中
で
も

役
立
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
正
座
で
立
っ
た
り
座
っ
た

り
す
る
た
め
、
腰
回
り
を
鍛
え
ら
れ

ま
す
。「
姿
勢
や
所
作
に
も
い
い
影

響
が
出
て
き
て
い
る
の
で
嬉
し
い
」

と
、
そ
の
効
果
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
同
日
に
行
わ
れ
た
「
居

合
道
昇
段
審
査
会
」
で
、
初
段
に
合

格
。
し
か
し
喜
び
も
束
の
間
、
段
が

上
が
る
度
に
、
さ
ら
な
る
強
敵
が
待

ち
構
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
真
剣
な

眼
差
し
の
先
の
未
来
へ
。
志
賀
明
日

香
さ
ん
の
武
士
道
は
、
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

生産農家の底力を
全国へ！
「第５回竹田市乾椎茸品評会」開催

　
竹
田
市
椎
茸
生
産
振
興
会
主

催
「
第
５
回
竹
田
市
乾
椎
茸
品

評
会
」
表
彰
式
が
４
月
24
日
、
竹

田
市
農
協
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
価
格
の
低
迷
が
続

く
な
か
、
総
出
品
数
は
昨
年
以

上
の
３
１
４
点
。

　
水
害
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に

高
い
品
質
を
目
指
す
椎
茸
生
産

者
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
林
内
ほ
だ
場
の
環
境

改
善
を
図
り
、
竹
田
産
椎
茸
の
品

質
を
向
上
し
よ
う
と
、
今
年
２
月

26
日
に
第
１
回
目
と
な
る
「
竹
田

市
ほ
だ
場
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

〇
品
評
会
の
部

【
天
白
冬
茹
】
最
優
秀
賞

　
　
　
和
田
　
久
光
（
入
田
）

【
茶
花
冬
菇
】
最
優
秀
賞

　
　
　
加
藤
美
恵
子
（
久
住
町
）

【
上
冬
菇
】
最
優
秀
賞

　
　
　
堀
　
　
恭
博
（
九
重
野
）

【
香
菇
】
最
優
秀
賞

　
　
　
後
藤
　
英
二
（
神
原
）

【
香
信
】
最
優
秀
賞

　
　
　
河
野
今
朝
巳
（
門
田
）

〇
ほ
だ
場
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

　
最
優
秀
賞

　
　
　
吉
良
万
寿
夫
（
九
重
野
）

〔
敬
称
略
〕

い 

あ
い
ど
う

つ
る
ぎ

し

が

あ

す

か

2013年6月発行13
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上
浦
と
荻
の
児
童
が

田
植
え
体
験
交
流

激闘を制して初優勝！　　　　　
北九州市立高校が九州の頂点に

第47回九州高校女子ソフトボール選手権大会

　
第
47
回
九
州
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
５
月
11
、
12

日
の
２
日
間
、
竹
田
市
民
球
場
ほ
か

市
内
各
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
県
２
校
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

決
勝
の
舞
台
に
勝
ち
上
が
っ
た
の

は
、
昨
年
優
勝
校
の
佐
賀
女
子
短
期

大
学
付
属
佐
賀
女
子
高
等
学
校
（
佐

賀
県
代
表
）
と
、
初
出
場
の
北
九
州

市
立
高
等
学
校
（
福
岡
県
代
表
）
で

し
た
。

　
先
攻
の
北
九
州
市
立
高
が
初
回
に

　「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」
で
甚

大
な
被
害
に
遭
っ
た
岩
手
県
大
槌
町

で
は
、
復
興
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
新
た
な
農
産
物
の
生
産
を

検
討
開
始
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

情
報
収
集
し
、〝
日
本
一
の
サ
フ
ラ

ン
の
里
・
竹
田
〞
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

　
４
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
、「
高

円
宮
賜
杯
第
33
回
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
竹
田
支
部
大
会
」
が
飛
田
川

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

少
年
野
球
チ
ー
ム
７
チ
ー
ム
が
参

加
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
制
し
、「
城
原
Ｊ
ス
タ
ー

ズ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

城原Ｊスターズが優勝！

サ
フ
ラ
ン
が
つ
な
ぐ
民
間
交
流

決勝点となる長打を→
　放った清水百華選手　

工藤殷弘さんが「県えびね連合会」で入賞
　４月29日、大分県えびね連合会の第30回
大会が由布市挾間町で行われ、工藤殷弘さ
ん（玉来西）の「鈴虫」が竹田市長賞に選ば
れました。
　工藤さんは、昨年県知事賞を受賞。栽培歴
30年以上の愛好家です。今年の出品作の由
来は、山を愛する工藤さんが杉林を歩きなが
ら、鈴虫の鳴く夏の情景をイメージして名付
けたそうです。

↑栄冠を手にした北九州市立高等学校のみなさん

↑秋の稲刈り、しめ縄づくりが楽しみ！

↑４月25日、今も交流の続く大槌町
の小向千晶さん（一般社団法人お
らが大槌夢広場）〔写真中央〕と
再会した佐竹副組合長〔写真右〕

↑見事なピッチングを
　みせた濱地沙歩投手

↑市長報告に訪れた妻・聰子さん ↑工藤さんのえびね『鈴虫』

　
佐
伯
市
上
浦
町
東
雲
小
学
校
の
４

年
生
以
上
児
童
30
名
と
、
荻
小
学
校

児
童
35
名
が
５
月
11
日
、
荻
町
西
福

寺
の
水
田
で
「
田
植
え
体
験
交
流
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、上
浦・豊
後
二
見
ヶ

浦
の
12
月
の
し
め
縄
づ
く
り
に
必
要

な
ワ
ラ
の
確
保
と
、
田
ん
ぼ
の
な
い

上
浦
の
子
ど
も
た
ち
に
田
植
え
・
稲

刈
り
の
体
験
を
通
し
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
旧
荻
町
と
旧
上
浦
町

の
間
で
平
成
７
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ

な
い
田
ん
ぼ
の
泥
に
足
を
取
ら
れ
、

泥
ん
こ
姿
に
な
り
な
が
ら
も
苗
の
植

え
付
け
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

１
点
を
入
れ
リ
ー
ド
。
そ
の
後
、
互

い
に
「
ゼ
ロ
」
行
進
が
続
い
た
６
回

表
、清
水
百
華
選
手
が
長
打
を
放
ち
、

待
望
の
２
点
目
を
追
加
。
投
げ
て
は

今
大
会
１
点
も
許
さ
ず
に
勝
ち
進
ん

だ
濱
地
沙
歩
投
手
が
７
回
裏
に
１
点

を
失
っ
た
も
の
の
見
事
な
完
投
ピ
ッ

チ
ン
グ
！
北
九
州
市
立
高
校
は
激
闘

を
制
し
、初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

優
　勝

北
九
州
市
立
高
等
学
校
（
福
岡
県
）

準
優
勝

佐
賀
女
子
短
期
大
学
付
属

　
佐
賀
女
子
高
等
学
校
（
佐
賀
県
）

３
　位

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校
（
福
岡
県
）

↑大分県勢では直入町出身の馬
場彩綾選手（大分西）が活躍！

ド
を
目
に
す
る
な
り
、
す
ぐ
に
当
市

の
サ
フ
ラ
ン
生
産
組
合
に
問
い
合
わ

せ
た
そ
う
で
す
。

　
サ
フ
ラ
ン
生
産
組
合
の
渡
辺
親
雄

組
合
長
と
佐
竹
宗
利
副
組
合
長
は

昨
年
11
月
、
球
根
を
持
っ
て
現
地
に

赴
き
、
鍬
を
手
に
、
畑
に
客
土
を
し

て
植
付
け
の
指
導
を
行
い
、
今
後
の

両
地
域
の
交
流
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
は
竹
田
市
の
誇
る
紫
草
の

栽
培
が
盛
ん
。
新
た
に
生
ま
れ
た
サ

フ
ラ
ン
を
通
じ
た
交
流
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
根
付
い
た
文
化
・
資
源

を
生
か
し
た
展
開
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

受章おめでとうございます

　
36
年
間
の
永
き
に
わ
た
っ
て

法
務
行
政
に
携
わ
り
、『
オ
ウ

ム
真
理
教
規
則
』
や
『
９
・
11

国
際
テ
ロ
の
波
及
防
止
』
等
、

「
社
会
公
共
の
安
心
・
安
全
の

足
場
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
業

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
元
九

州
公
安
調
査
局
長

　「
こ
の
栄
誉
は
ひ
と
え
に
関

係
者
各
位
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
や
、
多
く
の
地
元
皆
様

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
感
激
を
胸
に

刻
み
、
思
い
を
新
た
に
し
て
、

今
後
も
公
共
の
た
め
に
微
力
を

尽
く
す
所
存
で
す
。
現
在
の
職

業
、
正
法
寺
住
職
に
生
か
し
て

い
く
考
え
を
一
段
と
強
く
し
ま

し
た
。」

○
瑞
宝
小
綬
章

　今
澤
　忠
裕
さ
ん

　
　
　
　
　
　（71
歳
・
久
住
新
町
）

春
の
叙
勲

　
36
年
７
か
月
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
航
空
自
衛
隊
員
と
し
て

業
務
を
精
励
し
、
二
等
空
尉
と

し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
航
空

自
衛
隊
の
充
実
、発
展
に
努
め
、

国
の
防
衛
業
務
や
災
害
業
務

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
元
二
等

空
尉

　「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
訓
練

中
に
、
地
平
線
を
見
た
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
光
景
は
今
で
も
鮮

明
な
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

災
害
派
遣
を
経
験
し
、
組
織
力

や
機
動
力
な
ど
の
重
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。
受
章
は
、
家
族
の

支
え
や
上
司
、
同
僚
な
ど
の
関

わ
り
の
な
か
で
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

○
瑞
宝
双
光
章

　相
馬
　龍
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（61
歳
・
音
羽
）

危
険
物
業
務
従
事
者
叙
勲

　
地
元
住
民
で
結
成
さ
れ
た「
叶
野

長
者
伝
説
普
及
委
員
会
」は
、荻
町

大
平（
お
お
だ
い
ら
）に
あ
る
大
野
川

上
流
事
業
県
営
大
平
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン

ド（
農
業
用
貯
水
槽
）の
壁
面
61
㎡

（
２
・
７
㍍×

22
・
９
㍍
）を
地
域
の
活

性
化
に
生
か
そ
う
と
、
こ
の
地
域
に

伝
わ
る
伝
説
の
「
叶
野
長
者
伝
説
」

の
絵
を
描
く
こ
と
に
な
り
、
市
と
交

流
協
定
を
結
ぶ
「
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学
」の
学
生
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　
４
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、

河
上
央
芸
短
大
美
術
科
長
と
生
徒

10
人
が
現
地
に
て
制
作
。
29
日
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
、
全
員
で
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　
発
起
人
の
佐
藤
冨
士
夫
代
表
は「
伝

説
を
わ
か
り
や
す
く
知
っ
て
も
ら
え

る
壁
画
が
完
成
し
て
嬉
し
い
」
と
、感

謝
の
言
葉
を
短
大
生
に
贈
り
ま
し
た
。

↑地元住民や学生たちで完成を祝う

今澤忠裕さん

相馬龍一さん

　
８
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
行
政

相
談
委
員
と
し
て
、
行
政
相
談
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
齊
藤
義
昭
さ
ん
（
61
歳
・
柚
柑

子
）
に
総
務
省
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
と
し
て
尽
力

齊
藤
義
昭
さ
ん
に
感
謝
状
「
叶
野
長
者
伝
説
」の
壁
画
が

荻
町
大
平
に
完
成
！

たか   ひろ

し
の
の
め

い
ま
ざ
わ
　
　た
だ
ひ
ろ

そ
う
　ま
　
　り
ゅ
う
い
ち
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上
浦
と
荻
の
児
童
が

田
植
え
体
験
交
流

激闘を制して初優勝！　　　　　
北九州市立高校が九州の頂点に

第47回九州高校女子ソフトボール選手権大会

　
第
47
回
九
州
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
５
月
11
、
12

日
の
２
日
間
、
竹
田
市
民
球
場
ほ
か

市
内
各
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
県
２
校
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

決
勝
の
舞
台
に
勝
ち
上
が
っ
た
の

は
、
昨
年
優
勝
校
の
佐
賀
女
子
短
期

大
学
付
属
佐
賀
女
子
高
等
学
校
（
佐

賀
県
代
表
）
と
、
初
出
場
の
北
九
州

市
立
高
等
学
校
（
福
岡
県
代
表
）
で

し
た
。

　
先
攻
の
北
九
州
市
立
高
が
初
回
に

　「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」
で
甚

大
な
被
害
に
遭
っ
た
岩
手
県
大
槌
町

で
は
、
復
興
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
新
た
な
農
産
物
の
生
産
を

検
討
開
始
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

情
報
収
集
し
、〝
日
本
一
の
サ
フ
ラ

ン
の
里
・
竹
田
〞
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

　
４
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
、「
高

円
宮
賜
杯
第
33
回
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
竹
田
支
部
大
会
」
が
飛
田
川

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

少
年
野
球
チ
ー
ム
７
チ
ー
ム
が
参

加
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
制
し
、「
城
原
Ｊ
ス
タ
ー

ズ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

城原Ｊスターズが優勝！

サ
フ
ラ
ン
が
つ
な
ぐ
民
間
交
流

決勝点となる長打を→
　放った清水百華選手　
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年
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児
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小
学
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児
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が
５
月
11
日
、
荻
町
西
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の
水
田
で
「
田
植
え
体
験
交
流
」

を
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ま
し
た
。
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ヶ
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縄
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浦
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に
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稲

刈
り
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験
を
通
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交
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を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
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町
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旧
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浦
町

の
間
で
平
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７
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か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
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は
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植

え
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で
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ま
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。

１
点
を
入
れ
リ
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ド
。
そ
の
後
、
互

い
に
「
ゼ
ロ
」
行
進
が
続
い
た
６
回

表
、清
水
百
華
選
手
が
長
打
を
放
ち
、

待
望
の
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点
目
を
追
加
。
投
げ
て
は

今
大
会
１
点
も
許
さ
ず
に
勝
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進
ん

だ
濱
地
沙
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投
手
が
７
回
裏
に
１
点

を
失
っ
た
も
の
の
見
事
な
完
投
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ッ

チ
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グ
！
北
九
州
市
立
高
校
は
激
闘

を
制
し
、初
優
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を
果
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し
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た
。
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↑大分県勢では直入町出身の馬
場彩綾選手（大分西）が活躍！
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を
目
に
す
る
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り
、
す
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に
当
市

の
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生
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組
合
に
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合
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た
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で
す
。
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に
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に
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け
で
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く
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に
根
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化
・
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た
展
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も
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間
の
永
き
に
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っ
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法
務
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に
携
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り
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ム
真
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教
規
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や
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の
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及
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会
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の
安
心
・
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全
の

足
場
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り
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に
寄
与
す
る
業
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事
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れ
ま
し
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。
元
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州
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安
調
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局
長

　「
こ
の
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は
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え
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、
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や
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の
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の
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そ
で
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み
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思
い
を
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後
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今澤忠裕さん

相馬龍一さん

　
８
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
行
政

相
談
委
員
と
し
て
、
行
政
相
談
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
齊
藤
義
昭
さ
ん
（
61
歳
・
柚
柑

子
）
に
総
務
省
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
と
し
て
尽
力

齊
藤
義
昭
さ
ん
に
感
謝
状
「
叶
野
長
者
伝
説
」の
壁
画
が

荻
町
大
平
に
完
成
！

たか   ひろ

し
の
の
め

い
ま
ざ
わ
　
　た
だ
ひ
ろ

そ
う
　ま
　
　り
ゅ
う
い
ち
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岡藩絵図（竹田市教育委員会）より

　
竹
田
で
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
史
跡
と

言
え
ば
、
殿
町
洞
窟
礼
拝
堂
の
名
前
が
最
初

に
挙
が
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン

は
、
信
者
数
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
礼
拝
堂
は
洞
窟
だ
け
に
終
わ
ら
な

か
っ
た
。
な
ん
と
、
元
文
３
年
（
１
７
３
８

年
）、
商
家
の
地
下
に
礼
拝
堂
が
造
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ

た
。
事
の
一
部
始
終
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
現
在
の
竹
田
駅
前
に
あ
る
旧
Ｎ
社
ビ
ル

は
、
か
つ
て
垂
水
屋
と
い
う
商
家
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
数
十
名
の
者
が
役
人
立
ち
会

い
の
下
に
踏
み
絵
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

あ
ま
り
の
人
数
の
多
さ
に
大
広
間
の
床
が
抜

け
て
役
人
も
ろ
と
も
床
下
に
転
が
り
落
ち

た
。
す
る
と
、
そ
こ
は
地
下
室
に
な
っ
て
い

て
奥
に
は
祭
壇
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
マ
リ

ア
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
だ
。

マ
リ
ア
信
仰
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
証
で
あ

る
た
め
、
主
人
の
平
兵
衛
は
、
す
ぐ
さ
ま
捕

縛
さ
れ
て
長
崎
に
送
ら
れ
た
。

　
垂
水
屋
平
兵
衛
は
、
乙
名
（
お
と
な
）
と

い
う
役
職
で
、
現
代
の
自
治
会
長
的
な
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
禁
教
令
が
出
さ
れ
て
か

ら
相
当
な
年
数
が
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
地
下
で
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
マ

リ
ア
像
を
礼
拝
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の

岡
藩
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
よ
う

だ
。

　
私
は
、
こ
の
話
を
元
に
垂
水
屋
跡
付
近
の

商
家
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
で
も
古
い

地
下
室
の
あ
る
商
家
を
３
軒
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
、
予
想
外
の
位
置
に

地
下
室
の
入
口
が
あ
り
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
明
ら
か
に
祭
壇
と
思

わ
れ
る
も
の
さ
え
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

い
わ
ば
各
商
家
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
地
下
室

で
あ
り
、
垂
水
屋
の
よ
う
に
礼
拝
堂
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
城
下
町
は

本
来
、
湿
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
に
湿
気
が
多

く
、
倉
庫
と
し
て
使
用
し
た
と
は
考
え
に
く

い
か
ら
だ
。
あ
る
商
家
の
方
の
話
で
は
、

「
今
は
駐
車
場
に
な
っ
て
潰
し
て
し
ま
っ
た

が
、
昔
は
も
う
一
つ
別
な
場
所
に
大
き
な
地

下
室
が
あ
っ
て
、
従
業
員
が
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー（※

）を
し
て
い
た
ほ
ど
広
か
っ
た
」

と
い
う
。
探
せ
ば
も
っ
と
あ
る
は
ず
だ
が
、

い
っ
た
い
、
昔
は
ど
れ
だ
け
多
く
の
地
下
室

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
垂
水
屋
以
外
に
も
多
く
の
地
下
室
が
あ
っ

た
わ
け
だ
か
ら
、
他
で
も
同
様
の
事
件
が

あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ
が
、
平
兵

衛
は
そ
の
こ
と
を
役
人
に
告
げ
口
せ
ず
、
キ

リ
シ
タ
ン
の
仲
間
を
守
っ
た
。
役
人
も
近
所

の
家
宅
捜
索
を
行
っ
た
記
録
が
な
く
、
事
件

は
垂
水
屋
だ
け
で
終
結
し
て
い
る
。
だ
が
、

城
下
町
は
初
代
藩
主
秀
成
公
の
時
に
造
ら
れ

た
た
め
に
、
町
割
奉
行
を
は
じ
め
と
し
て
、

藩
自
体
も
商
家
に
地
下
室
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
も
、
禁
教

が
厳
し
く
な
か
っ
た
江
戸
初
期
で
あ
れ
ば
、

地
下
室
の
目
的
が
何
で
あ
っ
た
か
も
察
知
し

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、

竹
田
が
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
は
な
く
、

藩
ぐ
る
み
の
「
隠
し
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
言
わ

れ
る
所
以
が
あ
る
。

　
岩
山
に
は
洞
窟
礼
拝
堂
、
城
下
町
の
商
家

に
は
地
下
礼
拝
堂
ま
で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の

町
「
竹
田
」。
こ
ん
な
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
町

が
日
本
中
探
し
て
も
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

（
後
藤
篤
美
）

※

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
し
て
使
用
し
て
い
た
地
下
室
は
、

礼
拝
堂
と
断
定
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑪
〔
城
下
町
史
跡
編
〕

商
家
で
起
こ
っ
た
地
下
礼
拝
堂
発
覚
事
件
。

そ
し
て
、今
も
城
下
町
に
は
複
数
の
地
下
室
が

存
在
す
る
。

禁
教
後
に
も
岡
藩
に
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
。

地
下
礼
拝
堂
ま
で
造
っ
て
し
ま
っ
た
比
類
無
き
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
の
厚
い
「
信
仰
心
」
が
窺
え
る
。

「竹田キリシタン」情報を求む！

現在の
豊後竹田駅あたり

↑
稲
葉
川

あ
か
し

ひ
で
し
げ
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たけたんアンテナcolumn & news

竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

生き活き

起
興

厚
生
労
働
省
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
　あ
な
た
が
開
け
る
　チ
ャ
ン
ス
の
扉
！

生
き
活
き
興
起
雇
用
創
出
大
作
戦
！

↑真剣に受講するセミナー参加者

↑地域のサポーターがお伺いします！

←〔バート･クロツィ
ンゲン国際交流
協会〕新役員会
長：メロート市長
（真中）、第1副会
長：デーゲン＝
ヘルムート・モニ
カ（前列左から２
番目）、第２副会
長：リュ ビ チ
チュ・ジルヴィア
（後列右から４
番目）

志
の
支
え
合
い
で
行
う
有
償
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
や
寄
り
合
い
の

場
と
な
る『
直
入・暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
』
立
上
げ
に
向
け
て
人

材
育
成
を
中
心
と
す
る
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
住
民
の
手
で
事
業
を
展
開
し
て

い
る
久
住
地
区
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
・
久
住
（
り
ん
ど
う
）」

に
続
く
も
の
で
、
直
入
地
区
で
は
こ

れ
ま
で
に
43
回
、
60
人
の
市
民
が
参

加
し
高
齢
化
の
現
状
と
将
来
推
計
、

生
活
支
援
の
た
め
の
基
礎
知
識
の
習

得
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
か
ら
市
域
全
体
を
対

象
と
し
た
同
分
野
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
は
、
延
べ
４
０
７
人
に
及
ん
で
い

ま
す
が
、
限
ら
れ
た
期
間
内
で
効
果

的
な
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
者
が
多
く
、
関
心
度

が
高
い
と
思
わ
れ
る
地
域
か
ら
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
実
証
的
な
取
り
組
み

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
直
入
地
区
で
も
「
自
分
達
が
や
ら

な
け
れ
ば
」
と
い
っ
た
意
見
も
出
始

　フランスのグレウレバン市、エスパロンドヴェルドン市
と姉妹都市契約を結ぶため、1984年にバート・クロツィ
ンゲン国際交流協会を設立した。現在は友好都市・姉妹都
市・国際交流関係に貢献し、交流事業をコーディネイト・
準備・実行する役割を果たす。その中では、フランスの上
記の両市と、スロバキアのボイニツェ市、－もちろん－日
本の竹田市との交流が特に盛んに行われている。
　新しい年度の始めに年次総会が行われ、役員選挙と共に
重大な変更もあった。それは長期にわたって事務長として
活躍した、バート・クロツィンゲン市の「外相」とも呼ば
れ、昨年９月竹田市名誉市民になったヒンダレ・ローラン
ド氏が事務長として最後の報告を発表し、４月に退職した
ことだ。ヒンダレ氏がいない国際交流協会が想像しにくい
が、同時にヒンダレ氏はメロート市長と会員から名誉役員
として任命され、今後も精一杯交流を支えてくれるだろう。
　報告の中で２年間の交流事業が振り返られた。全部で
35の交流事業が行われたとヒンダレ氏が語った。マイン
事業はグレウレバンとエスパロンドヴェルドンとの姉妹都
市関係の25周年のお祝い、スロバキアのボイニツェ市と
姉妹都市提携の確定、温泉発掘100周年の際に竹田市訪問
団の出席、2011年５月に東日本大震災のための桜祭チャ

♯41 「まちを元気にして、
　　　人を、日本を元気にしたい」

東京大学大学院景観研究室修士２年　宮坂　知成　Tomonari Miyasaka

　
私
は
茨
城
県
で
生
ま
れ
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
県
内
の
牛
久
市
と
い
う
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
育
ち
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
時
代
に
遊
ん
だ
場
所
は
「
地
元
」
で
は

な
く
、
牛
久
市
か
ら
電
車
で
数
十
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
繁
華
街
ば
か
り
で
あ
り
、
千

葉
県
や
埼
玉
県
か
ら
同
じ
よ
う
に
電
車
で
集
ま
っ
て
く
る
友
人
と
時
を
共
に
し
て
い
ま

し
た
。
目
的
も
な
く
そ
れ
ら
の
繁
華
街
に
行
く
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
し
、
友
人
と

家
の
近
く
で
ば
っ
た
り
出
会
う
、
と
い
う
経
験
は
、
小
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
ほ
と
ん

ど
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
志
土
知
の
研
究
調
査
の
た
め
に
竹
田
を
訪
れ
た
日
の
夜
、
城
下
町
の
と
あ
る
居
酒
屋

に
足
を
運
び
ま
し
た
。
店
に
入
る
な
り
、店
主
と
女
将
さ
ん
が
元
気
よ
く「
い
ら
っ
し
ゃ

い
！
」
と
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
増
え
る
に
つ
れ
、
お
店
全
体

が
一
体
感
を
帯
び
て
い
く
気
が
し
ま
し
た
。
お
店
の
方
と
お
客
さ
ん
が
一
緒
に
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
東
京
の
チ
ェ
ー
ン
居
酒
屋
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

光
景
で
す
。「
商
品
と
お
金
」
と
い
う
モ
ノ
を
介
し
た
関
係
の
み
で
は
な
く
、
そ
こ
に

は
お
互
い
の
顔
が
し
っ
か
り
見
え
る
、「
心
の
通
じ
た
関
係
」
が
息
づ
い
て
い
ま
し
た
。

　
研
究
調
査
を
通
し
て
印
象
的
だ
っ
た
も
の
の
一
つ
が
、
地
形
に
沿
っ
て
一
面
に
広

が
っ
た
、
黄
金
色
に
色
づ
く
棚
田
の
風
景
で
す
。
夢
中
で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
何

度
も
切
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
ふ
と
、
こ
の
風
景
を
た
だ
「
美
し
い
」

と
だ
け
言
っ
て
し
ま
っ
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
考
え
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

こ
の
風
景
を
「
美
し
い
」
と
表
現
す
る
に
は
、
何
か
が
足
り
な
い
気
が
し
た
の
で
す
。

　
そ
う
思
い
続
け
て
い
た
中
、
今
年
３
月
に
行
わ
れ
た
「
志
土
知
の
風
景
と
暮
ら
し
」

の
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
、あ
る
お
じ
い
さ
ん
が
「
今
の
よ
う
な
農
業
機
械
の
な
い
中
、

多
く
の
苦
労
を
経
て
斜
面
や
わ
ず
か
な
平
地
に
田
を
作
っ
た
」
と
お
話
さ
れ
て
い
た
の

を
聞
き
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。

　
長
き
に
渡
る
努
力
や
苦
労
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
無
し
に
、
志
土
知
の
棚
田
の

風
景
を
感
じ
、
表
現
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
竹
田
に
は
確
か
な
人
の
つ
な
が
り
が
息
づ
き
、
紡
い
だ
努
力
や
苦
労
の
時
間
が
積
み

重
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
消
費
社
会
の
波
に
さ
ら
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な

も
の
を
失
い
つ
つ
あ
る
地
が
、自
分
の
故
郷
を
含
め
日
本
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。「
ま

ち
を
元
気
に
し
て
、
人
を
、
日
本
を
元
気
に
し
た
い
」
そ
う
考
え
る
自
分
に
と
っ
て
、

竹
田
で
感
じ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
大
切
な
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
志
土
知
公
民
館
で
美
味
し
い
ご
飯
を
い
た
だ
い
た
帰
り
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
車
に
揺
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

姉妹都市交流がこれまでないほど活発

リティーイベントと2012年９月岡藩城下町400年祭での
竹田派遣事業だった。過去のイベントだけではなく、今度
の交流事業にも注目していた。
　今年予定されている竹田市との友好関係のプレ25周年
事業もその中のひとつだ。メロート市長をはじめ、市議
会、国際交流会の役員と会員、国際交流の関係者（ホスト
ファミリーなど）に感謝の意を表しながらヒンダレ氏は報
告を終えた。ヒンダレ氏の後任者はリュビチチュ・ジル
ヴィア、現在バート・クロツィンゲン市の内務；社会青少
年教育局；国際交流；文化局と地域包括支援センター管理
の部長であり、2009年竹田市との国際交流20周年の際、
来竹したこともある方だ。

め
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
で
は
行
政

機
関
や
関
係
者
を
含
め
、
同
地
域
で

の
展
開
に
つ
い
て
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
６
月

か
ら
は
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
役
割
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
独
自
の
「
生
活
課

題
実
態
調
査
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

対
象
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
１
０
２

８
名
と
し
、
独
居
世
帯
や
２
人
世
帯

な
ど
を
中
心
に
約
４
か
月
間
実
施
し

ま
す
が
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
た

市
民
と
の
協
働
作
業
に
よ
り
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
課
題
実
態
調
査

に
ご
協
力
を
！

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
に
お
け
る
「
地

域
福
祉
・
介
護
」
分
野
で
は
住
民
同

介護保険制度見直し！ 

問われる地域の取り組み
　厚生労働省はこのほど介護保険の軽度（要支援１、２）を切
り離しボランティアやＮＰＯなどを活用した市町村事業に移
行させる方向を示しました。介護保険の費用を抑えることや
地域の実情にあった対応を行うためとされていますが、課題
も多く、市町村事業の内容が注目を浴びそうです。
　「介護」と「健康づくり」の推進を一体的に、そして官・民
の連携で展開する竹田ならではの取り組みは全国でも先進的
な事例といえます。あなたも新しい取り組みに参加しません
か、セミナーは市民であればどこの会場でもご参加できます。
　詳しくは、ホームページ http//taketa-ikiiki.org をご覧くだ
さい。

●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会　☎62-2122

『
直
入・暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』の

　
　
　
　
　
　
　
　 立
ち
上
げ
に
向
け
て
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竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

生き活き

起
興

厚
生
労
働
省
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ッ
ケ
ー
ジ
事
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な
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が
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け
る
　チ
ャ
ン
ス
の
扉
！

生
き
活
き
興
起
雇
用
創
出
大
作
戦
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長：デーゲン＝
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カ（前列左から２
番目）、第２副会
長：リュ ビ チ
チュ・ジルヴィア
（後列右から４
番目）
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う
思
い
続
け
て
い
た
中
、
今
年
３
月
に
行
わ
れ
た
「
志
土
知
の
風
景
と
暮
ら
し
」

の
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
、あ
る
お
じ
い
さ
ん
が
「
今
の
よ
う
な
農
業
機
械
の
な
い
中
、

多
く
の
苦
労
を
経
て
斜
面
や
わ
ず
か
な
平
地
に
田
を
作
っ
た
」
と
お
話
さ
れ
て
い
た
の

を
聞
き
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。

　
長
き
に
渡
る
努
力
や
苦
労
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
無
し
に
、
志
土
知
の
棚
田
の

風
景
を
感
じ
、
表
現
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
竹
田
に
は
確
か
な
人
の
つ
な
が
り
が
息
づ
き
、
紡
い
だ
努
力
や
苦
労
の
時
間
が
積
み

重
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
消
費
社
会
の
波
に
さ
ら
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な

も
の
を
失
い
つ
つ
あ
る
地
が
、自
分
の
故
郷
を
含
め
日
本
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。「
ま

ち
を
元
気
に
し
て
、
人
を
、
日
本
を
元
気
に
し
た
い
」
そ
う
考
え
る
自
分
に
と
っ
て
、

竹
田
で
感
じ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
大
切
な
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
志
土
知
公
民
館
で
美
味
し
い
ご
飯
を
い
た
だ
い
た
帰
り
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
車
に
揺
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

姉妹都市交流がこれまでないほど活発

リティーイベントと2012年９月岡藩城下町400年祭での
竹田派遣事業だった。過去のイベントだけではなく、今度
の交流事業にも注目していた。
　今年予定されている竹田市との友好関係のプレ25周年
事業もその中のひとつだ。メロート市長をはじめ、市議
会、国際交流会の役員と会員、国際交流の関係者（ホスト
ファミリーなど）に感謝の意を表しながらヒンダレ氏は報
告を終えた。ヒンダレ氏の後任者はリュビチチュ・ジル
ヴィア、現在バート・クロツィンゲン市の内務；社会青少
年教育局；国際交流；文化局と地域包括支援センター管理
の部長であり、2009年竹田市との国際交流20周年の際、
来竹したこともある方だ。

め
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
で
は
行
政

機
関
や
関
係
者
を
含
め
、
同
地
域
で

の
展
開
に
つ
い
て
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
６
月

か
ら
は
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
役
割
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
独
自
の
「
生
活
課

題
実
態
調
査
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

対
象
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
１
０
２

８
名
と
し
、
独
居
世
帯
や
２
人
世
帯

な
ど
を
中
心
に
約
４
か
月
間
実
施
し

ま
す
が
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
た

市
民
と
の
協
働
作
業
に
よ
り
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
課
題
実
態
調
査

に
ご
協
力
を
！

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
に
お
け
る
「
地

域
福
祉
・
介
護
」
分
野
で
は
住
民
同

介護保険制度見直し！ 

問われる地域の取り組み
　厚生労働省はこのほど介護保険の軽度（要支援１、２）を切
り離しボランティアやＮＰＯなどを活用した市町村事業に移
行させる方向を示しました。介護保険の費用を抑えることや
地域の実情にあった対応を行うためとされていますが、課題
も多く、市町村事業の内容が注目を浴びそうです。
　「介護」と「健康づくり」の推進を一体的に、そして官・民
の連携で展開する竹田ならではの取り組みは全国でも先進的
な事例といえます。あなたも新しい取り組みに参加しません
か、セミナーは市民であればどこの会場でもご参加できます。
　詳しくは、ホームページ http//taketa-ikiiki.org をご覧くだ
さい。

●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会　☎62-2122

『
直
入・暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』の

　
　
　
　
　
　
　
　 立
ち
上
げ
に
向
け
て
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

司書のおすすめ

今月の読み聞かせ

　
竹
田
南
高
等
学
校
は
、
男
子
寮
、

女
子
寮
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
遠
く

は
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
の
都
会
か

ら
も
生
徒
を
迎
え
入
れ
、
竹
田
市
の

美
し
い
自
然
の
中
で
、
お
い
し
い
水

や
空
気
を
戴
き
、
ま
た
た
く
星
や
飛

び
交
う
蛍
を
見
に
行
く
事
で
、
多
感

な
思
春
期
に
必
要
な
感
性
が
培
わ
れ

て
い
る
の
は
、
本
当
に
竹
田
市
の
お

陰
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
通
学
可
能

な
豊
後
大
野
市
内
か
ら
も
生
活
習
慣

の
立
て
直
し
の
た
め
や
、
友
だ
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
た
め
に
寮
を
利
用
し
、
大
き
な
改

善
が
見
ら
れ
る
と
、
半
年
後
や
一
年

後
に
自
宅
通
学
に
切
り
替
え
る
生
徒

も
い
ま
す
。

　
全
国
に
は
、
た
く
さ
ん
の
中
学
校

卒
業
者
が
い
ま
す
。
勉
強
が
好
き
で
、

ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
生
徒
も
多
く
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
中
に
は
、
勉
強
が

苦
手
で
あ
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
が
不

得
意
で
あ
っ
た
り
、
人
と
の
か
か
わ

り
が
う
ま
く
で
き
な
い
生
徒
も
い
ま

す
。
本
校
は
そ
ん
な
生
徒
に
も
積
極

的
に
寄
り
添
い
、
手
を
携
え
「
幸
福

な
人
間
を
つ
く
る
」
と
い
う
教
育
理

念
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
97
年
の
歴
史

を
歩
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
楽
同
好
会
や
太
鼓
同
好

会
に
よ
る
老
健
施
設
で
の
演
技
披
露

や
、「
竹
楽
」
の
竹
の
設
置
及
び
回

収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
更
に
は
交
通
安

全
啓
発
運
動
や
市
内
清
掃
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
方
々
に
少
し
で
も
お
返

し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
に
は
即
、
社
会
に
立
ち
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
彼
ら
に

と
っ
て
、
本
校
で
の
三
年
間
は
、
人

生
の
礎
と
な
る
大
切
な
時
間
だ
と
い

う
こ
と
を
教
職
員
全
員
で
意
識
し
な

が
ら
「
幸
福
な
人
間
づ
く
り
」
の
た

め
日
々
実
践
を
し
て
い
ま
す
。

（
甲
斐
貴
秀
）

↑寮での新生活が始まります

↑神楽同好会

↑竹楽の設置ボランティア

↑小松善治郎氏

今
月
の
学
び
舎
　稲
葉
学
園 

竹
田
南
高
等
学
校

6

新刊のご案内

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

6
13
20
27

5
12
19
26

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

【一般の本】
・陽炎の門（講談社） 葉室　　麟
・ランチのアッコちゃん（双葉社） 林　真理子
・神隠し（日本経済新聞出版社） 長野　慶太
・ジヴェルニーの食卓（集英社） 原田　マハ
・リボン（ポプラ社） 小川　　糸
・95歳。今日をたのしく。もっと前向きに（海竜社） 吉沢　久子
・「余命 3ヶ月」のウソ（ベストセラーズ） 近藤　　誠
・今森光彦の里山さんぽ図鑑（世界文化社） 今森　光彦
・赤ちゃん・子どものお祝いごとと季節のイベント決定版！（河出書房新社）
・のと（新潮社） 梅　　佳代

【子どもの本】
・若おかみは小学生！ PART19（講談社） 令状ヒロコ
・からすのおかしやさん（偕成社） かこさとし
・バナナのはなし（かがくのとも絵本）（福音館書店） 伊沢　尚子
・こんぶのぶーさん（偕成社） 岡田よしたか
・ルドルフとスノーホワイト（講談社） 斉藤　　洋

他 50 冊ほど入りました。

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

大人の本

子どもの本

「天翔る」

「かえるのそらとぶけんきゅうしょ」

○ブックスタート 6月12日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 6月13日㈭ 14:00～14:30 （南部幼稚園ホール）　　　
○おはなしルーム 6月19日㈬ 13:30～14:00 （竹田幼稚園えほんのへや）

（村山由佳／講談社）

（村上勉／偕成社）

　北海道の牧場を舞台に描かれる祈りと希望の物語。
ある事件から学校に行けなくなった少女まりもを看護
師の貴子は牧場へと誘う。そこで待ち受けていたのは
乗馬耐久競技（エンデュランス）という未知の世界だっ
た…。過酷なレースに挑むまりもの心の成長と軌跡、
馬との信頼関係が鮮やかに描かれています。

　もりのはずれの大きなどんぐりの木にくらす、か
える、とかげ、あまがえる。ある日、やってきた
「けむくじゃら」なやつにであってからというもの
かえるのようすがおかしいのです。「かえるくんは
いったいどうしたんだい？」「そらをとびたいんだっ
て。けむくじゃらのようにね。」絵を読むたのしさ
いっぱい！の絵童話はいかがですか？

６　月

92

　
小
松
善
治
郎
は
、
明
治
25
年
（
１

８
９
２
）
に
長
野
県
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
竹
材
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が

竹
資
源
に
乏
し
か
っ
た
た
め
、
大
正

９
年
（
１
９
２
０
）
豊
か
な
竹
材
を

求
め
て
直
入
郡
（
現
竹
田
市
）へ
転

居
し
ま
し
た
。
当
初
は
柏
原
（
荻
）

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
豊
肥
線

が
豊
後
竹
田
駅
ま
で
開
通
す
る
と
、

三
砂
（
豊
岡
）
に
竹
工
場
を
移
し
ま

し
た
。
加
工
さ
れ
た
竹
材
は
、
地
域

産
業
を
興
し
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な

ど
海
外
へ
輸
出
す
る
、
竹
田
の
特
産

品
に
な
り
ま
し
た
。

　
善
治
郎
は
、
域
内
の
竹
山
を
訪
ね

歩
い
て
い
る
う
ち
、
山
（
植
林
）
や

水
路
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
地
域
の
人
達
か
ら

話
を
聞
き
、
岡
藩
時
代
に
熊
沢
蕃
山

の
指
導
を
受
け
て
、
整
備
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
、
蕃

山
に
興
味
を
抱
き
い
ろ
い
ろ
調
べ
て

い
く
う
ち
、
知
行
合
一
の
教
え
を
、

「
知
識
は
必
ず
実
践
で
き
る
も
の
、

す
べ
き
も
の
」と
受
け
止
め
ま
し
た
。

家
業
も
蕃
山
の
思
想
を
掲
げ
て
、
傾

倒
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が

て
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る
と
、
蕃
山

を
会
社
隆
盛
の
祖
と
慕
い
、
遺
徳
を

広
め
る
た
め
頌
徳
碑
を
建
て
る
こ
と

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
当
時
、
直
入

郡
町
村
会
長
（
竹
田
町
長
）
の
酒
井

沢
喜
、
竹
田
地
方
事
務
所
長
の
安
部

井
八
郎
、
大
分
合
同
新
聞
竹
田
通
信

局
長
の
桜
木
実
像
（
蔵
）
を
発
起
人

と
し
て
、自
ら
代
表
を
務
め
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
人
々
の
賛
同
を
得
る

た
め
、一
人
「
一
円
」
の
寄
付
を
提

案
し
、
金
額
の
多
寡
よ
り
も
、
蕃
山

の
偉
業
を
伝
承
す
る
意
義
を
説
き

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
善
治
郎
の
熱
意
に

よ
っ
て
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）

11
月
23
日
、
岡
城
三
の
丸
跡
に
蕃
山

先
生
頌
徳
碑
は
建
て
ら
れ
、
除
幕
式

が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
撰
文
は

岡
城
主
の
後
裔
中
川
久
順
、
題
字
は

建
碑
を
最
も
激
励
し
て
く
れ
た
、
高

山
英
明
（
春
浦
、
元
大
分
市
長
）
の

揮
毫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
本
文
中
、
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。）

本
田
耕
一

参
考
資
料
　「
悲
劇
の
儒
学
者
　
蕃
山
先

生
」
青
木
繁

小松善治郎　蕃山先生頌徳碑を建てる

7
14
21
28

誕
生
お
め
で
と
う
❹
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

こ
う
え
い

ばん  ざん しょうとく ひ
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田
南
高
等
学
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は
、
男
子
寮
、
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子
寮
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
遠
く

は
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
の
都
会
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ら
も
生
徒
を
迎
え
入
れ
、
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市
の

美
し
い
自
然
の
中
で
、
お
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し
い
水

や
空
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を
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、
ま
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た
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を
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に
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で
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。
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、
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ら
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と
、
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後
や
一
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に
自
宅
通
学
に
切
り
替
え
る
生
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も
い
ま
す
。

　
全
国
に
は
、
た
く
さ
ん
の
中
学
校

卒
業
者
が
い
ま
す
。
勉
強
が
好
き
で
、

ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
生
徒
も
多
く
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
中
に
は
、
勉
強
が

苦
手
で
あ
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
が
不

得
意
で
あ
っ
た
り
、
人
と
の
か
か
わ

り
が
う
ま
く
で
き
な
い
生
徒
も
い
ま

す
。
本
校
は
そ
ん
な
生
徒
に
も
積
極

的
に
寄
り
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い
、
手
を
携
え
「
幸
福

な
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間
を
つ
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る
」
と
い
う
教
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理

念
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
97
年
の
歴
史

を
歩
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
楽
同
好
会
や
太
鼓
同
好

会
に
よ
る
老
健
施
設
で
の
演
技
披
露

や
、「
竹
楽
」
の
竹
の
設
置
及
び
回

収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
更
に
は
交
通
安

全
啓
発
運
動
や
市
内
清
掃
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
方
々
に
少
し
で
も
お
返

し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
に
は
即
、
社
会
に
立
ち
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
彼
ら
に

と
っ
て
、
本
校
で
の
三
年
間
は
、
人

生
の
礎
と
な
る
大
切
な
時
間
だ
と
い

う
こ
と
を
教
職
員
全
員
で
意
識
し
な

が
ら
「
幸
福
な
人
間
づ
く
り
」
の
た

め
日
々
実
践
を
し
て
い
ま
す
。

（
甲
斐
貴
秀
）

↑寮での新生活が始まります

↑神楽同好会

↑竹楽の設置ボランティア

↑小松善治郎氏

今
月
の
学
び
舎
　稲
葉
学
園 

竹
田
南
高
等
学
校

6

新刊のご案内

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

6
13
20
27

5
12
19
26

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

【一般の本】
・陽炎の門（講談社） 葉室　　麟
・ランチのアッコちゃん（双葉社） 林　真理子
・神隠し（日本経済新聞出版社） 長野　慶太
・ジヴェルニーの食卓（集英社） 原田　マハ
・リボン（ポプラ社） 小川　　糸
・95歳。今日をたのしく。もっと前向きに（海竜社） 吉沢　久子
・「余命 3ヶ月」のウソ（ベストセラーズ） 近藤　　誠
・今森光彦の里山さんぽ図鑑（世界文化社） 今森　光彦
・赤ちゃん・子どものお祝いごとと季節のイベント決定版！（河出書房新社）
・のと（新潮社） 梅　　佳代

【子どもの本】
・若おかみは小学生！ PART19（講談社） 令状ヒロコ
・からすのおかしやさん（偕成社） かこさとし
・バナナのはなし（かがくのとも絵本）（福音館書店） 伊沢　尚子
・こんぶのぶーさん（偕成社） 岡田よしたか
・ルドルフとスノーホワイト（講談社） 斉藤　　洋

他 50 冊ほど入りました。

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

大人の本

子どもの本

「天翔る」

「かえるのそらとぶけんきゅうしょ」

○ブックスタート 6月12日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 6月13日㈭ 14:00～14:30 （南部幼稚園ホール）　　　
○おはなしルーム 6月19日㈬ 13:30～14:00 （竹田幼稚園えほんのへや）

（村山由佳／講談社）

（村上勉／偕成社）

　北海道の牧場を舞台に描かれる祈りと希望の物語。
ある事件から学校に行けなくなった少女まりもを看護
師の貴子は牧場へと誘う。そこで待ち受けていたのは
乗馬耐久競技（エンデュランス）という未知の世界だっ
た…。過酷なレースに挑むまりもの心の成長と軌跡、
馬との信頼関係が鮮やかに描かれています。

　もりのはずれの大きなどんぐりの木にくらす、か
える、とかげ、あまがえる。ある日、やってきた
「けむくじゃら」なやつにであってからというもの
かえるのようすがおかしいのです。「かえるくんは
いったいどうしたんだい？」「そらをとびたいんだっ
て。けむくじゃらのようにね。」絵を読むたのしさ
いっぱい！の絵童話はいかがですか？

６　月
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小
松
善
治
郎
は
、
明
治
25
年
（
１

８
９
２
）
に
長
野
県
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
竹
材
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が

竹
資
源
に
乏
し
か
っ
た
た
め
、
大
正

９
年
（
１
９
２
０
）
豊
か
な
竹
材
を

求
め
て
直
入
郡
（
現
竹
田
市
）へ
転

居
し
ま
し
た
。
当
初
は
柏
原
（
荻
）

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
豊
肥
線

が
豊
後
竹
田
駅
ま
で
開
通
す
る
と
、

三
砂
（
豊
岡
）
に
竹
工
場
を
移
し
ま

し
た
。
加
工
さ
れ
た
竹
材
は
、
地
域

産
業
を
興
し
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な

ど
海
外
へ
輸
出
す
る
、
竹
田
の
特
産

品
に
な
り
ま
し
た
。

　
善
治
郎
は
、
域
内
の
竹
山
を
訪
ね

歩
い
て
い
る
う
ち
、
山
（
植
林
）
や

水
路
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
地
域
の
人
達
か
ら

話
を
聞
き
、
岡
藩
時
代
に
熊
沢
蕃
山

の
指
導
を
受
け
て
、
整
備
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
、
蕃

山
に
興
味
を
抱
き
い
ろ
い
ろ
調
べ
て

い
く
う
ち
、
知
行
合
一
の
教
え
を
、

「
知
識
は
必
ず
実
践
で
き
る
も
の
、

す
べ
き
も
の
」と
受
け
止
め
ま
し
た
。

家
業
も
蕃
山
の
思
想
を
掲
げ
て
、
傾

倒
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が

て
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る
と
、
蕃
山

を
会
社
隆
盛
の
祖
と
慕
い
、
遺
徳
を

広
め
る
た
め
頌
徳
碑
を
建
て
る
こ
と

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
当
時
、
直
入

郡
町
村
会
長
（
竹
田
町
長
）
の
酒
井

沢
喜
、
竹
田
地
方
事
務
所
長
の
安
部

井
八
郎
、
大
分
合
同
新
聞
竹
田
通
信

局
長
の
桜
木
実
像
（
蔵
）
を
発
起
人

と
し
て
、自
ら
代
表
を
務
め
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
人
々
の
賛
同
を
得
る

た
め
、一
人
「
一
円
」
の
寄
付
を
提

案
し
、
金
額
の
多
寡
よ
り
も
、
蕃
山

の
偉
業
を
伝
承
す
る
意
義
を
説
き

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
善
治
郎
の
熱
意
に

よ
っ
て
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）

11
月
23
日
、
岡
城
三
の
丸
跡
に
蕃
山

先
生
頌
徳
碑
は
建
て
ら
れ
、
除
幕
式

が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
撰
文
は

岡
城
主
の
後
裔
中
川
久
順
、
題
字
は

建
碑
を
最
も
激
励
し
て
く
れ
た
、
高

山
英
明
（
春
浦
、
元
大
分
市
長
）
の

揮
毫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
本
文
中
、
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。）

本
田
耕
一

参
考
資
料
　「
悲
劇
の
儒
学
者
　
蕃
山
先

生
」
青
木
繁

小松善治郎　蕃山先生頌徳碑を建てる

7
14
21
28

誕
生
お
め
で
と
う
❹
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

こ
う
え
い

ばん  ざん しょうとく ひ
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竹田市民なら知っておきたい！

今月の食育レシピ

　
久
成
は
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
岡
城
に
お
い

て
久
昭
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
明
治
２
年

（
１
８
６
９
）
９
月
23
日
父
：
久
昭
が
病
気
に
よ
り

隠
居
し
た
た
め
20
歳
で
家
督
を
継
承
し
ま
し
た
。
同

日
、
明
治
政
府
の
下
で
行
わ
れ
た
版
籍
奉
還
に
よ
り

諸
大
名
か
ら
天
皇
へ
土
地
、人
民
の
支
配
権
が
移
り
、

久
成
は
岡
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
妻
は
、
慶

応
２
年
（
１
８
６
６
）
17
歳
の
時
、
肥
後
宇
土
藩
十

代
藩
主
と
な
っ
た
細
川
立
則
の
娘
）：
美
と
縁
組
み

を
し
ま
し
た
が
婚
姻
ま
で
い
た
ら
ず
、明
治
３
年（
１

８
７
０
）
押
小
路
家
八
代
實
潔
の
娘
：
恒
（
後
に
潔

子
）
と
婚
姻
し
ま
し
た
。  

　
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
７
月
14
日
、
藩
を
廃
し

て
県
を
置
く
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
岡
藩
は
岡
県
と
な

り
岡
藩
知
事
の
久
成
は
免
官
と
な
る
と
同
時
に
、
９

月
中
に
東
京
に
移
住
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
同
11
月

に
は
、新
政
府
は
行
政
区
画
の
整
理
統
合
に
着
手
し
、

岡
県
は
豊
後
各
県
と
合
併
さ
れ
、
大
分
県
直
入
郡
に

編
入
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
岡
城
は
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
明
治
政
府
に

お
い
て
太
政
官
か
ら
発
せ
ら
れ
た
全
国
城
郭
存
廃
ノ

処
分
並
兵
営
地
等
撰
定
方
（
廃
城
令
）
に
よ
り
取
り

壊
さ
れ
、
翌
年
２
月
に
大
分
県
に
よ
っ
て
競
売
に
掛

け
ら
れ
、
城
内
に
あ
っ
た
69
棟
の
建
物
は
全
て
取
り

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
久
成
は
、
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
司
法
省
に
入

省
し
て
東
京
裁
判
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）
に
伯
爵
に
叙
さ
れ
、
明
治
30
年
（
１

８
９
７
）
５
月
３
日
に
肺
結
梜
（
核
か
）
に
よ
り
48

歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
墓
所
は
、
父
：
久
昭
と
共
に
東
京
青
山
共
葬
墓
地

に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
同
墓
所
に
は
、
中
川
家
十
六

代
当
主
久
任
、
同
十
七
代
当
主
久
順
と
家
族
の
墓
石

が
造
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
21
年
６
月
に
中
川

家
十
八
代
当
主
中
川
久
定
（
竹
田
市
名
誉
市
民
）
先

生
に
よ
り
、
歴
代
藩
主
が
眠
る
岡
藩
主
お
た
ま
や
公

園
に
改
葬
さ
れ
ま
し
た
。
　

（※

中
川
家
初
代
当
主
清
秀
と
す
る
）

（
佐
伯
　
治
）

↑写真左が「久昭」、写真右が「久成」（岡藩主おたまや公園）

↑佐藤美智江さん（中央）と「由布自然とふれあう友の会」のみなさん

佐藤さんに贈られた写真集→
「籾山神社とそのまわりの春の植物」　

美しい自然に囲まれた「籾山神社」→

↑籾山神社周辺の植物観察会の様子

↑２月から３月にかけて、一面に咲き誇る福寿草

最
後
の
藩
主十

三
代
藩
主
・
中
川
久
成
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大
分
県
由
布
市
の
自
然
植
物
観
察
グ

ル
ー
プ
「
由
布
自
然
と
ふ
れ
あ
う
友
の
会
」

（
生
野
喜
和
人
代
表
）
が
「
籾
山
神
社
と
そ

の
ま
わ
り
の
春
の
植
物
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

自
然
観
察
会
を
開
く
た
め
、
３
月
23
日
直
入

町
長
湯
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
籾
山
神
社
周
辺
に
は
貴
重
な
植
物
が
数

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
人
里
近
い
こ
の
地
域
で
貴
重
な
植
物
が
生

き
永
ら
え
る
に
は
、
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
で
保
護
活
動
を
続
け
る
佐
藤
美
智

江
さ
ん
。
佐
藤
さ
ん
は
ク
ヌ
ギ
山
に
育
っ
て

い
た
植
物
が
ス
ギ
山
に
な
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
存
続
が
心
配
に
な
り
、
自
分
の
畑
や
近
く

の
ク
ヌ
ギ
山
に
移
し
て
以
来
、
年
４
、
５
回

の
下
刈
り
を
続
け
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
生

育
環
境
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
近
所

の
所
有
者
も
同
じ
思
い
で
、
地
域
を
あ
げ
て

保
護
活
動
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
自
然
観
察
会
の

案
内
を
務
め
た
佐
藤
さ
ん
。
植
物
に
愛
情
を

注
ぐ
、
そ
の
真
摯
な
姿
に
感
動
し
た
「
由
布

自
然
と
ふ
れ
あ
う
友
の
会
」
の
生
野
代
表

は
、
籾
山
神
社
周
辺
の
貴
重
な
72
種
類
を
網

羅
し
た
植
物
写
真
集
を
完
成
さ
せ
、
後
日
佐

藤
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

　
生
野
代
表
は
「
人
里
近
く
に
あ
っ
て
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
貴
重
な
植
物
が
生
き
の
び
て
い

る
こ
と
は
、
地
域
の
人
々
の
関
心
と
自
然
に

対
す
る
愛
情
の
お
か
げ
で
す
。
地
域
を
あ
げ

て
の
慣
習
的
な
行
動
が
、
知
ら
ず
の
う
ち
に

多
く
の
観
賞
者
の
心
を
引
く
よ
う
に
な
り
、

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
、
ど
う
か
貴
重
な
植
物
た
ち
を
大
事
に

守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
そ
の
思
い

を
写
真
集
の
中
に
記
し
て
い
ま
し
た
。

　
佐
藤
美
智
江
さ
ん
は
「
年
々
観
賞
者
が
増

え
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
激

励
が
支
え
に
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
自
然
の

残
る
竹
田
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
す
。

ちいさな花のいのちを
守り続けて

籾山神社周辺の貴重な「春の植物」がつないだ出会い

小玉ねぎのスープあんかけ

１．小玉ねぎは上下を切り取り、座りをよくする。
２．固形スープと水４カップを鍋に入れ、煮立てる。
３．玉ねぎを並べ入れ、15 ～ 20 分煮含める。
４．醤油と塩で味を調整する。
５．玉ねぎを取り出し、皿に盛る。
６．鍋に残ったスープに水溶き片栗粉を入れてとろみをつける。
７．５にかけ、梅肉と鰹ぶしを上に盛り付ける。

　甘くてみずみずしい新たまねぎのうち、小玉ねぎを丸ごと使っ
た一品。梅肉と鰹ぶしで和風にいただくのがミソです。
　竹田市アンテナショップ出荷協議会
プロデュースの “アンテナキッチン”
では、生産者ならではの美味しい野菜
の食べ方を提案していきます。（季節
ごとに道の駅すごうで開催。どなたで
も参加できます！）

作り方

材　料〈８人分〉
小玉ねぎ ……………８個
固形スープの素 ……２個
醤油 ……………大さじ３
塩 ……………………少々

鰹ぶし ………………少々
梅肉 ………………４粒分
片栗粉 ……大さじ２～３
水 ………………４カップ

な
か
が
わ
ひ
さ
な
り

　
　

つ
ね

き
よ

こ

た
つ
の
り

よ
し

さ
ね
き
よ

ひ
さ
と
う

ひ
さ
も
と

※

※

※
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竹田市民なら知っておきたい！

今月の食育レシピ

　
久
成
は
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
岡
城
に
お
い

て
久
昭
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
明
治
２
年

（
１
８
６
９
）
９
月
23
日
父
：
久
昭
が
病
気
に
よ
り

隠
居
し
た
た
め
20
歳
で
家
督
を
継
承
し
ま
し
た
。
同

日
、
明
治
政
府
の
下
で
行
わ
れ
た
版
籍
奉
還
に
よ
り

諸
大
名
か
ら
天
皇
へ
土
地
、人
民
の
支
配
権
が
移
り
、

久
成
は
岡
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
妻
は
、
慶

応
２
年
（
１
８
６
６
）
17
歳
の
時
、
肥
後
宇
土
藩
十

代
藩
主
と
な
っ
た
細
川
立
則
の
娘
）：
美
と
縁
組
み

を
し
ま
し
た
が
婚
姻
ま
で
い
た
ら
ず
、明
治
３
年（
１

８
７
０
）
押
小
路
家
八
代
實
潔
の
娘
：
恒
（
後
に
潔

子
）
と
婚
姻
し
ま
し
た
。  

　
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
７
月
14
日
、
藩
を
廃
し

て
県
を
置
く
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
岡
藩
は
岡
県
と
な

り
岡
藩
知
事
の
久
成
は
免
官
と
な
る
と
同
時
に
、
９

月
中
に
東
京
に
移
住
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
同
11
月

に
は
、新
政
府
は
行
政
区
画
の
整
理
統
合
に
着
手
し
、

岡
県
は
豊
後
各
県
と
合
併
さ
れ
、
大
分
県
直
入
郡
に

編
入
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
岡
城
は
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
明
治
政
府
に

お
い
て
太
政
官
か
ら
発
せ
ら
れ
た
全
国
城
郭
存
廃
ノ

処
分
並
兵
営
地
等
撰
定
方
（
廃
城
令
）
に
よ
り
取
り

壊
さ
れ
、
翌
年
２
月
に
大
分
県
に
よ
っ
て
競
売
に
掛

け
ら
れ
、
城
内
に
あ
っ
た
69
棟
の
建
物
は
全
て
取
り

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
久
成
は
、
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
司
法
省
に
入

省
し
て
東
京
裁
判
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）
に
伯
爵
に
叙
さ
れ
、
明
治
30
年
（
１

８
９
７
）
５
月
３
日
に
肺
結
梜
（
核
か
）
に
よ
り
48

歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
墓
所
は
、
父
：
久
昭
と
共
に
東
京
青
山
共
葬
墓
地

に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
同
墓
所
に
は
、
中
川
家
十
六

代
当
主
久
任
、
同
十
七
代
当
主
久
順
と
家
族
の
墓
石

が
造
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
21
年
６
月
に
中
川

家
十
八
代
当
主
中
川
久
定
（
竹
田
市
名
誉
市
民
）
先

生
に
よ
り
、
歴
代
藩
主
が
眠
る
岡
藩
主
お
た
ま
や
公

園
に
改
葬
さ
れ
ま
し
た
。
　

（※

中
川
家
初
代
当
主
清
秀
と
す
る
）

（
佐
伯
　
治
）

↑写真左が「久昭」、写真右が「久成」（岡藩主おたまや公園）

↑佐藤美智江さん（中央）と「由布自然とふれあう友の会」のみなさん

佐藤さんに贈られた写真集→
「籾山神社とそのまわりの春の植物」　

美しい自然に囲まれた「籾山神社」→

↑籾山神社周辺の植物観察会の様子

↑２月から３月にかけて、一面に咲き誇る福寿草

最
後
の
藩
主十

三
代
藩
主
・
中
川
久
成

22

　
大
分
県
由
布
市
の
自
然
植
物
観
察
グ

ル
ー
プ
「
由
布
自
然
と
ふ
れ
あ
う
友
の
会
」

（
生
野
喜
和
人
代
表
）
が
「
籾
山
神
社
と
そ

の
ま
わ
り
の
春
の
植
物
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

自
然
観
察
会
を
開
く
た
め
、
３
月
23
日
直
入

町
長
湯
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
籾
山
神
社
周
辺
に
は
貴
重
な
植
物
が
数

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
人
里
近
い
こ
の
地
域
で
貴
重
な
植
物
が
生

き
永
ら
え
る
に
は
、
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
で
保
護
活
動
を
続
け
る
佐
藤
美
智

江
さ
ん
。
佐
藤
さ
ん
は
ク
ヌ
ギ
山
に
育
っ
て

い
た
植
物
が
ス
ギ
山
に
な
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
存
続
が
心
配
に
な
り
、
自
分
の
畑
や
近
く

の
ク
ヌ
ギ
山
に
移
し
て
以
来
、
年
４
、
５
回

の
下
刈
り
を
続
け
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
生

育
環
境
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
近
所

の
所
有
者
も
同
じ
思
い
で
、
地
域
を
あ
げ
て

保
護
活
動
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
自
然
観
察
会
の

案
内
を
務
め
た
佐
藤
さ
ん
。
植
物
に
愛
情
を

注
ぐ
、
そ
の
真
摯
な
姿
に
感
動
し
た
「
由
布

自
然
と
ふ
れ
あ
う
友
の
会
」
の
生
野
代
表

は
、
籾
山
神
社
周
辺
の
貴
重
な
72
種
類
を
網

羅
し
た
植
物
写
真
集
を
完
成
さ
せ
、
後
日
佐

藤
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

　
生
野
代
表
は
「
人
里
近
く
に
あ
っ
て
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
貴
重
な
植
物
が
生
き
の
び
て
い

る
こ
と
は
、
地
域
の
人
々
の
関
心
と
自
然
に

対
す
る
愛
情
の
お
か
げ
で
す
。
地
域
を
あ
げ

て
の
慣
習
的
な
行
動
が
、
知
ら
ず
の
う
ち
に

多
く
の
観
賞
者
の
心
を
引
く
よ
う
に
な
り
、

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
、
ど
う
か
貴
重
な
植
物
た
ち
を
大
事
に

守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
そ
の
思
い

を
写
真
集
の
中
に
記
し
て
い
ま
し
た
。

　
佐
藤
美
智
江
さ
ん
は
「
年
々
観
賞
者
が
増

え
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
激

励
が
支
え
に
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
自
然
の

残
る
竹
田
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
す
。

ちいさな花のいのちを
守り続けて

籾山神社周辺の貴重な「春の植物」がつないだ出会い

小玉ねぎのスープあんかけ

１．小玉ねぎは上下を切り取り、座りをよくする。
２．固形スープと水４カップを鍋に入れ、煮立てる。
３．玉ねぎを並べ入れ、15 ～ 20 分煮含める。
４．醤油と塩で味を調整する。
５．玉ねぎを取り出し、皿に盛る。
６．鍋に残ったスープに水溶き片栗粉を入れてとろみをつける。
７．５にかけ、梅肉と鰹ぶしを上に盛り付ける。

　甘くてみずみずしい新たまねぎのうち、小玉ねぎを丸ごと使っ
た一品。梅肉と鰹ぶしで和風にいただくのがミソです。
　竹田市アンテナショップ出荷協議会
プロデュースの “アンテナキッチン”
では、生産者ならではの美味しい野菜
の食べ方を提案していきます。（季節
ごとに道の駅すごうで開催。どなたで
も参加できます！）

作り方

材　料〈８人分〉
小玉ねぎ ……………８個
固形スープの素 ……２個
醤油 ……………大さじ３
塩 ……………………少々

鰹ぶし ………………少々
梅肉 ………………４粒分
片栗粉 ……大さじ２～３
水 ………………４カップ

な
か
が
わ
ひ
さ
な
り
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アッパレ！ 100歳 いつまでも
お元気で！

日本の食に提言を続ける料理家・辰巳芳子さん。
彼女が病床の父のために工夫を凝らして作り続け
たスープは、やがて人々を癒す「いのちのスープ」
と呼ばれるようになり、多くの人々から深い関心
が寄せられています。
この映画『天のしずく』（河邑厚徳監督）はスー
プの食材を作り出す全国の生産者が登場します。
彼らは作物への誠実な志を持ち、辰巳さんに食材
を提供します。
そしてそれぞれの素材が性質を生かし、喜ぶよう
に丁寧に料理する辰巳芳子さんの日常を追ったド
キュメンタリーです。

７月６日㈯より、シネマ５（大分市府内町）にて公開されます。

椎
茸
づ
く
り
の
極
意
は『
つ
く
り
こ
』

　「
黄
綬
褒
章
」
受
章
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

数
々
の
賞
歴
を
誇
る
椎
茸
生
産
農
家
の
加
藤
至

誠
さ
ん
（
久
住
町
栢
木
・
75
歳
）。

　
こ
の
映
画
で
は
、
加
藤
さ
ん
の
『
つ
く
り
こ
』

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。『
つ
く
り
こ
』
と
は
、

原
木
栽
培
と
い
う
栽
培
方
法
で
、
伐
採
し
た
森

の
木
に
茸
類
の
菌
を
施
し
、
森
林
の
中
と
い
う
、

自
然
に
最
も
近
い
環
境
で
茸
を
栽
培
す
る
手
法
。

　
こ
れ
に
よ
り
「
肉
質
・
香
り
・
味
」
は
〝
天

然
も
の
〞
に
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
な
り
ま
す
。

秘書広報係 ☎63-1043
すくすく1歳 平成25年7月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
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加
藤
至
誠
さ
ん（
久
住
）の「
椎
茸
」が
映
画
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た 

「
森
の
恵
み
」が〝
い
の
ち
の
ス
ー
プ
〞に
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郷土の植物 （291）

第99回
阿孫  久見

メグスリノキ（カエデ科）

加藤さんのほだ場

↑加藤至誠さん・美恵子さんご夫婦と、料理家・辰巳芳子さん（写真右）

　
山
地
の
谷
沿
い
の
林
内
に
生
育

す
る
高
さ
15
㍍
ほ
ど
の
雌
雄
異
株

の
落
葉
高
木
で
す
。
樹
皮
は
灰
褐

色
で
す
。

　
に
ぶ
い
不
ぞ
ろ
い
の
鋸
歯
の
あ
る

対
生
の
葉
は
３
出
複
葉
で
太
い
葉

柄
に
は
粗
い
毛
が
密
生
し
ま
す
。葉

の
基
部
は
左
右
が
不
ぞ
ろ
い
で
す
。

小
葉
は
楕
円
形
で
長
さ
17
㌢
、幅
が

７
㌢
ほ
ど
で
、ふ
ち
や
裏
面
の
脈
上

に
は
褐
色
の
毛
が
あ
り
、手
で
触
る

と
ざ
ら
つ
き
ま
す
。ま
た
表
面
は
明

る
い
緑
色
で
す
が
裏
面
は
淡
緑
色

で
す
。秋
に
は
美
し
く
紅
葉
し
ま
す
。

　
初
夏
の
頃
、
枝
か
ら
数
個
の
長

い
花
柄
を
伸
ば
し
、
そ
の
先
に
淡

黄
色
の
径
６
㍉
ほ
ど
の
５
弁
花
を

下
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。
花
糸
の

長
い
雄
し
べ
が
目
立
ち
ま
す
。（
写

真
は
雄
花
で
す
）
花
後
に
は
カ
エ

デ
特
有
の
長
さ
５
㌢
ほ
ど
の
翼
果

を
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
民
間
薬
と
し
て

樹
皮
や
葉
を
煎
じ
て
洗
眼
に
用
い

た
こ
と
か
ら
目
薬
の
木
の
名
が
あ

り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
・
祖
母
山

系
の
林
内
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
個

体
の
少
な
い
植
物
で
す
。
花
期
は

５
月
で
す
。

  訂正とおわび
広報たけた４月号「アッパレ！ 100歳」のコーナーで酒見ヨシ
ヱさんの住所に誤りがありました。正しくは、「宮砥・久小野」
です。訂正しておわび致します。（秘書広報係）

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年６月生まれ

し
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う
い
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たけたん情報
第25回大野川源流祭り記念

｢陽
ひなため
目の里」「白

しらみず
水の滝」をバックに

スマイルフォトコンテスト
◎�大野川源流祭りが開催される竹田市荻町陽目の「陽目
の里」や「白水の滝」をバックに来訪者のスマイルを
テーマに撮影したスマイルフォト（記念写真）を募集
します。
　募集期間：2013年５月３日㈮�▶８月31日㈯必着
　☆入選（10点）…�竹田市荻町特産の農産物の野菜セッ

ト（トマト・大根・キャベツ等）
をプレゼント

　サイズ　・�カラーに限ります。（デジタルデータJPEG
で１MB～２MB以内、単写真に限る）

　　　　　・�デジタルカメラや携帯電話カメラで撮影し
たもの（家庭用インクジェットプリント可
能なもの）発表、応募方法、応募規定など
詳しくは、竹田市ホームページをご覧くだ
さい。

●�お問い合せ　竹田市荻支所産業建設課内「スマイル
フォトコンテスト」係（〒879-6115�大分県竹田市荻
町馬場426-20）�☎0974-68-2211㈹　Fax0974-68-2815

語り部と竹田の歴史を調べる会
〔若宮井路を訪ねる〕�
　日　　時　６月12日㈬�8:50 ～ 12:00
　場　　所　若宮井路・飛田川、植木取水堰～落水池まで
　集合場所　豊後竹田駅（8:30 ～ 8:50）
　講　　師　豊後大野市朝地町土地改良区職員
　参　加　費　500円
　申込締切　６月９日㈰まで
　主　　催　岡の里事業実行委員会
●お問い合せ　竹田創生館　☎62-4100（9:00 ～ 17:00）

第11回久住高原そよ風ウォーク
　九州で最高峰といわれる「久住山」のふもとに広がる
久住高原。阿蘇の五岳・傾山・祖母山を眺める雄大な自
然いっぱいの草原ウォーキングです。
　日　　時　７月21日㈰�8:30 ～受付　9:30スタート
　集合場所　国民宿舎久住高原荘・第２駐車場広場
　コ　ー　ス　６㎞、12㎞、20㎞
　参　加　費　大人1,000円　高校生以下500円
　　　　　　（保険料含む）
　申込期日　７月15日㈪まで
　申　込　先　〒878-0023　竹田市大字君ケ園615-6
　　　　　　竹田ウォーキング協会事務局　宛て
●お問い合せ　竹田ウォーキング協会　☎77-2052
　（如法寺）〔昼〕、☎62-3075（髙瀨）〔夜〕

歴史資料館	 ☎63-1923
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休　館　日〕�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は開館）
○特別企画展　２階展示室Ｂ
　『田能村竹田生誕記念展―南画家竹田の軌跡―』
　　５月１日㈬～６月30日㈰
　旧暦６月10日は竹田市出身の日本を代表する南画家
田能村竹田（1777 ～ 1835）の誕生日です。

別冊 たけたん情報 ６月号
　これを記念して、最初期の「河豚図」「茂林雨後図」
から晩年までの竹田作品の館蔵品を中心に紹介します。
　バラエティに富む田能村竹田の絵画制作の歩みを実感
ください。なお、後期（５月28日～）からは初期の名
作「栄貴萬年図」、画風確立期の作品「梅花宿鳥図」（い
ずれも大分県立芸術会館所蔵）を展示します。ぜひご来
館ください。

刊行物
『竹田市立歴史資料館研究報告書	平成24年度』
を刊行しました
　竹田市の歴史を知る上で基本となる史料を紹介して
います。この機会にお求めください（頒価900円）。
〔収録内容〕�絵図から見た岡藩城下町、12月15日付中川秀成書状の年

代比定、岡藩初期上級藩士関係資料について⑶

市民ギャラリー	水琴館	 ☎�63-2200
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休　館　日〕�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○『竹田素描・陶芸作品展』
　５月28日㈫�10:00 ～６月９日㈰
　絵画・陶芸作品を展示。（早川和　☎62-3472）
○『竹蔵写真〔美しい竹田〕展』
　６月11日㈫～６月23日㈰
　竹田をこよなく愛する写真クラブ「竹蔵」（たけぐら）。
　今回は「美しい竹田」をテーマにした作品を展示します。
　（竹蔵TAKEGURA　☎090-7535-4352）
○	『人・自然まるごと博物館　～市民とつくるロ
　	ングラン特別企画展～　ジオパーク・パートⅡ
宮瀬橋移設復元15周年記念「工藤敬一写真展」』

　６月26日㈬～７月７日㈰
　�宮瀬橋移設復元15周年を記念し、歴史的な記録写真
を展示します。

　※6月27日㈭　ギャラリートーク　10:00 ～ 11:30
　　（岡の里実行委員会　☎62-4100）
※�休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝日の翌日です。
※�なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話ください。

月　間
６月１日㈯～７日㈮は、水道週間です。
　竹田市上水道事業では、「復興の　未来と生命（いの
ち）　照らす水」をスローガンに、竹田市管工事協同組
合の協賛により、給水設備の点検活動を行います。
　健康に直接影響する水道水の水質基準は年々厳しく
なっていますが、水道課では安全な水の供給に努めてい
ます。貯水槽を使用して各戸に給水している場合は、タ
ンクの清掃や定期的な水質検査等、適正な管理を行って
ください。
　なお毎月1日から10日の間、水道メーターの検針を
行っています。量水器の上に物を置いたり、犬の放し飼
いをしないようにし、検針業務にご協力をお願いしま
す。また、水道料金のお支払いは便利な口座振替をご利
用ください。
●お問い合せ　竹田市水道課　☎63-1046
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information
全国一斉「子どもの人権110番」相談強化週間
　日　　時　６月24日㈪～６月30日㈰
　　　　　　　〔平　日〕　� 8:30 ～ 19:00
　　　　　　　〔土・日〕　10:00 ～ 17:00
　電話番号　0120－007－110
　　　　　　（全国共通／大分地方法務局）
　＊�IP電話からは接続できませんので、人権擁護課の電
話をご利用ください。

　担　当　者　人権擁護委員・法務局職員
　相談内容　�子どもに関する人権問題（学校におけるい

じめ、体罰、児童虐待、児童買春など）
ホームページアドレス
　http://www.moj.go.jp/jinkennet/oita/oita_index.html
　なお、大分地方法務局では、平日８時30分～午後５
時15分まで専用電話（0120-007-110）にて、常時相談
に応じていますのでお気軽にご相談ください。お問い合
わせは人権擁護課（097-532-3368）まで。

年　金
厚生年金・国民年金を受給されているみなさまへ
年金の『振込通知書』を６月にお送りします。
　『年金振込通知書』（はがき）は、金融機関などの口座
振込で年金を受給している方に対して、本年６月から翌
年４月までの偶数月にお支払いする年金額をまとめてお
知らせするものです。
　なお、会社にお勤めされている場合などの理由によ
り、年金のお支払いが行われていない方には「年金振込通
知書」は送付されませんが「改定通知書」は送付されます。
　※�振込通知書は原則として年１回しかお送りしていま

せんので大切に保管ください。
●�お問い合せ
　日本年金機構大分年金事務所　☎097-552-1211

ご存知ですか？　国民年金基金
　国民年金基金は、老齢基礎年金に上乗せする公的な年金
です。国民年金基金で老後のゆとりをプラスしませんか？
　国民年金基金のお問い合わせは
　大分県国民年金基金フリーダイヤル　0120-65-4192

消費生活相談
消費生活相談窓口からのおしらせ
－クレジットカード情報管理にご注意を！－
　親がネットショッピングのクレジット決済のため登録
したクレジットカード情報を、子どもがそのままオンラ
インゲームで利用し、カード会社から高額な請求が届い
た、という相談が多くなっています。クレジットカード
情報の管理には十分注意し、普段からゲーム利用の際の
ルールについて親子でよく話し合うようにしましょう。
●お問い合せ
　◎竹田市市民課�窓口（竹田市消費生活センター）
　　８:30 ～ 17:00（月～金／平日のみ）☎63-4834
　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）☎097-534-0999

都市計画
都市計画道路変更に関する説明会を開催します
　都市計画道路「竹田玉来線（本町工区）」・「登城線」
及び「本町屏風ヶ渕線」は、昭和62年に都市計画決定
され、現在まで長期にわたり未着手路線となっています。
　社会経済情勢の変化等を受け、長期未着手路線の見直
しが必要となっている当該路線について都市計画変更作
業を行っており、皆さんからご意見を伺うため説明会を
開催します。
◆説明会
　日　時　6月3日㈪�19:00 ～ 20:00
　場　所　竹田分館２階
　※�なお、この説明会後の計画変更手続きの日程は下記
のとおりです。

◇素案縦覧
　縦覧期間　６月５日㈬～ 19日㈬
　　　　　　8:00 ～ 17:00（平日のみ）
　縦覧場所　大分県都市計画課、竹田市建設課
◇公聴会（予定）
　日　時　７月４日㈭�19:00 ～
　　　　　（公述申出者がいない場合は中止）
　場　所　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
〔公聴会について〕
　公聴会において意見の申出を希望される場合は、６月
19日㈬の素案縦覧が満了する日までに「公述申出書」
を縦覧場所宛に提出してください。
　なお、公聴会の傍聴を希望される方は、公聴会開始の
30分前から受付を行いますので、会場までお越しくだ
さい。ただし、意見の申出者がいない場合は、公聴会を
中止し、その旨を大分県都市計画課及び竹田市のホーム
ページに掲載します。
●お問い合せ
　大分県土木建築部都市計画課�都市計画班　☎097-506-4659
　竹田市建設課�都市計画係　☎0974-63-4808

男女共同参画週間
ご存知ですか、【男女共同参画週間】を
実施期間：６月23日㈰～６月29日㈯
　「男だから、女だから」という性別による決めつけを、
私たちは無意識のうちにしていませんか。
　男女共同参画についての正しい認識を持ち、男女が自
由な活動の選択ができる社会の実現は重要課題です。
　竹田市においても、男女共同参画社会を実現するた
め、周知・啓発活動を実施いたします。市民の皆様のご
理解とご協力をお願いします。
●お問い合せ
　竹田市人権・同和対策課　☎63-1111（内線290）

労働保険
労働保険年度更新のお知らせ
　労働保険（労災保険・雇用保険）については、毎年、
年度更新手続期間中に前年度の保険料の確定精算を行う
とともに、新年度の概算保険料の申告・納付を行うこと
になっています。今年度の年度更新手続期間については、
平成25年６月３日㈪から平成25年７月10日㈬までです。
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たけたん情報
　年度更新の手続きについては、大分労働局労働保険徴
収室または最寄りの労働基準監督署までお問い合わせく
ださい。
●お問い合せ　大分労働局総務部労働保険徴収室
　☎097-536-7095

試　験
平成25年度	消防設備士試験が実施されます
　実施機関　（一財）消防試験研究センター大分県支部
　実施日時　９月１日㈰�午前10時
　試験会場　大分大学
　願書配付　�６月６日から竹田市消防本部ほか、県下各

消防本部・消防試験研究センター大分県支
部等で、配付します。

　受付期間　７月２日㈫～７月14日㈰（電子申請）
　　　　　　７月５日㈮～７月17日㈬（書面申請）
　提　出　先　（一財）消防試験研究センター大分県支部
　　　　　　�（☎097-537-0427）�〒870-0023�大分市長

浜町２丁目12の10�昭栄ビル２階
●お問い合せ
　竹田市消防本部�警防課　予防係　☎63-0119

国　保
「退職者医療制度」の届出にご協力ください
　退職者医療制度とは、長年勤めた会社などを退職して
国保に加入した人が、年金受給者となったとき、65歳
になるまで本人とその家族がお医者さんにかかるときに
適用される制度です。
○対象となる人
　次の条件のすべてに該当する人
　①国保に加入している65歳未満の人
　②�厚生年金などの年金を受けており、その加入期間が
20年以上、または40歳以降の年金加入期間が10年
以上ある人とその被扶養者

○医療費の自己負担割合
　外来・入院ともに３割負担
○保険税　一般の国保の方と同じです。
■手続きについて
　年金の受給権が発生した日から退職被保険者となりま
す。年金証書を受け取ったら14日以内に保険課、また
は各支所いきいき市民課で届け出をしてください。
☆届け出に必要なもの　保険証、年金証書、印かん

※�退職者医療制度の対象となったら必ず届け出を
　�　退職者医療制度と一般の国保では、納めていただく
保険税や医療費の窓口負担割合（３割）に違いはあり
ませんが、残りの医療費（７割）を負担する財源が違
います。

　�　退職者医療制度では、窓口負担額と保険税を除く分
は、会社等の健康保険からの拠出金で賄われています。

　�　適正に退職者医療制度へ加入していただくことで、
国民健康保険の負担が軽減されるため、皆様に納めて
いただく保険税の増加を抑えることにつながります。ま
だ、手続きがお済みでない方は、届出へのご協力をお
願いします。
●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　☎63-1111（内線135・136・137）

建設課
竹田市建設課（道路管理係）からのお知らせ
道路関係各種申請様式を竹田市ホームページ
に追加しました
■ホームページの掲載場所
　竹田市ホームページにアクセス�⇒�くらしの情報�⇒�
生活・まちづくり道路関係等申請様式をクリックする
と、下表の項目が表示され、各項目の中の内容は、表右
欄のとおり「説明」と「様式」があります。様式はエク
セル様式となっています。
・申請書・届出等の作成ができますのでご利用ください。

項　目 様式（様式はエクセルデータ）
１ 道路使用許可申請書 説明、使用許可申請

２ 道路占用許可申請 説明、占用許可申請、名義変
更届、占用廃止届、減免申請

３ 法定外公共物使用許可申請 説明、使用許可申請、同意書

４ 道路通行（禁止・制限）申請 説明、通行制限申請、道路標
識設置調書、同意書

５ 道路工事施行承認申請 説明、施行承認申請、設計
書、着手届、完成届

６ 法定外公共物工事承認申請 説明、里道形状変更申請、水
路工事申請、同意書

７ 境界確認申請
説明、境界確認申請、確認
書、委任状、立会書、土地一
覧、境界確認済証明願、境界
確認済（国調）証明願

８ 法定外公共物用途廃止申請 説明、申請、同意書、理由、
利用計画

９ 原材料支給申請（市道） 説明、申請
10 原材料支給申請（法定外公共物）説明、申請

●お問い合せ　竹田市建設課�道路管理係　☎63-4808
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念
追
悼
祭

13
:3
0～
（
瀧
廉
太
郎
記
念

館
蔵
）

・ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・コ

ン
サ
ー
ト
in
竹
田
温
泉「
花

水
月
」

19
:0
0-
21
:0
0

風
と
翔
べ
　
大
草
原
の
緑
の
中
を
!!

第
27
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
出
場
者
募
集

6月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
   （
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-3
66
2、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-2
48
0、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-1
30
4、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-2
42
6）

月 間 ・ そ の 他

○
水
道
週
間
（
6／
1㈯
～
7㈮
）

○
危
険
物
安
全
週
間
（
6／
2㈰
～
6／
8㈯
）

○
環
境
の
日
（
6／
5㈬
）

○
火
薬
類
危
害
予
防
週
間
（
6／
10
㈪
～
16
㈰
）

○
製
品
安
全
点
検
日
（
6／
10
㈪
）

○
ら
い
予
防
法
に
よ
る
被
害
者
の
名
誉
回
復
及
び
追
悼
の
日
（
6／
22
㈯
）

○
男
女
共
同
参
画
週
間
（
6／
23
㈰
～
29
㈯
）

○
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
11
0番
」
相
談
強
化
週
間
（
6／
24
㈪
～
30
㈰
）

◎
竹
田
温
泉「
花
水
月
」か
ら
休
館
の
お
知
ら
せ

　
６
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮
ま
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館
致
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理

解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、1
5日
㈯
か
ら
は
、通
常
ど
お
り
営
業
致
し
ま
す
。従
業
員

一
同
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

問
竹
田
温
泉「
花
水
月
」　
☎
64
-1
12
6

◇
20
13
年
7月
上
旬
の
予
定

 
1日
㈪
 
・
【
納
期
】
市
県
民
税
１
期
　
　
・
荻
の
里
温
泉
休
館
日

 
 
・
TO
P懇
談
会
〔
荻
地
域
〕
19
:0
0-
21
:0
0（
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
）

 
2日
㈫
 
・
お
は
な
し
の
へ
や
　
10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

 
 
・
TO
P懇
談
会
〔
久
住
地
域
〕
19
:0
0-
21
:0
0（
久
住
公
民
館
機
能
回
復
訓
練
室
）

 
3日
㈬
 
・
陽
目
の
里
「
名
水
茶
屋
」
休
業
日

 
 
・
TO
P懇
談
会
〔
直
入
地
域
〕
19
:0
0-
21
:0
0（
直
入
支
所
大
会
議
室
）

 
4日
㈭
 
・
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
休
館
日

 
6日
㈯
 
・
社会
を明
るく
する
運動
竹田
市市
民大
会　
10
:00
～（
竹田
市総
合社
会福
祉セ
ンタ
ー多
目的
ホー
ル）

地
　
域

相
談
日

時
　
間

開
催
場
所
 

６
月
19
日
㈬

６
月
19
日
㈬

６
月
19
日
㈬

６
月
20
日
㈭

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室
 

直
入
支
所
　
小
会
議
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

竹
　
田

久
　
住
 

直
　
入
荻

日
　
　
時
　
７
月
27
日
㈯
　
8:
00
受
付
　
9:
20
競
技
開
始

場
　
　
所
　
竹
田
市
久
住
町
南
登
山
口
　
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

種
　
　
目
　
男
子
60
歳
以
上
（
3㎞
）、
男
子
40
歳
代
（
3㎞
・
6㎞
）、

男
子
50
歳
代
（
3㎞
・
6㎞
）、
一
般
女
子
（
6㎞
）、
中
学

男
子
・
女
子
（
3㎞
）、
女
子
39
歳
以
下
（
3㎞
）、
女
子
40

歳
以
上
（
3㎞
）、
高
校
女
子
（
3㎞
）、
男
子
39
歳
以
下

（
3㎞
・
9㎞
）、
高
校
男
子
（
6㎞
）

参
加
料
　
一
般
3,
00
0円
、
中
学
生
・
高
校
生
1,
50
0円

申
込
期
限
　
６
月
21
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　
申
込
書
の
請
求
、
ご
質
問
等
は
下
記
大
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
27
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
実
行
委
員
会
　
事
務
局

　（
生
涯
学
習
課
久
住
教
育
係
　
久
住
公
民
館
内
）　
☎
09
74
-7
6-
07
17

☆
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
し
て
ま
す
！

　
事
前
準
備
、
大
会
当
日
の
受
付
業
務
等
、
大
会
運
営
に
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
致
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
上
記
大
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
6

・
歴
史
資
料
館『
田
能
村
竹

田
生
誕
記
念
展
－
南
画
家

竹
田
の
軌
跡
－
』

（
～
6/
30
ま
で
）

・
水
琴
館『
竹
田
素
描
・
陶
芸

作
品
展
』

（
～
6/
9ま
で
）　

・
第
61
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き

〔
前
夜
祭
〕

19
:0
0～
（
久
住
高
原
荘
） 

・荻
の
里
温
泉
全
館
休
館
日

・都
市
計
画
道
路
変
更
説
明

会
　
１
９：
０
０
～（
竹
田
分

館
２
階
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※
要
予

約（
☎
63
-3
34
6）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・第
６
回
農
業
委
員
会
総
会

13
:3
0～
（
市
本
庁
３
階
委
員
会

室
）

・R
ea
dy
2c
ha
t 英
会
話

〔
英
語
中・
上
級
〕1
9:
00
-2
1:
00

※
参
加
無
料（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）問
竹
田

市
商
工
観
光
課
☎
63
-4
80
7

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
歩
こ
う
会「
東
部
散
策
」

花
水
月
前
8:
30
集
合
※
１

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義

美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お
う

ち
〕）

・
お
お
い
た
地
域
防
災
推
進

講
演
会

14
:0
0-
16
:3
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
竹
田
温
泉「
花
水
月
」メ
ン

テ
ナ
ン
ス
休
館（
6/
10
㈪

～
6/
14
㈮
）

・第
14
回「
田
能
村
竹
田
」生

誕
記
念
の
日
～「
南
画
家
竹

田
の
軌
跡
」と
旧
竹
田
荘
を

巡
る
～

歴
史
資
料
館
10
:3
0集
合

・竹
田
市
防
災
訓
練

9:
00
-1
2:
00
（
総
合
運
動
公
園

避
難
訓
練
、及
び
文
化
会
館
前
消

防
救
助
訓
練
）

・
第
61
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き〔
山
頂

祭
〕1
0:
00
～（
久
住
山
山
頂
） 

・総
合
地
域
学
セ
ン
タ
ー
由
学
館
第

６
回
セ
ミ
ナ
ー「
竹
田
岡
藩
の
神

事
芸
能
に
つ
い
て
」1
3:
00
～
開

演（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

問
竹
田
市
文
化
財
課
☎
63
-4
81
8

・直
入
地
域
自
治
会
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

8:
30
-1
7:
00
（
直
入
総
合
運

動
公
園
）

・
水
琴
館『
竹
蔵
写
真〔
美
し
い
竹

田
〕展
』～
6/
23
㈰
ま
で

・豊
肥
子
牛
市
場（
9:
30
セ
リ
開
始
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・竹
田
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
 

13
:3
0～

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
古
町
会

場
）（
☎
63
-3
34
6）

・
語
り
部
と
竹
田
の
歴
史
を
調
べ
る

会〔
若
宮
井
路
〕

豊
後
竹
田
駅
8:
30
集
合
※
２

・３
・６
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
3か
月・
6か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20

受
付
、〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40

受
付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）※
15
時
終
了
予
定

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

14
:0
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0-
14
:3
0（
南
部
幼

稚
園
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）※
要
予
約

（
☎
63
-3
34
6）

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課

（
☎
63
-4
81
8）

・国
民
宿
舎
直
入
荘
休
館
日
 

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
関
係
）

・第
16
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会

〔予
選〕
9:0
0～（

久住
公民

館く
じゅ
うサ
ンホ
ール
）

・郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植
物
を
観

察
す
る
会「
初
夏
の
雨
ケ
池
越
」

市
本
庁
舎
7:
00
集
合
※
２

・
美
味
し
い
は
幸
せ「
国
際
料
理
教

室
」〔
世
界
の
パ
ン「
ベ
ー
グ
ル
」〕

1
0
:0
0
-1
5
:0
0※
材
料
費
約

1,
00
0円
・
先
着
10
名
要
予
約
６

/1
3（
木
）迄
（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室
）問
竹
田

市
商
工
観
光
課
☎
63
-4
80
7

・国
民
宿
舎
直
入
荘
休
館
日
 

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
関
係
）

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0
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291

4
5

6
7

8

11

17 243 10

16 23

30

2 9
12

13
14

15

・荻
の
里
温
泉
全
館
休
館
日

・な
か
よ
し
幼
稚
園
パ
ー
トⅠ

9:
00
～（
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン

タ
ー
）

・
竹
田
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
営
農

支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式

10
:0
0～
（
竹
田
市
ク
リ
ー
ン
農

業
推
進
協
議
会
事
務
所
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・国
民
宿
舎
直
入
荘
休
館
日

（
館
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

・
竹
田
歩
こ
う
会「
普
光
寺
」

花
水
月
前
9:
00
集
合
※
１

・
温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・
年
金
相
談

10
:00
-15
:00
（高
齢者
いき
いき
交流
セン
ター
）

・１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
）※
15
時
30
分
終
了
予
定

・
大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士

会〔
大
分
市
〕）
問
☎
09
7-
53
7-
70
89

・
お
は
な
し
ル
ー
ム

13
:3
0-
14
:0
0（
竹
田
幼
稚
園
）

・
国民

宿舎
直入

荘休
館日
（
館
内メ
ンテ
ナン
ス）

・豊
肥
成
牛
市
場

（
9:
30
セ
リ
開
始
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義
美

記
念
館「
こ
の
こ
の
お
う
ち
」）

・神
原
縁
側
カ
フ
ェ

13
:0
0-
16
:0
0

（
神
の
里
交
流

セ
ン
タ
ー

緒
環
周
辺
）

・第
16
回
久
住
高
原
の
唄
日

本
一
大
会

〔
決
勝
〕9
:1
5～
（
久
住
公

民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー

ル
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・
水
琴
館「
ジ
オ
パ
ー
ク
・

パ
ー
ト
Ⅱ
　
宮
瀬
橋
移
設

復
元
15
周
年
記
念【
工
藤

敬
一
写
真
展
】」

～
7/
7㈰
ま
で

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）※
要
予
約

（
☎
63
-3
34
6）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課

（
☎
63
-4
81
8）

・第
11
1回
忌
瀧
廉
太
郎
記

念
追
悼
祭

13
:3
0～
（
瀧
廉
太
郎
記
念

館
蔵
）

・ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・コ

ン
サ
ー
ト
in
竹
田
温
泉「
花

水
月
」

19
:0
0-
21
:0
0

風
と
翔
べ
　
大
草
原
の
緑
の
中
を
!!

第
27
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
出
場
者
募
集

6月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
   （
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-3
66
2、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-2
48
0、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-1
30
4、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-2
42
6）

月 間 ・ そ の 他

○
水
道
週
間
（
6／
1㈯
～
7㈮
）

○
危
険
物
安
全
週
間
（
6／
2㈰
～
6／
8㈯
）

○
環
境
の
日
（
6／
5㈬
）

○
火
薬
類
危
害
予
防
週
間
（
6／
10
㈪
～
16
㈰
）

○
製
品
安
全
点
検
日
（
6／
10
㈪
）

○
ら
い
予
防
法
に
よ
る
被
害
者
の
名
誉
回
復
及
び
追
悼
の
日
（
6／
22
㈯
）

○
男
女
共
同
参
画
週
間
（
6／
23
㈰
～
29
㈯
）

○
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
11
0番
」
相
談
強
化
週
間
（
6／
24
㈪
～
30
㈰
）

◎
竹
田
温
泉「
花
水
月
」か
ら
休
館
の
お
知
ら
せ

　
６
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮
ま
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館
致
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理

解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、1
5日
㈯
か
ら
は
、通
常
ど
お
り
営
業
致
し
ま
す
。従
業
員

一
同
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

問
竹
田
温
泉「
花
水
月
」　
☎
64
-1
12
6

◇
20
13
年
7月
上
旬
の
予
定

 
1日
㈪
 
・
【
納
期
】
市
県
民
税
１
期
　
　
・
荻
の
里
温
泉
休
館
日

 
 
・
TO
P懇
談
会
〔
荻
地
域
〕
19
:0
0-
21
:0
0（
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
）

 
2日
㈫
 
・
お
は
な
し
の
へ
や
　
10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

 
 
・
TO
P懇
談
会
〔
久
住
地
域
〕
19
:0
0-
21
:0
0（
久
住
公
民
館
機
能
回
復
訓
練
室
）

 
3日
㈬
 
・
陽
目
の
里
「
名
水
茶
屋
」
休
業
日

 
 
・
TO
P懇
談
会
〔
直
入
地
域
〕
19
:0
0-
21
:0
0（
直
入
支
所
大
会
議
室
）

 
4日
㈭
 
・
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
休
館
日

 
6日
㈯
 
・
社会
を明
るく
する
運動
竹田
市市
民大
会　
10
:00
～（
竹田
市総
合社
会福
祉セ
ンタ
ー多
目的
ホー
ル）

地
　
域

相
談
日

時
　
間

開
催
場
所
 

６
月
19
日
㈬

６
月
19
日
㈬

６
月
19
日
㈬

６
月
20
日
㈭

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室
 

直
入
支
所
　
小
会
議
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

竹
　
田

久
　
住
 

直
　
入
荻

日
　
　
時
　
７
月
27
日
㈯
　
8:
00
受
付
　
9:
20
競
技
開
始

場
　
　
所
　
竹
田
市
久
住
町
南
登
山
口
　
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

種
　
　
目
　
男
子
60
歳
以
上
（
3㎞
）、
男
子
40
歳
代
（
3㎞
・
6㎞
）、

男
子
50
歳
代
（
3㎞
・
6㎞
）、
一
般
女
子
（
6㎞
）、
中
学

男
子
・
女
子
（
3㎞
）、
女
子
39
歳
以
下
（
3㎞
）、
女
子
40

歳
以
上
（
3㎞
）、
高
校
女
子
（
3㎞
）、
男
子
39
歳
以
下

（
3㎞
・
9㎞
）、
高
校
男
子
（
6㎞
）

参
加
料
　
一
般
3,
00
0円
、
中
学
生
・
高
校
生
1,
50
0円

申
込
期
限
　
６
月
21
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　
申
込
書
の
請
求
、
ご
質
問
等
は
下
記
大
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
27
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
実
行
委
員
会
　
事
務
局

　（
生
涯
学
習
課
久
住
教
育
係
　
久
住
公
民
館
内
）　
☎
09
74
-7
6-
07
17

☆
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
し
て
ま
す
！

　
事
前
準
備
、
大
会
当
日
の
受
付
業
務
等
、
大
会
運
営
に
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
致
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
上
記
大
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
6

・
歴
史
資
料
館『
田
能
村
竹

田
生
誕
記
念
展
－
南
画
家

竹
田
の
軌
跡
－
』

（
～
6/
30
ま
で
）

・
水
琴
館『
竹
田
素
描
・
陶
芸

作
品
展
』

（
～
6/
9ま
で
）　

・
第
61
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き

〔
前
夜
祭
〕

19
:0
0～
（
久
住
高
原
荘
） 

・荻
の
里
温
泉
全
館
休
館
日

・都
市
計
画
道
路
変
更
説
明

会
　
１
９：
０
０
～（
竹
田
分

館
２
階
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※
要
予

約（
☎
63
-3
34
6）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・第
６
回
農
業
委
員
会
総
会

13
:3
0～
（
市
本
庁
３
階
委
員
会

室
）

・R
ea
dy
2c
ha
t 英
会
話

〔
英
語
中・
上
級
〕1
9:
00
-2
1:
00

※
参
加
無
料（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）問
竹
田

市
商
工
観
光
課
☎
63
-4
80
7

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
歩
こ
う
会「
東
部
散
策
」

花
水
月
前
8:
30
集
合
※
１

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義

美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お
う

ち
〕）

・
お
お
い
た
地
域
防
災
推
進

講
演
会

14
:0
0-
16
:3
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
竹
田
温
泉「
花
水
月
」メ
ン

テ
ナ
ン
ス
休
館（
6/
10
㈪

～
6/
14
㈮
）

・第
14
回「
田
能
村
竹
田
」生

誕
記
念
の
日
～「
南
画
家
竹

田
の
軌
跡
」と
旧
竹
田
荘
を

巡
る
～

歴
史
資
料
館
10
:3
0集
合

・竹
田
市
防
災
訓
練

9:
00
-1
2:
00
（
総
合
運
動
公
園

避
難
訓
練
、及
び
文
化
会
館
前
消

防
救
助
訓
練
）

・
第
61
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き〔
山
頂

祭
〕1
0:
00
～（
久
住
山
山
頂
） 

・総
合
地
域
学
セ
ン
タ
ー
由
学
館
第

６
回
セ
ミ
ナ
ー「
竹
田
岡
藩
の
神

事
芸
能
に
つ
い
て
」1
3:
00
～
開

演（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

問
竹
田
市
文
化
財
課
☎
63
-4
81
8

・直
入
地
域
自
治
会
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

8:
30
-1
7:
00
（
直
入
総
合
運

動
公
園
）

・
水
琴
館『
竹
蔵
写
真〔
美
し
い
竹

田
〕展
』～
6/
23
㈰
ま
で

・豊
肥
子
牛
市
場（
9:
30
セ
リ
開
始
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・竹
田
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
 

13
:3
0～

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
竹
田
古
町
会

場
）（
☎
63
-3
34
6）

・
語
り
部
と
竹
田
の
歴
史
を
調
べ
る

会〔
若
宮
井
路
〕

豊
後
竹
田
駅
8:
30
集
合
※
２

・３
・６
・1
2か
月
児
健
康
診
査

〔
3か
月・
6か
月
〕1
3:
00
-1
3:
20

受
付
、〔
12
か
月
〕1
3:
20
-1
3:
40

受
付（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）※
15
時
終
了
予
定

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

14
:0
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0-
14
:3
0（
南
部
幼

稚
園
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）※
要
予
約

（
☎
63
-3
34
6）

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車

場
）※
要
予
約
：
文
化
財
課

（
☎
63
-4
81
8）

・国
民
宿
舎
直
入
荘
休
館
日
 

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
関
係
）

・第
16
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会

〔予
選〕
9:0
0～（

久住
公民

館く
じゅ
うサ
ンホ
ール
）

・郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植
物
を
観

察
す
る
会「
初
夏
の
雨
ケ
池
越
」

市
本
庁
舎
7:
00
集
合
※
２

・
美
味
し
い
は
幸
せ「
国
際
料
理
教

室
」〔
世
界
の
パ
ン「
ベ
ー
グ
ル
」〕

1
0
:0
0
-1
5
:0
0※
材
料
費
約

1,
00
0円
・
先
着
10
名
要
予
約
６

/1
3（
木
）迄
（
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室
）問
竹
田

市
商
工
観
光
課
☎
63
-4
80
7

・国
民
宿
舎
直
入
荘
休
館
日
 

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
関
係
）

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0
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information
農　業
平成25年度「人・農地プラン」関連施策
　平成24年度に引き続き、人・農地プラン関連施策が
実施されます。施策の内容を確認していただき、個別相
談を受け付けますのでお気軽に担当窓口までお問い合わ
せください。
《施策の内容》
１．新規就農支援
（１）就農準備型【青年就農給付金（準備型）】
　①要件（全て満たすこと）
　　ア．就農予定時の年齢が原則45歳未満であること
　　イ．独立・自営就農または雇用就農を目指すこと
　　ウ．研修計画が以下の基準に適合していること
　　　　�都道府県が認める研修機関等で概ね１年以上

（1200時間／年）研修すること
　　エ．常勤の雇用契約を締結していないこと
　　オ．�生活保護、求職者支援制度など、生活費を支給

する国の他の事業と重複受給でないこと
　②支援内容　150万円／年
（２）経営開始型【独立・自営就農直後】
　①要件（全て満たすこと）
　　ア．�独立・自営就農時の年齢が、原則45歳未満で

あること
　　イ．�独立自営就農者であり以下の要件を満たしてい

ること
　　○自らの農地の所有権もしくは利用権を有している
　　○主要な機械・施設を自ら所有・貸借している
　　○本人名義で生産物を出荷・取引している
　　○�本人名義の通帳があり、売上や経費の支出などの

経営収支を自らの通帳・帳簿で管理している。
　　　※�親元に就農する場合であっても、親の経営に従

事してから５年以内に経営を継承する場合や、
親の経営から独立した部門経営を行う場合はそ
の時点から対象とする。

　　ウ．�経営開始計画が５年後には生計が成り立つ実現
可能な計画であること

　②�支援内容　150万円／年（但し、就農後の所得が
250万円未満の方。就農１年目については前年の所
得制限なし）

（３）経営転換協力金
　①要件（全て満たすこと）
　　ア．�販売農家で、土地利用型農業から経営転換す

る、またはリタイアする者
　　イ．遊休農地の非保有者
　　ウ．�貸付け先の相手を指定しない白紙委任を10年

以上すること
　②支援内容
　　30～70万円（１回限りで委任する面積により異なる）
　いずれも、地域で「人・農地プラン」の作成が必要です。
●お問い合せ　竹田市農政課　☎63-4805
　荻支所産業建設課　　　　　☎68-2215
　久住支所産業建設課　　　　☎76-1116
　直入支所産業建設課　　　　☎75-2215

あなたも原木しいたけ栽培の担い手になりませんか？
　しいたけ栽培研修生募集
　県では、原木しいたけ生産への就農を支援するため、

習熟度に応じた２つの研修を開催します。
　しいたけ栽培への就農を検討中の方、就農間もない方
等、多数の参加をお待ちしています。
①栽培基礎研修
　計４回開催する研修会（講義及び簡単な実技）を通し
てしいたけ栽培の基礎を学ぶ研修
　開　講　日　９月８日㈰（予定）
　研修場所　農林水産指導研究センター林業研究部
　　　　　　きのこグループ（豊後大野市三重町）
　募集人員　40名
②生産現場通型研修
　最大12日間、研修生在住地の近隣優良生産者の生産現
場に通い、生産者から直接、技術指導を受ける実践研修
　募集人員　８名
　受講申込　�竹田市林業振興室、各支所産業建設課また

は、大分県豊肥振興局の林業・木材・椎茸
班で受講申込書にご記入提出してください。

　申込締切　平成25年７月31日㈬
　※希望者多数の場合は選考となります。
●お問い合せ　大分県豊肥振興局林業･木材･椎茸班
　☎0974-63-1174

竹の活用や竹林の管理、たけのこ生産について学びませんか？
「たけのこ生産竹

ちく

林
りん

楽
がっ

校
こう

」受講生の募集
　地域の荒廃した竹林を再生し、たけのこの生産など有
効に活用したいと考えている方を募集します。
　募集人員　�50名（定員をオーバーした場合は選考します）
　研修内容　たけのこ生産・竹林管理の知識、技術
　　　　　　たけのこ生産�先進地の視察
　　　　　　たけのこの生産・流通及び竹林の持続管理
　研修場所　�大分県日出町、福岡県八女市立花町
　研　修　日　９月下旬、３月上旬、３月下旬　計３回
　※�内容・場所・研修日は、講師の都合や天候等により
変更することがあります。研修は現地集合です。

　費　　用　�受講料は無料。研修場所までの交通費は各
自負担です。材料費については、一部負担
していただくこともあります。

　募集期間　平成25年７月１日㈪から７月31日㈬まで
●お問い合せ・お申込み
　�大分県豊肥振興局林業・木材・椎茸班（☎0974-63-
1174）にて受講申込書を記入し提出してください。

　�県庁ホームページにも、受講申込書を掲載しています。
　http://www.pref.oita.jp/soshiki/16060/chikuringakkou.html

福　祉
里親になりませんか？「里親制度説明会」開催
　里親とは、様々な事情により自分の家庭で生活を送る
ことができない子どもを家庭に迎え入れ、温かい雰囲気
の中で豊かな愛情を持って育ててくださる方のことで、
特別な資格は必要ありません。
　子どもを里親に委託する期間も、数日から数年まで
様々で、児童養護施設等に入所している子どもをお盆や
お正月に預かる「トライアル里親」も募集しています。
　「里親制度説明会」を開催しますので、関心のある方
はお気軽にお越しください。
　日　時　６月28日㈮�13:30 ～
　場　所　竹田市総合社会福祉センター会議室
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　参加費　無料（申込み不要です）
●お問い合せ　大分県中央児童相談所��☎097-544-2016
　　　　　　　竹田市福祉事務所　☎63-4811

養護老人ホーム南山荘を運営する事業者を募集します
　竹田市養護老人ホーム南山荘を平成27年４月１日か
ら民間事業者に移管するため、事業者を募集します。
　応募資格　�現に竹田市で事業を運営し、事務所を竹田市

に置く社会福祉法人。またはこれから竹田市
で社会福祉法人の認可を受ける予定の法人。

　選定方法　�竹田市養護老人ホーム南山荘民間移管事業
者選定委員会で審査し、選定します。

　応募締切　平成25年６月28日㈮�17:00まで
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係�☎63-1111（内線157）

学習会
アルコール関連問題学習会
　アルコール依存症からの回復は、当時者家族等が病気
について正しく理解することが重要です。
　日　時　６月28日㈮�14:00 ～ 15:30
　　　　　８月23日㈮・10月25日㈮�14:00 ～ 15:30
　　　　　12月27日㈮�10:30 ～ 12:30
　　　　　平成26年２月28日㈮�14:00 ～ 15:30
　場　所　豊肥保健所１階会議室
　対象者　アルコール依存症者等及び家族
　内　容　ミーティング、講話等
●お問い合せ　大分県豊肥保健所地域保健課�☎0974-22-0162

求　人	 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室　☎63-1101

①交通警備員５人16 ～ 22.5万�②販売員１人13 ～ 20
万�③調理スタッフ１人17～ 20万�④フロントサービス
担当１人15～ 17万円�⑤看護職員１人15万円�⑥事務員
１人12.5万�⑦生コン車運転手１人18.9万�⑧リハビリス
タッフ１人22.3 ～ 26.3万�⑨経理事務員１人15～ 18万�
⑩相談員２人17.1 ～ 26.1万�⑪牛の飼育管理１人16 ～
23.5万�⑫土木作業員２人16.1 ～ 27.6万
〔パート求人（時給）〕
⑬選別作業員１人800円�⑭接客係２人800 ～ 850円�⑮
清掃員１人728円�⑯ヘルパー又は介護助手１人740 ～
1200円�⑰販売スタッフ１人700円�⑱調理員１人660 ～
730円�⑲配達員１人750円�⑳商品補充担当者１人700円�
㉑加工作業員２人720円�㉒一般事務１人733円�㉓新聞配
達員１人900 ～ 1100円�㉔栽培作業員１人700 ～ 850円

平成26年歌会始の詠進要領
　平成26年歌会始のお題　「静」と定められました。
　お題は「静（せい）」ですが、歌に詠む場合は「静」の文字
が詠み込まれていればよく、「静謐（せいひつ）」「動静（どう
せい）」のような熟語にしても、また、「静（しづ）か」、「静（し
づ）まる」のように訓読しても差し支えありません。
○詠進歌の詠進要領
１�　詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首と
し、未発表のものに限ります。

２�　書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分に
お題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（本
名、ふりがなつき）、生年月日及び職業（なるべく具体的に）
を縦書きで書いてください（書式図参照）。

〈書式図〉（横長）

　※�無職の場合は、「無職」と書いてください（以前に職業に
就いたことがある場合には、なるべく元の職業を書いて
ください）。

　　�なお、主婦の場合は、単に「主婦」と書いても差し支え
ありません。

３�　用紙は、半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書してくだ
さい。ただし、海外から詠進する場合は、用紙は随意（但、
半紙サイズ24㎝×33㎝の横長）とし、毛筆でなくても差し
支えありません。

４�　病気または身体障害のため毛筆にて自書することができ
ない場合は下記によることができます。

　⑴�　代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所及び
氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。

　⑵�　本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。
この場合、これらの機器を使用した理由を別紙に書いて
詠進歌に添えてください。

　⑶　視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありません。
○詠進の期間
　�お題発表の日から９月30日までとし、郵送の場合は、消印
が９月30日までのものを有効とします。

○郵便のあて先
　�「〒100-8111�宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添え
てください。詠進歌は、小さく折って封入して差し支えあ
りません。

●�お問い合せ　疑問がある場合には、直接、宮内庁式部職あ
てに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった
封筒を添えて、９月20日までに問い合わせてください。（宮
内庁ホームページhttp://www.kunaicho.go.jp/）
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休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎�64-7777
受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　� 8:30 ～ 21:00
注意事項　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・�事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
　　　　　※�竹田医師会病院でも電話で相談いただき、

可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

6月�1�日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6月�2�日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

6月�8�日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6月�9�日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

6月15日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6月16日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

6月22日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6月23日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

6月29日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

6月30日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

7月�6�日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7月�7�日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121
受付時間�8:30 ～11:30（こども診療所は9:00 ～11:30）
診療時間�9:00 ～12:00（三重東クリニックは8:30 ～12:00）
※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院（☎�0974-42-3121）�http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎�0974-24-0230）�http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎�0974-22-6333）�http://www.sekiaikai.jp/index.html

○竹田市立こども診療所（☎�0974-63-3838）�http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所（☎�0974-22-0162）
受診時の注意　当番医院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番医院または竹田市消防署
（☎63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて
約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

6月�2�日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
6月�9�日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
6月16日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
6月23日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
6月30日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
7月�7�日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
※診療時間�9:00 ～ 12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎�097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

◇たけた市民チャンネル６月特番
竹田市食生活改善推進協議会総会講演会

　放送日　6月8日、15日、22日、29日　土曜日　20：00～

竹田の話題がまるごと観れるのはTCTだけ!!

●お問い合せ
　竹田市ケーブルネットワークセンター　☎76-1415

※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご了承ください。

　４月19日㈮に開催された、竹田市食生活改善推進協議会総
会の中で行われた、講演の模様をお届けします。
　講演会は、元岡山大学病院小児歯科講師の岡崎好秀さんを
講師に迎え「ふしぎ ふしぎ噛むことと　健康～なぜ仙人は霞
を食べるのか？」と題し行われました。ぜひ、ご覧ください。

第44回竹田高等学校器楽部定期演奏会

　放送日　6月9日、16日、23日、30日　日曜日　20：00～

　４月14日㈰に開催された、「第44回竹田高等学校定期演奏
会」の模様をお届けします。
　今回の演奏会は、クラシックステージ・エンターテイメン
トステージ・ポップスステージの３部構成で行われ、趣向を
凝らした内容で会場を盛り上げました。
　また、今回初となる竹田中学校と竹田南部中学校の吹奏楽
部との合同演奏も行われました。ぜひ、ご覧ください。


